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2024年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集サテライト教室

～選科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
　　　　◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2024年5月～10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
　　　　◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはwebサイトをご覧いただくか、オペラ歌手育成部までお問い合わせください。
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藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2024/25シーズ
ンは、全5箇所4演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！
限定特典も盛りだくさんです。
お得な〈JOFプレミアムシート〉をお見逃し無く！

❶ 最優先でお席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）※
　  バックステージ見学へのご招待※

❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加  ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

より魅力的なオペラ公演の実施や財団の安定的な運営のため、
ご寄付・賛助会員によるご支援をお願いいたします

◎寄 付 金  ご自由な金額から、随時お申込みいただけます。
◎賛助会員 年会費：法人３０万円から　個人１０万円から

＊どの会員も数とお申し込み期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。 
  詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

※ゲネプロ見学は、お選びいただいた演目のみご観覧いただけます。
   バックステージ見学は、会場により開催しない場合もございます。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2024/25シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会ではご寄付・賛助会員によるご支援をお願いしています

＜お問い合わせ・資料のご請求＞ 日本オペラ振興会総務部　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997　E-mail support@jof.or.jp
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日本オペラ振興会 検索

～オペラの未来を担う人材を募集します～
オペラ歌手育成部　研究生・選科生

育成部
募集

藤原歌劇団公演
「劇場のわがままな歌手たち」（2023年）
第22期修了／押川浩士（アガタ役）

日本オペラ協会公演
「源氏物語」（2023年）
第9期修了／佐藤美枝子（六条御息所役）

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人につき、当振興会への寄付金、賛助会費に対しては、
   法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

● 2024年4月2日（火）まで
〒 215－0004
神奈川県川崎市麻生区万福寺1－12－7　山田ビル2階
TEL （044）969－7197 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）953－8693

● 2024年4月4日（木）以降
〒 215－0035
神奈川県川崎市麻生区黒川76－1
TEL （044）819－5505 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）819－5205

2024年度より育成部事務所は黒川
稽古場へ移転致します。育成部の一
部授業・稽古を主催公演の稽古場で実
施。より本番に近い実践的な指導を受
けることができます。

育成部専用ページ：
https://www.jof.or.jp/
training/

募集要項はホームページより
ご覧ください。

藤原歌劇団公演「トスカ」（2023年）
第16期修了／小林厚子（トスカ役）
第27期修了／澤﨑一了
               　（カヴァラドッシ役）

〈お問い合わせ先〉 
公益財団法人
日本オペラ振興会 
オペラ歌手育成部

＊4/3（水）は移転のため
  休業致します。
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れ
か
ら
２
０
２
５
年
２
月
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
表
面
的
に
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
プ
の
違

う
作
品
で
す
。
け
れ
ど
、や
っ
ぱ
り
ど
れ
も
奥
底
に
流
れ
る
の
は「
愛
」だ

と
い
え
ま
す
。

―
24
／
25
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
に
か
け
る
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
年

イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に
繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
イ
タ
リ
ア
語
で
シ
ン
デ
レ
ラ
の
こ
と
で
す

が
、
彼
女
は
生
き
る
こ
と
に
過
剰
な
欲
を
持
た
な
い
、
素
直
に
生
き
よ
う

と
す
る
人
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
素
直
さ
は
、
あ
る
意
味
純
粋
で
無
欲

な
愛
情
と
も
い
え
る
。
そ
の
無
欲
の
愛
こ
そ
が
非
常
に
貴
重
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、私
は
こ
の
作
品
に
感
じ
ま
す
。

　「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」と
い
う
の
は
、戦
争
が
大
き
な
題
材
に
な
っ

て
い
る
作
品
で
す
。
政
治
上
で
の
敵
対
や
領
土
争
い
な
ど
で
、
隣
の
国
同

士
が
戦
争
状
態
と
い
う
の
は
あ
の
時
代
の
常
。
そ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
、

政
略
結
婚
を
さ
せ
ら
れ
た
あ
る
夫
婦
の
話
で
、ダ
ン
テ
の『
神
曲
』に
も
描

か
れ
た
、
歴
史
上
の
実
話
で
も
あ
り
ま
す
。
夫
婦
は
、
本
当
は
お
互
い
愛

し
合
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
も
敵
対
す
る
家
柄
同
士
で
、
疑
い
の
心

が
い
つ
も
あ
る
。
い
わ
ば
歪
ん
だ
愛
で
す
。
そ
し
て
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
素
直
に
仲
の
よ
い
夫
婦
と
し
て
幸
せ
な
一
生
を
暮
ら
せ
た
の
に
、

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
や
は
り
戦
争
は
愚
か
で
、
人
の
愛
を
崩
す

大
き
な
要
因
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
人
が
人
を
愛
す
る
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
選
ん
だ
演
目
で
す
。
今
の
時
代

に
も
、す
ご
く
適
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」。
こ
れ
は
普
通
、
喜
劇
と
し
て
上
演
さ
れ

る
作
品
で
す
が
、
実
は
人
間
の
悲
哀
を
描
い
て
い
ま
す
。
主
人
公
は
若
い

頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
様
で
奥
さ
ん
を
８
人
殺
し
た
と
い
う
ヘ
ン
リ
ー
八
世

に
仕
え
て
い
た
人
物
。
世
の
中
の
汚
い
面
を
た
く
さ
ん
見
な
が
ら
、
う
ま

く
生
き
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
に
な
る
と
誰
か
ら
も
相
手
に
さ

れ
な
い
と
い
う
哀
愁
。「
人
生
な
ん
て
こ
ん
な
も
ん
だ
よ
、だ
か
ら
み
ん
な

で
楽
し
く
や
ろ
う
よ
」
と
い
う
の
が
こ
の
オ
ペ
ラ
の
テ
ー
マ
で
す
。
私
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
人
類
愛
だ
と
感
じ
ま
す
。
能
力
の
あ
る
な
し
と
か
、
環

境
の
良
し
悪
し
で
人
を
見
る
こ
と
が
い
か
に
馬
鹿
げ
て
い
る
か
。
そ
れ
よ

り
、
心
の
中
の
純
粋
な
部
分
で
い
つ
も
人
を
判
断
し
よ
う
と
い
う
、
人
間

の
根
本
み
た
い
な
も
の
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
だ
と
感
じ
ま
す
。
面
白

お
か
し
く
や
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
中
身
に
は
苦
悩
が
あ
り
、
愛
が
あ
る

作
品
で
す
。
た
だ
こ
の
作
品
は
、
上
演
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
。
大
勢

の
出
演
者
が
必
要
だ
し
、
歌
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
演
技
力
が
な

い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
の
だ
け
ど
、
で

も
、
人
間
の
本
当
の
姿
み
た
い
な
も
の
を
こ
の
作
品
で
追
求
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

2018年　藤原歌劇団公演「ラ・チェネレントラ」

昭和音楽大学オペラ公演2010「ピーア・デ・トロメイ」
（演出:マルコ・ガンディーニ）より

2015年　藤原歌劇団創立80周年記念公演「ファルスタッフ」

藤原歌劇団創立90周年記念特集

日本オペラ振興会では、現在「日本のオ
ペラ芸術を未来へ！」と題し、藤原歌劇団
創立90周年という節目にクラウドファンディ
ングを実施しております。
創立記念日の前夜6/6に帝国ホテルにて
行われるイベントにご招待させていただく
プランや、歌手が起こしてくれる!?目覚ま
し時計など、魅力的なリターン品を用意
しております。ぜひ多くの皆さまのあたた
かいご支援、宜しくお願い申し上げます。

詳細はこちら➡

Photo : K.miura
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■ 藤原歌劇団創立90周年記念公演

鈴木恵里奈
［指揮］ 

フランチェスコ・
ベッロット
［演出］ 
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私
は
こ
れ
ま
で
藤
原
歌
劇
団
で
は
多
く
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
品
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、
色
彩
感
溢
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

た
だ
美
し
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
う
ね
り
や
深
み
、
イ
タ
リ
ア
語
と
一
体

と
な
っ
た
流
れ
で
い
か
に
ド
ラ
マ
を
語
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
醍
醐
味

の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
は
自
然
に
登
場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば「
蝶
々
夫
人
」で
は
、
自
己
憐
憫
に
陥
る
こ
と
な
く
、
信
じ

る
気
持
ち
を
固
く
持
っ
て
気
丈
に
振
る
舞
い
続
け
る
蝶
々
さ
ん
像
を
、
音
楽

面
か
ら
も
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
な
ん
て
可
哀
想
な
私
！
私
は
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
！
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
で
き
る
作
品
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
に

比
べ
る
と
非
常
に
軽
妙
洒
脱
な
音
楽
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
躍
動
感

を
与
え
ま
す
。
ま
た
作
品
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
声
の
可
能
性
を
感
じ

る
喜
び
や
、イ
タ
リ
ア
語
の
音
や
響
き
を
楽
し
め
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
は
、
公
演
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
共
演
者
同
士
を
信
じ
て

舞
台
上
で
自
由
に
生
き
、
歌
え
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
公
演
を
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
演
奏
を
お
届
け
し
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様

に
も
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魔
法
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯

努
め
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」の
舞
台
は
、
演
出
家
と
は
、
文
字
で
は

な
く
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
人
物
に
て
物
語
る
小
説
家
の
異
称
で
し
か
な
い
と
長

年
考
え
て
い
た
私
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
、

書
物
の
一
節
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
演
の
度
に
舞
台
か
ら

命
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
演
出
の
根
底
に
は
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
と
い
う〝
お
話
を
物

語
る
〞と
い
う
、
ま
さ
に
語
り
に
よ
る
詩
的
表
出
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
を

読
み
終
え
た
ば
か
り
の
少
女
が
、自
ら
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
く「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
を
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
拝
借
し
た
小
物
を
交
え
て
物
語
る

様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
た
ち
が
書
物
か
ら
抜
け
出
す
と
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。
本
の

中
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
作
家
に
握
ら
れ
て
い
た
運
命
に
抗
う
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
ら
の
歩
み
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
来
い
じ
め
の
被
害
者

だ
っ
た
主
人
公
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
て
然
り
。
そ
の
宿
命
に
立
ち
向
か
い
、

預
か
っ
た
高
価
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
さ
え
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
姿
は
、〝
心

優
し
い
孤
児
〞ど
こ
ろ
か
、ま
る
で
現
代
社
会
に
生
き
る
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
夢
想
家
の
心
が
最
も
痛
む
の
は
、
登
場
人
物
を
本
の
世
界
か
ら
自

由
に
し
て
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
ら
が
地
団
駄
踏
ん
で
躍
起
に

な
っ
て
生
き
る
姿
を
見
る
の
は
辛
い
の
で
す
。
幕
を
開
け
れ
ば
囚
わ
れ
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
を
救
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
も
束
縛

か
ら
救
わ
れ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

４月27日（土）・28日（日）14：00 ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

アンジェリーナ…但馬由香／山下裕賀
ドン・ラミーロ…小堀勇介／荏原孝弥
ドン・マニーフィコ…押川浩士／坂本伸司
ダンディーニ…岡 昭宏／和下田大典
クロリンダ…楠野麻衣／米田七海

指揮…鈴木恵里奈　演出…フランチェスコ・ベッロット
ティーズべ…米谷朋子／髙橋未来子
アリドーロ…久保田真澄／東原貞彦
合唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

G.ロッシーニ作曲 ＜オペラ全２幕＞
ラ ・チェネレントラ

Ⓒmariabellotto

◉
公
演
に
寄
せ
て

◉
演
出
ノ
ー
ト
よ
り
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指揮：阿部加奈子　
演出：ダヴィデ・ガラッティーニ・ライモンディ
写真：池上直哉
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2024年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集サテライト教室

～選科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
　　　　◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2024年5月～10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
　　　　◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはwebサイトをご覧いただくか、オペラ歌手育成部までお問い合わせください。

2

藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2024/25シーズ
ンは、全5箇所4演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！
限定特典も盛りだくさんです。
お得な〈JOFプレミアムシート〉をお見逃し無く！

❶ 最優先でお席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）※
　  バックステージ見学へのご招待※

❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加  ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

より魅力的なオペラ公演の実施や財団の安定的な運営のため、
ご寄付・賛助会員によるご支援をお願いいたします

◎寄 付 金  ご自由な金額から、随時お申込みいただけます。
◎賛助会員 年会費：法人３０万円から　個人１０万円から

＊どの会員も数とお申し込み期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。 
  詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

※ゲネプロ見学は、お選びいただいた演目のみご観覧いただけます。
   バックステージ見学は、会場により開催しない場合もございます。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2024/25シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会ではご寄付・賛助会員によるご支援をお願いしています

＜お問い合わせ・資料のご請求＞ 日本オペラ振興会総務部　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997　E-mail support@jof.or.jp

会 

員 

特 

典

日本オペラ振興会 検索

～オペラの未来を担う人材を募集します～
オペラ歌手育成部　研究生・選科生

育成部
募集

藤原歌劇団公演
「劇場のわがままな歌手たち」（2023年）
第22期修了／押川浩士（アガタ役）

日本オペラ協会公演
「源氏物語」（2023年）
第9期修了／佐藤美枝子（六条御息所役）

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人につき、当振興会への寄付金、賛助会費に対しては、
   法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

● 2024年4月2日（火）まで
〒 215－0004
神奈川県川崎市麻生区万福寺1－12－7　山田ビル2階
TEL （044）969－7197 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）953－8693

● 2024年4月4日（木）以降
〒 215－0035
神奈川県川崎市麻生区黒川76－1
TEL （044）819－5505 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）819－5205

2024年度より育成部事務所は黒川
稽古場へ移転致します。育成部の一
部授業・稽古を主催公演の稽古場で実
施。より本番に近い実践的な指導を受
けることができます。

育成部専用ページ：
https://www.jof.or.jp/
training/

募集要項はホームページより
ご覧ください。

藤原歌劇団公演「トスカ」（2023年）
第16期修了／小林厚子（トスカ役）
第27期修了／澤﨑一了
               　（カヴァラドッシ役）

〈お問い合わせ先〉 
公益財団法人
日本オペラ振興会 
オペラ歌手育成部

＊4/3（水）は移転のため
  休業致します。
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藤
原
歌
劇
団
総
監
督

折
江 

忠
道

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
総
監
督

郡

　愛
子

　
暖
冬
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
お
花
屋
さ
ん
の

店
先
に
は
早
く
も
春
の
花
が
並
び
始
め
ま
し
た
。

先
ず
冒
頭
で
、元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ

れ
た
地
域
の
皆
様
方
に
、あ
ら
た
め
ま
し
て
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
が
去
る
２
月
10
日

よ
り
12
日
ま
で
め
ぐ
ろ
パ
ー
シ
モ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
２
０
２
３
年
度
公
演
・
新

作
初
演
オ
ペ
ラ
「
ニ
ン
グ
ル
」
は
、
皆
様
方
の
お

陰
に
よ
り
満
員
の
盛
況
の
も
と
で
大
き
な
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
作
の
戯
曲

「
ニ
ン
グ
ル
」
は
、
倉
本
聰
さ
ん
が
進
化
と
深
化

を
目
指
し
て
改
稿
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
大
切
な

作
品
で
す
。
倉
本
さ
ん
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、

「〝
真
実
〞と
〝
勇
気
〞そ
の
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
に
、

今
日
の
利
害
に
捉
わ
れ
て
明
日
の
こ
と
未
来
の

こ
と
に
フ
タ
を
す
る
我
々
の
生
き
方
を
問
い
た

い
と
思
っ
た
。
恐
ら
く
ニ
ン
グ
ル
（
小
さ
い
人
）

は
そ
の
こ
と
を
云
わ
す
為
に
、僕
の
指
先
に
座
っ

た
の
だ
と
思
う
」と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
ど

も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
は
、普
遍
的
な
価
値
観
か
ら

成
る
こ
の
「
ニ
ン
グ
ル
」
が
古
典
作
品
と
な
り
ま

す
よ
う
に
再
演
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、「
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲 

連
続
演
奏

会 

第
73
回
」を
、日
本
に
お
け
る
近
代
音
楽
の
聖

地
と
も
い
う
べ
き
上
野
・
奏
楽
堂
で
、
７
月
12
日

に
開
催
致
し
ま
す
。
明
瞭
な
日
本
語
と
歌
心
に

秀
で
た
歌
い
手
た
ち
に
よ
る
、新
し
い
感
覚
の
歌

曲
と
最
新
の
オ
ペ
ラ
か
ら
の
ア
リ
ア
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
24
年
度
の
オ
ペ
ラ
公
演
は
、な
か
に
し
礼 

作
・

台
本
に
基
づ
く
三
木
稔
作
曲
の
「
静
と
義
経
」
を

25
年
３
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）、東
京
文
化
会

館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
18
年
度
に
「
日
本
オ
ペ

ラ
協
会
創
立
60
周
年
記
念
公
演
」
と
し
て
、
新
宿

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
上
演
し
、二
日
間
満

席
と
な
り
、感
動
の
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
本
オ
ペ
ラ
は
、
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
に
と
っ
て

特
筆
す
べ
き
演
目
と
な
り
、今
回
再
演
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
明
日
の
我
が
身
さ
え
見
え
な

い
無
常
の
世
を
背
景
に
、
義
経
へ
の
永
久
の
愛
、

ま
こ
と
の
愛
を
ど
こ
ま
で
も
貫
こ
う
と
す
る
、激

し
く
も
切
な
い
静
の
心
の
奥
に
引
き
込
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
弁
慶
を
は
じ
め
義
経
に
忠
義
を
尽

く
す
武
士
達
、
頼
朝
と
名
だ
た
る
武
将
達
、
政
子
、

大
姫
…
登
場
人
物
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
命
の
鼓
動
さ

え
も
聞
こ
え
る
よ
う
な
、〝
歴
史
絵
巻
〞を
思
わ

せ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
ニ
ュ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

に
お
け
る
演
出
と
キ
ャ
ス
ト
に
も
ご
注
目
く
だ

さ
い
ま
せ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
り
、数
々
の
戦
禍
、そ
し

て
今
年
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
…
…
。か
つ
て
想

像
す
ら
も
し
な
か
っ
た
災
禍
が
次
か
ら
次
へ
と

押
し
寄
せ
る
現
実
に
、我
々
に
と
っ
て
は
理
解
と

納
得
の
及
ば
ぬ
時
代
の
波
に
押
し
流
さ
れ
そ
う

に
な
り
な
が
ら
も
、必
死
に
堪
え
忍
ぶ
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
例
外
で
は
な
く
、本
年
度
よ
り
文
化

庁
か
ら
の
助
成
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
、そ
の
影

響
は
オ
ペ
ラ
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
業
界
を
始
め
、

あ
ら
ゆ
る
文
化
芸
術
関
係
財
団
、各
団
体
に
及
ん

で
い
ま
す
。い
よ
い
よ
芸
術
文
化
の
自
立
が
求
め

ら
れ
る
時
代
が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
は
、少
な
く
と
も
燃
料
積
載
状
況
で
の

航
海
が
可
能
だ
っ
た
運
航
も
、今
後
は
帆
船
自
力

航
海
に
切
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が

到
来
す
る
可
能
性
が
出
現
し
た
と
も
言
え
ま
す
。

自
力
運
航
と
は
、マ
ス
ト
や
帆
を
含
む
船
体
自
体

の
強
化
、乗
船
者
全
員
の
質
力
、体
力
の
強
化
、更

に
は
沈
着
冷
静
な
思
考
や
行
動
力
等
々
が
大
き

く
求
め
ら
れ
る
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　
実
際
に
は
、日
本
オ
ペ
ラ
振
興
会
に
お
け
る
経

営
、運
営
を
担
当
す
る
事
務
方
と
直
接
舞
台
を
作

り
上
げ
る
現
場
担
当
の
制
作
と
が
各
々
の
役
割

に
対
し
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
果
た
し
、一
致
団

結
し
て
同
じ
価
値
観
の
共
有
を
も
っ
て
事
に
当

た
る
必
要
性
が
益
々
深
ま
っ
て
い
る
様
に
思
え

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
目
下
、財
団
側
で
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
誘
致
、賛

助
会
員
、プ
レ
ミ
ア
ム
会
員
の
拡
充
、ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
立
ち
上
げ
等
々
を
実
施
中

で
す
が
、少
な
く
と
も
オ
ペ
ラ
の
本
番
で
は
一
人

で
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、客
席

を
１
０
０
％
の
集
客
率
で
埋
め
る
と
い
う
基
本

理
念
と
姿
勢
を
持
っ
て
、団
員
一
人
一
人
の
更
な

る
絶
大
且
つ
強
い
協
力
と
実
践
で
よ
り
良
い
公

演
制
作
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　
90
年
間
燃
や
し
続
け
て
来
た
藤
原
歌
劇
団
の

オ
ペ
ラ
舞
台
を
絶
や
す
事
の
な
い
よ
う
、引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
声
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

3

日本オペラ協会
だより

藤原歌劇団
だより
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5

れ
か
ら
２
０
２
５
年
２
月
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
表
面
的
に
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
プ
の
違

う
作
品
で
す
。
け
れ
ど
、や
っ
ぱ
り
ど
れ
も
奥
底
に
流
れ
る
の
は「
愛
」だ

と
い
え
ま
す
。

―
24
／
25
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
に
か
け
る
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
年

イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に
繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
イ
タ
リ
ア
語
で
シ
ン
デ
レ
ラ
の
こ
と
で
す

が
、
彼
女
は
生
き
る
こ
と
に
過
剰
な
欲
を
持
た
な
い
、
素
直
に
生
き
よ
う

と
す
る
人
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
素
直
さ
は
、
あ
る
意
味
純
粋
で
無
欲

な
愛
情
と
も
い
え
る
。
そ
の
無
欲
の
愛
こ
そ
が
非
常
に
貴
重
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、私
は
こ
の
作
品
に
感
じ
ま
す
。

　「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」と
い
う
の
は
、戦
争
が
大
き
な
題
材
に
な
っ

て
い
る
作
品
で
す
。
政
治
上
で
の
敵
対
や
領
土
争
い
な
ど
で
、
隣
の
国
同

士
が
戦
争
状
態
と
い
う
の
は
あ
の
時
代
の
常
。
そ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
、

政
略
結
婚
を
さ
せ
ら
れ
た
あ
る
夫
婦
の
話
で
、ダ
ン
テ
の『
神
曲
』に
も
描

か
れ
た
、
歴
史
上
の
実
話
で
も
あ
り
ま
す
。
夫
婦
は
、
本
当
は
お
互
い
愛

し
合
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
も
敵
対
す
る
家
柄
同
士
で
、
疑
い
の
心

が
い
つ
も
あ
る
。
い
わ
ば
歪
ん
だ
愛
で
す
。
そ
し
て
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
素
直
に
仲
の
よ
い
夫
婦
と
し
て
幸
せ
な
一
生
を
暮
ら
せ
た
の
に
、

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
や
は
り
戦
争
は
愚
か
で
、
人
の
愛
を
崩
す

大
き
な
要
因
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
人
が
人
を
愛
す
る
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
選
ん
だ
演
目
で
す
。
今
の
時
代

に
も
、す
ご
く
適
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」。
こ
れ
は
普
通
、
喜
劇
と
し
て
上
演
さ
れ

る
作
品
で
す
が
、
実
は
人
間
の
悲
哀
を
描
い
て
い
ま
す
。
主
人
公
は
若
い

頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
様
で
奥
さ
ん
を
８
人
殺
し
た
と
い
う
ヘ
ン
リ
ー
八
世

に
仕
え
て
い
た
人
物
。
世
の
中
の
汚
い
面
を
た
く
さ
ん
見
な
が
ら
、
う
ま

く
生
き
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
に
な
る
と
誰
か
ら
も
相
手
に
さ

れ
な
い
と
い
う
哀
愁
。「
人
生
な
ん
て
こ
ん
な
も
ん
だ
よ
、だ
か
ら
み
ん
な

で
楽
し
く
や
ろ
う
よ
」
と
い
う
の
が
こ
の
オ
ペ
ラ
の
テ
ー
マ
で
す
。
私
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
人
類
愛
だ
と
感
じ
ま
す
。
能
力
の
あ
る
な
し
と
か
、
環

境
の
良
し
悪
し
で
人
を
見
る
こ
と
が
い
か
に
馬
鹿
げ
て
い
る
か
。
そ
れ
よ

り
、
心
の
中
の
純
粋
な
部
分
で
い
つ
も
人
を
判
断
し
よ
う
と
い
う
、
人
間

の
根
本
み
た
い
な
も
の
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
だ
と
感
じ
ま
す
。
面
白

お
か
し
く
や
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
中
身
に
は
苦
悩
が
あ
り
、
愛
が
あ
る

作
品
で
す
。
た
だ
こ
の
作
品
は
、
上
演
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
。
大
勢

の
出
演
者
が
必
要
だ
し
、
歌
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
演
技
力
が
な

い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
の
だ
け
ど
、
で

も
、
人
間
の
本
当
の
姿
み
た
い
な
も
の
を
こ
の
作
品
で
追
求
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

2018年　藤原歌劇団公演「ラ・チェネレントラ」

昭和音楽大学オペラ公演2010「ピーア・デ・トロメイ」
（演出:マルコ・ガンディーニ）より

2015年　藤原歌劇団創立80周年記念公演「ファルスタッフ」

藤原歌劇団創立90周年記念特集

日本オペラ振興会では、現在「日本のオ
ペラ芸術を未来へ！」と題し、藤原歌劇団
創立90周年という節目にクラウドファンディ
ングを実施しております。
創立記念日の前夜6/6に帝国ホテルにて
行われるイベントにご招待させていただく
プランや、歌手が起こしてくれる!?目覚ま
し時計など、魅力的なリターン品を用意
しております。ぜひ多くの皆さまのあたた
かいご支援、宜しくお願い申し上げます。

詳細はこちら➡

Photo : K.miura
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■ 藤原歌劇団創立90周年記念公演

鈴木恵里奈
［指揮］ 
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私
は
こ
れ
ま
で
藤
原
歌
劇
団
で
は
多
く
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
品
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、
色
彩
感
溢
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

た
だ
美
し
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
う
ね
り
や
深
み
、
イ
タ
リ
ア
語
と
一
体

と
な
っ
た
流
れ
で
い
か
に
ド
ラ
マ
を
語
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
醍
醐
味

の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
は
自
然
に
登
場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば「
蝶
々
夫
人
」で
は
、
自
己
憐
憫
に
陥
る
こ
と
な
く
、
信
じ

る
気
持
ち
を
固
く
持
っ
て
気
丈
に
振
る
舞
い
続
け
る
蝶
々
さ
ん
像
を
、
音
楽

面
か
ら
も
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
な
ん
て
可
哀
想
な
私
！
私
は
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
！
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
で
き
る
作
品
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
に

比
べ
る
と
非
常
に
軽
妙
洒
脱
な
音
楽
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
躍
動
感

を
与
え
ま
す
。
ま
た
作
品
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
声
の
可
能
性
を
感
じ

る
喜
び
や
、イ
タ
リ
ア
語
の
音
や
響
き
を
楽
し
め
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
は
、
公
演
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
共
演
者
同
士
を
信
じ
て

舞
台
上
で
自
由
に
生
き
、
歌
え
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
公
演
を
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
演
奏
を
お
届
け
し
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様

に
も
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魔
法
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯

努
め
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」の
舞
台
は
、
演
出
家
と
は
、
文
字
で
は

な
く
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
人
物
に
て
物
語
る
小
説
家
の
異
称
で
し
か
な
い
と
長

年
考
え
て
い
た
私
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
、

書
物
の
一
節
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
演
の
度
に
舞
台
か
ら

命
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
演
出
の
根
底
に
は
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
と
い
う〝
お
話
を
物

語
る
〞と
い
う
、
ま
さ
に
語
り
に
よ
る
詩
的
表
出
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
を

読
み
終
え
た
ば
か
り
の
少
女
が
、自
ら
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
く「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
を
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
拝
借
し
た
小
物
を
交
え
て
物
語
る

様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
た
ち
が
書
物
か
ら
抜
け
出
す
と
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。
本
の

中
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
作
家
に
握
ら
れ
て
い
た
運
命
に
抗
う
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
ら
の
歩
み
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
来
い
じ
め
の
被
害
者

だ
っ
た
主
人
公
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
て
然
り
。
そ
の
宿
命
に
立
ち
向
か
い
、

預
か
っ
た
高
価
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
さ
え
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
姿
は
、〝
心

優
し
い
孤
児
〞ど
こ
ろ
か
、ま
る
で
現
代
社
会
に
生
き
る
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
夢
想
家
の
心
が
最
も
痛
む
の
は
、
登
場
人
物
を
本
の
世
界
か
ら
自

由
に
し
て
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
ら
が
地
団
駄
踏
ん
で
躍
起
に

な
っ
て
生
き
る
姿
を
見
る
の
は
辛
い
の
で
す
。
幕
を
開
け
れ
ば
囚
わ
れ
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
を
救
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
も
束
縛

か
ら
救
わ
れ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

４月27日（土）・28日（日）14：00 ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

アンジェリーナ…但馬由香／山下裕賀
ドン・ラミーロ…小堀勇介／荏原孝弥
ドン・マニーフィコ…押川浩士／坂本伸司
ダンディーニ…岡 昭宏／和下田大典
クロリンダ…楠野麻衣／米田七海

指揮…鈴木恵里奈　演出…フランチェスコ・ベッロット
ティーズべ…米谷朋子／髙橋未来子
アリドーロ…久保田真澄／東原貞彦
合唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

G.ロッシーニ作曲 ＜オペラ全２幕＞
ラ ・チェネレントラ

Ⓒmariabellotto

◉
公
演
に
寄
せ
て

◉
演
出
ノ
ー
ト
よ
り
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●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

但
馬
由
香
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

山
下
裕
賀
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
前
回
２
０
１
８
年
の
公
演
で
も
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

役
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、今
回
再
び
同
役
を
演
じ
る
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
作
品
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
役
と
再
び
向
き
合
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
６
年
前
は
初
め
て
の
大
役
、
し
か
も
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
と
い
う
事
で
、と
に
か
く
色
ん
な
汗
を
か
き
な

が
ら
模
索
し
た
日
々
で
し
た
。
現
在
は
ど
う
か
と
言

え
ば
、た
と
え
過
去
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
は

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

●
今
回
が
藤
原
歌
劇
団
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
す
が
、山

下
さ
ん
が
演
じ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、

聴
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
は
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、何
度
も
観
客
と
し
て
足
を

運
ん
だ
テ
ア
ト
ロ
・
ジ
ー
リ
オ
・
シ
ョ
ウ
ワ
の
舞
台
に

立
て
る
と
い
う
こ
と
に
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
す
！
意
地
悪
な
お
姉
さ
ん
や
継
父
が
い
て
、
ひ
ど

い
扱
い
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
で
す
が
、ど

こ
か
い
つ
も
希
望
を
も
っ
て
、歌
だ
っ
て
好
き
に
口
ず

さ
ん
で
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
意
志
の
あ
る
訴
え
が

で
き
る
、と
て
も
心
が
温
か
く
て
勇
気
の
あ
る
女
性
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
が
心
の
中

に
持
っ
て
い
た
つ
ぼ
み
が
、王
子
ラ
ミ
ー
ロ
に
出
会
う

こ
と
で
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
て
、一
気
に
世
界
が
色
づ
い
て

い
く
…
粗
末
な
服
装
で
も
心
は
誰
よ
り
も
色
鮮
や
か

な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
最
後
の
ア
リ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、私
は
彼
女
が
ぽ
ろ
っ
と
口
に

す
る
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
ア
リ
ド
ー
ロ
と
の

何
気
な
い
会
話
で
「
私
の
心
を
半
分
に
し
て
、
恵
ま
れ

も
あ
り
、身
体
や
歌
唱
法
の
変
化
に
伴
い
再
構
築
が
必

要
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
す（
笑
）。

　
前
回
強
く
感
じ
た
の
は
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
た
だ

不
幸
な
境
遇
に
流
さ
れ
て
い
る
弱
々
し
い
人
物
で
は

無
い
と
い
う
事
で
す
。
特
に
、
最
終
的
に
彼
女
が
と
っ

た
、
父
と
姉
た
ち
を
「
許
す
」
と
い
う
選
択
は
弱
い
人

に
は
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
復
讐
、
欲
望
達
成
、

愛
憎
、権
力
争
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
い
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
、
彼
女
の
志
の
高
い
在
り
方
に
は
、
今
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
の
音
楽
の
中
に
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
主
張
や
思
想
、

ま
た
コ
ミ
カ
ル
な
面
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
い
つ
も
藤
原
歌
劇
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
の
原
作
は
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
書
い

た
有
名
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
お
話
で
す
。
そ
れ
を
作

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

な
い
人
に
分
け
て
あ
げ
た
い
」や
、ア
リ
ア
の
前
の「
私

の
最
大
の
復
讐
は〝
許
す
〞と
い
う
こ
と
で
す
」な
ど
、

こ
の
優
し
く
て
と
て
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
言

葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
心
が
開
い

て
い
く
様
子
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
メ
ッ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
に
と
っ
て
重
要
な
役
ど
こ
ろ

が
与
え
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
品
で
す
が
、山
下
さ
ん

に
と
っ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ロ
ー
ル

を
務
め
た
の
は
「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」
の
ロ
ジ
ー
ナ

だ
け
な
の
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ

早
い
！
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
細
か
い
音
符
を
伴
っ
た

フ
レ
ー
ズ
は
輝
い
て
い
て
、ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
詰

ま
っ
て
い
て
…
本
当
に
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魅
力
は
細
か
い
音
符
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
ず
、大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
迫
力
や
言
葉
遊
び
の

面
白
さ
な
ど
、推
し
ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
お
い
て
も
、
あ
る
意
味
〝
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
〞的
な
会
話
の
テ
ン
ポ
感
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
！

全
員
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
は
も
と
も
と
の
お
話
が

童
話
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
親
し
み
や
す
い

物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
好
き
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、そ
し
て
オ
ペ
ラ
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
か
な
？
な
ん
て
思
う
方
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
!!

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
面
や
曲
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ⒸYoshinobu Fukaya

ⒸYoshinobu Fukaya

２
０
２
４
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

シ
ー
ベ
ル
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2024年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集サテライト教室

～選科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
　　　　◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2024年5月～10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
　　　　◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはwebサイトをご覧いただくか、オペラ歌手育成部までお問い合わせください。

2

藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2024/25シーズ
ンは、全5箇所4演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！
限定特典も盛りだくさんです。
お得な〈JOFプレミアムシート〉をお見逃し無く！

❶ 最優先でお席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）※
　  バックステージ見学へのご招待※

❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加  ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

より魅力的なオペラ公演の実施や財団の安定的な運営のため、
ご寄付・賛助会員によるご支援をお願いいたします

◎寄 付 金  ご自由な金額から、随時お申込みいただけます。
◎賛助会員 年会費：法人３０万円から　個人１０万円から

＊どの会員も数とお申し込み期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。 
  詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

※ゲネプロ見学は、お選びいただいた演目のみご観覧いただけます。
   バックステージ見学は、会場により開催しない場合もございます。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2024/25シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会ではご寄付・賛助会員によるご支援をお願いしています

＜お問い合わせ・資料のご請求＞ 日本オペラ振興会総務部　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997　E-mail support@jof.or.jp

会 

員 

特 

典

日本オペラ振興会 検索

～オペラの未来を担う人材を募集します～
オペラ歌手育成部　研究生・選科生

育成部
募集

藤原歌劇団公演
「劇場のわがままな歌手たち」（2023年）
第22期修了／押川浩士（アガタ役）

日本オペラ協会公演
「源氏物語」（2023年）
第9期修了／佐藤美枝子（六条御息所役）

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人につき、当振興会への寄付金、賛助会費に対しては、
   法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

● 2024年4月2日（火）まで
〒 215－0004
神奈川県川崎市麻生区万福寺1－12－7　山田ビル2階
TEL （044）969－7197 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）953－8693

● 2024年4月4日（木）以降
〒 215－0035
神奈川県川崎市麻生区黒川76－1
TEL （044）819－5505 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）819－5205

2024年度より育成部事務所は黒川
稽古場へ移転致します。育成部の一
部授業・稽古を主催公演の稽古場で実
施。より本番に近い実践的な指導を受
けることができます。

育成部専用ページ：
https://www.jof.or.jp/
training/

募集要項はホームページより
ご覧ください。

藤原歌劇団公演「トスカ」（2023年）
第16期修了／小林厚子（トスカ役）
第27期修了／澤﨑一了
               　（カヴァラドッシ役）

〈お問い合わせ先〉 
公益財団法人
日本オペラ振興会 
オペラ歌手育成部

＊4/3（水）は移転のため
  休業致します。
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藤
原
歌
劇
団
総
監
督

折
江 

忠
道

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
総
監
督

郡

　愛
子

　
暖
冬
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
お
花
屋
さ
ん
の

店
先
に
は
早
く
も
春
の
花
が
並
び
始
め
ま
し
た
。

先
ず
冒
頭
で
、元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ

れ
た
地
域
の
皆
様
方
に
、あ
ら
た
め
ま
し
て
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
が
去
る
２
月
10
日

よ
り
12
日
ま
で
め
ぐ
ろ
パ
ー
シ
モ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
２
０
２
３
年
度
公
演
・
新

作
初
演
オ
ペ
ラ
「
ニ
ン
グ
ル
」
は
、
皆
様
方
の
お

陰
に
よ
り
満
員
の
盛
況
の
も
と
で
大
き
な
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
作
の
戯
曲

「
ニ
ン
グ
ル
」
は
、
倉
本
聰
さ
ん
が
進
化
と
深
化

を
目
指
し
て
改
稿
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
大
切
な

作
品
で
す
。
倉
本
さ
ん
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、

「〝
真
実
〞と
〝
勇
気
〞そ
の
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
に
、

今
日
の
利
害
に
捉
わ
れ
て
明
日
の
こ
と
未
来
の

こ
と
に
フ
タ
を
す
る
我
々
の
生
き
方
を
問
い
た

い
と
思
っ
た
。
恐
ら
く
ニ
ン
グ
ル
（
小
さ
い
人
）

は
そ
の
こ
と
を
云
わ
す
為
に
、僕
の
指
先
に
座
っ

た
の
だ
と
思
う
」と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
ど

も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
は
、普
遍
的
な
価
値
観
か
ら

成
る
こ
の
「
ニ
ン
グ
ル
」
が
古
典
作
品
と
な
り
ま

す
よ
う
に
再
演
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、「
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲 

連
続
演
奏

会 

第
73
回
」を
、日
本
に
お
け
る
近
代
音
楽
の
聖

地
と
も
い
う
べ
き
上
野
・
奏
楽
堂
で
、
７
月
12
日

に
開
催
致
し
ま
す
。
明
瞭
な
日
本
語
と
歌
心
に

秀
で
た
歌
い
手
た
ち
に
よ
る
、新
し
い
感
覚
の
歌

曲
と
最
新
の
オ
ペ
ラ
か
ら
の
ア
リ
ア
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
24
年
度
の
オ
ペ
ラ
公
演
は
、な
か
に
し
礼 

作
・

台
本
に
基
づ
く
三
木
稔
作
曲
の
「
静
と
義
経
」
を

25
年
３
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）、東
京
文
化
会

館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
18
年
度
に
「
日
本
オ
ペ

ラ
協
会
創
立
60
周
年
記
念
公
演
」
と
し
て
、
新
宿

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
上
演
し
、二
日
間
満

席
と
な
り
、感
動
の
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
本
オ
ペ
ラ
は
、
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
に
と
っ
て

特
筆
す
べ
き
演
目
と
な
り
、今
回
再
演
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
明
日
の
我
が
身
さ
え
見
え
な

い
無
常
の
世
を
背
景
に
、
義
経
へ
の
永
久
の
愛
、

ま
こ
と
の
愛
を
ど
こ
ま
で
も
貫
こ
う
と
す
る
、激

し
く
も
切
な
い
静
の
心
の
奥
に
引
き
込
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
弁
慶
を
は
じ
め
義
経
に
忠
義
を
尽

く
す
武
士
達
、
頼
朝
と
名
だ
た
る
武
将
達
、
政
子
、

大
姫
…
登
場
人
物
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
命
の
鼓
動
さ

え
も
聞
こ
え
る
よ
う
な
、〝
歴
史
絵
巻
〞を
思
わ

せ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
ニ
ュ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

に
お
け
る
演
出
と
キ
ャ
ス
ト
に
も
ご
注
目
く
だ

さ
い
ま
せ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
り
、数
々
の
戦
禍
、そ
し

て
今
年
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
…
…
。か
つ
て
想

像
す
ら
も
し
な
か
っ
た
災
禍
が
次
か
ら
次
へ
と

押
し
寄
せ
る
現
実
に
、我
々
に
と
っ
て
は
理
解
と

納
得
の
及
ば
ぬ
時
代
の
波
に
押
し
流
さ
れ
そ
う

に
な
り
な
が
ら
も
、必
死
に
堪
え
忍
ぶ
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
例
外
で
は
な
く
、本
年
度
よ
り
文
化

庁
か
ら
の
助
成
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
、そ
の
影

響
は
オ
ペ
ラ
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
業
界
を
始
め
、

あ
ら
ゆ
る
文
化
芸
術
関
係
財
団
、各
団
体
に
及
ん

で
い
ま
す
。い
よ
い
よ
芸
術
文
化
の
自
立
が
求
め

ら
れ
る
時
代
が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
は
、少
な
く
と
も
燃
料
積
載
状
況
で
の

航
海
が
可
能
だ
っ
た
運
航
も
、今
後
は
帆
船
自
力

航
海
に
切
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が

到
来
す
る
可
能
性
が
出
現
し
た
と
も
言
え
ま
す
。

自
力
運
航
と
は
、マ
ス
ト
や
帆
を
含
む
船
体
自
体

の
強
化
、乗
船
者
全
員
の
質
力
、体
力
の
強
化
、更

に
は
沈
着
冷
静
な
思
考
や
行
動
力
等
々
が
大
き

く
求
め
ら
れ
る
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　
実
際
に
は
、日
本
オ
ペ
ラ
振
興
会
に
お
け
る
経

営
、運
営
を
担
当
す
る
事
務
方
と
直
接
舞
台
を
作

り
上
げ
る
現
場
担
当
の
制
作
と
が
各
々
の
役
割

に
対
し
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
果
た
し
、一
致
団

結
し
て
同
じ
価
値
観
の
共
有
を
も
っ
て
事
に
当

た
る
必
要
性
が
益
々
深
ま
っ
て
い
る
様
に
思
え

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
目
下
、財
団
側
で
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
誘
致
、賛

助
会
員
、プ
レ
ミ
ア
ム
会
員
の
拡
充
、ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
立
ち
上
げ
等
々
を
実
施
中

で
す
が
、少
な
く
と
も
オ
ペ
ラ
の
本
番
で
は
一
人

で
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、客
席

を
１
０
０
％
の
集
客
率
で
埋
め
る
と
い
う
基
本

理
念
と
姿
勢
を
持
っ
て
、団
員
一
人
一
人
の
更
な

る
絶
大
且
つ
強
い
協
力
と
実
践
で
よ
り
良
い
公

演
制
作
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　
90
年
間
燃
や
し
続
け
て
来
た
藤
原
歌
劇
団
の

オ
ペ
ラ
舞
台
を
絶
や
す
事
の
な
い
よ
う
、引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
声
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

3

日本オペラ協会
だより

藤原歌劇団
だより

33
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―
創
立
90
周
年
イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に

繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
私
と
し
て
は
、
90
周
年
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ペ
ラ
の
持
つ「
愛
」と
い
う
も

の
を
と
こ
と
ん
前
面
に
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。
人
間
っ
て
捨
て
た
も
の

じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
絶
え
ず
世
に
問
い
か
け
た
い
で
す
。
今
、
世

界
経
済
は
不
安
定
で
、
戦
争
は
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
る
し
、
災
害
も
起

き
て
い
る
。
オ
ペ
ラ
と
し
て
、
そ
こ
に
対
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
で

す
。
表
面
的
に
ど
う
の
こ
う
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
中
身
を
見
つ
め

よ
う
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
派
手
さ
と
か
き
ら
び
や
か
さ
を
求
め

る
と
ど
ん
ど
ん
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
中
身
で
勝
負
す
る
と

い
う
姿
勢
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
き
た
い
。
時
代
を
、
そ
し
て
人
間
を

も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
見
つ
め
る
と
い
う
こ
と
を
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
テ
ー

マ
と
し
て
持
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
歌
い
手
も
、
た
だ
大

声
で
歌
う
の
で
は
な
く
て
、
き
ち
ん
と
そ
う
い
う
こ
と
を
見
つ
め
ら
れ

る
歌
い
手
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
10
年
、
20
年
先
の
オ
ペ
ラ
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
私
の
頭
に
あ
る
の
は
と
に
か
く
戦
争
で
す
。
人
間
を
深
く

見
つ
め
る
愛
と
、
人
間
賛
歌
み
た
い
な
も
の
を
大
事
に
し
て
、
そ
れ
を
全

面
的
に
出
し
た
い
。
そ
し
て
戦
争
っ
て
い
う
も
の
を
な
く
そ
う
よ
、
と
い

う
の
が
私
の
希
望
で
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
は
、
ま
ず
４
月
に
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
ラ
・
チ
ェ
ネ

レ
ン
ト
ラ
」、
11
月
に
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」、
そ

総
監
督

　折
江
忠
道
に
聞
く
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■ 藤原歌劇団創立90周年記念公演

鈴木恵里奈
［指揮］ 

フランチェスコ・
ベッロット
［演出］ 

6

　
私
は
こ
れ
ま
で
藤
原
歌
劇
団
で
は
多
く
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
品
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、
色
彩
感
溢
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

た
だ
美
し
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
う
ね
り
や
深
み
、
イ
タ
リ
ア
語
と
一
体

と
な
っ
た
流
れ
で
い
か
に
ド
ラ
マ
を
語
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
醍
醐
味

の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
は
自
然
に
登
場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば「
蝶
々
夫
人
」で
は
、
自
己
憐
憫
に
陥
る
こ
と
な
く
、
信
じ

る
気
持
ち
を
固
く
持
っ
て
気
丈
に
振
る
舞
い
続
け
る
蝶
々
さ
ん
像
を
、
音
楽

面
か
ら
も
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
な
ん
て
可
哀
想
な
私
！
私
は
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
！
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
で
き
る
作
品
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
に

比
べ
る
と
非
常
に
軽
妙
洒
脱
な
音
楽
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
躍
動
感

を
与
え
ま
す
。
ま
た
作
品
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
声
の
可
能
性
を
感
じ

る
喜
び
や
、イ
タ
リ
ア
語
の
音
や
響
き
を
楽
し
め
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
は
、
公
演
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
共
演
者
同
士
を
信
じ
て

舞
台
上
で
自
由
に
生
き
、
歌
え
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
公
演
を
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
演
奏
を
お
届
け
し
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様

に
も
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魔
法
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯

努
め
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」の
舞
台
は
、
演
出
家
と
は
、
文
字
で
は

な
く
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
人
物
に
て
物
語
る
小
説
家
の
異
称
で
し
か
な
い
と
長

年
考
え
て
い
た
私
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
、

書
物
の
一
節
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
演
の
度
に
舞
台
か
ら

命
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
演
出
の
根
底
に
は
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
と
い
う〝
お
話
を
物

語
る
〞と
い
う
、
ま
さ
に
語
り
に
よ
る
詩
的
表
出
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
を

読
み
終
え
た
ば
か
り
の
少
女
が
、自
ら
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
く「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
を
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
拝
借
し
た
小
物
を
交
え
て
物
語
る

様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
た
ち
が
書
物
か
ら
抜
け
出
す
と
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。
本
の

中
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
作
家
に
握
ら
れ
て
い
た
運
命
に
抗
う
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
ら
の
歩
み
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
来
い
じ
め
の
被
害
者

だ
っ
た
主
人
公
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
て
然
り
。
そ
の
宿
命
に
立
ち
向
か
い
、

預
か
っ
た
高
価
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
さ
え
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
姿
は
、〝
心

優
し
い
孤
児
〞ど
こ
ろ
か
、ま
る
で
現
代
社
会
に
生
き
る
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
夢
想
家
の
心
が
最
も
痛
む
の
は
、
登
場
人
物
を
本
の
世
界
か
ら
自

由
に
し
て
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
ら
が
地
団
駄
踏
ん
で
躍
起
に

な
っ
て
生
き
る
姿
を
見
る
の
は
辛
い
の
で
す
。
幕
を
開
け
れ
ば
囚
わ
れ
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
を
救
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
も
束
縛

か
ら
救
わ
れ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

４月27日（土）・28日（日）14：00 ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

アンジェリーナ…但馬由香／山下裕賀
ドン・ラミーロ…小堀勇介／荏原孝弥
ドン・マニーフィコ…押川浩士／坂本伸司
ダンディーニ…岡 昭宏／和下田大典
クロリンダ…楠野麻衣／米田七海

指揮…鈴木恵里奈　演出…フランチェスコ・ベッロット
ティーズべ…米谷朋子／髙橋未来子
アリドーロ…久保田真澄／東原貞彦
合唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

G.ロッシーニ作曲 ＜オペラ全２幕＞
ラ ・チェネレントラ

Ⓒmariabellotto

◉
公
演
に
寄
せ
て

◉
演
出
ノ
ー
ト
よ
り
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●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

但
馬
由
香
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

山
下
裕
賀
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
前
回
２
０
１
８
年
の
公
演
で
も
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

役
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、今
回
再
び
同
役
を
演
じ
る
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
作
品
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
役
と
再
び
向
き
合
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
６
年
前
は
初
め
て
の
大
役
、
し
か
も
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
と
い
う
事
で
、と
に
か
く
色
ん
な
汗
を
か
き
な

が
ら
模
索
し
た
日
々
で
し
た
。
現
在
は
ど
う
か
と
言

え
ば
、た
と
え
過
去
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
は

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

●
今
回
が
藤
原
歌
劇
団
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
す
が
、山

下
さ
ん
が
演
じ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、

聴
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
は
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、何
度
も
観
客
と
し
て
足
を

運
ん
だ
テ
ア
ト
ロ
・
ジ
ー
リ
オ
・
シ
ョ
ウ
ワ
の
舞
台
に

立
て
る
と
い
う
こ
と
に
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
す
！
意
地
悪
な
お
姉
さ
ん
や
継
父
が
い
て
、
ひ
ど

い
扱
い
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
で
す
が
、ど

こ
か
い
つ
も
希
望
を
も
っ
て
、歌
だ
っ
て
好
き
に
口
ず

さ
ん
で
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
意
志
の
あ
る
訴
え
が

で
き
る
、と
て
も
心
が
温
か
く
て
勇
気
の
あ
る
女
性
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
が
心
の
中

に
持
っ
て
い
た
つ
ぼ
み
が
、王
子
ラ
ミ
ー
ロ
に
出
会
う

こ
と
で
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
て
、一
気
に
世
界
が
色
づ
い
て

い
く
…
粗
末
な
服
装
で
も
心
は
誰
よ
り
も
色
鮮
や
か

な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
最
後
の
ア
リ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、私
は
彼
女
が
ぽ
ろ
っ
と
口
に

す
る
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
ア
リ
ド
ー
ロ
と
の

何
気
な
い
会
話
で
「
私
の
心
を
半
分
に
し
て
、
恵
ま
れ

も
あ
り
、身
体
や
歌
唱
法
の
変
化
に
伴
い
再
構
築
が
必

要
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
す（
笑
）。

　
前
回
強
く
感
じ
た
の
は
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
た
だ

不
幸
な
境
遇
に
流
さ
れ
て
い
る
弱
々
し
い
人
物
で
は

無
い
と
い
う
事
で
す
。
特
に
、
最
終
的
に
彼
女
が
と
っ

た
、
父
と
姉
た
ち
を
「
許
す
」
と
い
う
選
択
は
弱
い
人

に
は
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
復
讐
、
欲
望
達
成
、

愛
憎
、権
力
争
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
い
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
、
彼
女
の
志
の
高
い
在
り
方
に
は
、
今
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
の
音
楽
の
中
に
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
主
張
や
思
想
、

ま
た
コ
ミ
カ
ル
な
面
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
い
つ
も
藤
原
歌
劇
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
の
原
作
は
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
書
い

た
有
名
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
お
話
で
す
。
そ
れ
を
作

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

な
い
人
に
分
け
て
あ
げ
た
い
」や
、ア
リ
ア
の
前
の「
私

の
最
大
の
復
讐
は〝
許
す
〞と
い
う
こ
と
で
す
」な
ど
、

こ
の
優
し
く
て
と
て
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
言

葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
心
が
開
い

て
い
く
様
子
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
メ
ッ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
に
と
っ
て
重
要
な
役
ど
こ
ろ

が
与
え
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
品
で
す
が
、山
下
さ
ん

に
と
っ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ロ
ー
ル

を
務
め
た
の
は
「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」
の
ロ
ジ
ー
ナ

だ
け
な
の
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ

早
い
！
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
細
か
い
音
符
を
伴
っ
た

フ
レ
ー
ズ
は
輝
い
て
い
て
、ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
詰

ま
っ
て
い
て
…
本
当
に
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魅
力
は
細
か
い
音
符
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
ず
、大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
迫
力
や
言
葉
遊
び
の

面
白
さ
な
ど
、推
し
ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
お
い
て
も
、
あ
る
意
味
〝
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
〞的
な
会
話
の
テ
ン
ポ
感
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
！

全
員
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
は
も
と
も
と
の
お
話
が

童
話
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
親
し
み
や
す
い

物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
好
き
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、そ
し
て
オ
ペ
ラ
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
か
な
？
な
ん
て
思
う
方
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
!!

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
面
や
曲
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ⒸYoshinobu Fukaya

ⒸYoshinobu Fukaya

２
０
２
４
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

シ
ー
ベ
ル
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● 2023 グランドオペラフェスティバル in Japan／藤原歌劇団公演

G.プッチーニ 作曲「ラ・ボエーム」
2023. 12/8 ● フェニーチェ堺（堺市民芸術文化ホール）大ホール
2023. 12/16 ● レクザムホール（香川県県民ホール）大ホール

● 藤原歌劇団公演

C.グノー 作曲「ファウスト」  ニュープロダクション（新制作）
2024. 1/27・28 ● 東京文化会館 大ホール

2024.2/3 ● 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール（愛知）

● 日本オペラ協会公演 日本オペラシリーズNo.86
倉本聰 原作 ／渡辺俊幸 作曲／吉田雄生 オペラ脚本

「ニングル」  世界初演
2024. 2/10  ・11・12 ● めぐろパーシモンホール 大ホール

人気の岩田達宗演出「ラ・ボエーム」を
藤原を代表する出演者で華やかに上演

新春に相応しく、合唱・バレエを含む
イタリアとのコラボによる豪華プロダクション

「未来につなげ」「昔に返せ」―
大注目の新作オペラに、連日感動の渦！

1934年6月7日に旗揚げ公演として「ラ・ボエーム」を日本初演してから2024
年で創立90周年を迎えた藤原歌劇団が、大阪・堺、香川・高松の2箇所でこ
の記念碑オペラを上演しました。2007年に新制作した岩田プロダクションは、
画家佐伯祐三からインスピレーションを得て作られたパリの街並みが美しく、当
団でも何度も繰り返し上演してきた人気の演出です。ミミ役は砂川涼子、ロド
ルフォ役は藤田卓也、他この演目に相応しいキャストと、オペラのみならず全国
で活躍している柴田真郁の指揮で、各地元の児童合唱団も加わり、クリスマス
を目前にこのプッチーニの名作を各地の皆様にお届け致しました。

藤原歌劇団が2024年新春にお届けしたのは、当団ではおよそ30年振りとな
るフランスのグランドオペラ「ファウスト」を東京・愛知にて上演。指揮は、フラ
ンスで研鑽を積み現在オランダを拠点に世界で活躍する阿部加奈子が日本で
のオペラデビュー。演出はイタリアのライモンディが映像を駆使し、まるで百面
相のように表情を変えながら心情を表しました。ファウストの村上と澤﨑、メフィ
ストフェレスのカッチャマーニと伊藤、マルグリートの砂川と迫田、その他実力派
の歌手による藤原歌劇団の総力をあげた公演に、あたたかい拍手が贈られまし
た。

日本オペラ協会が今回新作したのは、日本を代表する脚本家・作家である倉
本聰の代表作の一つ、戯曲『ニングル』を倉本作品として初のオペラ化。日
本を代表する作曲家渡辺俊幸の温かい音楽と、倉本からの信任厚い吉田雄
生の脚本によりオペラ「ニングル」として生まれ変わりました。指揮と演出は、
数々の日本オペラを成功に導く田中祐子と岩田達宗が務め、当会を代表する
出演者陣により、自然を大切にすることの重要性を渾身の想いでオペラとして
上演しました。連日満員のお客様にご来場いただき、スタンディングオベーショ
ンのカーテンコールで世界初演が大成功のうちに終幕いたしました。

公演レビュー

●指揮　柴田真郁　●演出　岩田達宗
●出演 ミミ：砂川涼子　ロドルフォ：藤田卓也　マルチェッロ：押川浩士　ムゼッタ：米田七海　ショナール：森口賢二　コッリーネ：久保田真澄　ベノア：折江忠道　
 アルチンドロ：東原貞彦　パルピニョール：山内政幸　
 合唱：藤原歌劇団合唱部　児童合唱：堺シティオペラ Kid’s Chor.（大阪）／香川オリーブ少年少女合唱団（香川）　管弦楽：ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団　
●スタッフ　美術：増田寿子　衣裳：前田文子　照明：沢田祐二　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　阿部加奈子　●演出　ダヴィデ・ガラッティーニ・ライモンディ　
●出演 ファウスト：村上敏明／澤﨑一了　メフィストフェレス：アレッシオ・カッチャマーニ／伊藤貴之　マルグリート：砂川涼子／迫田美帆　ヴァランタン：岡 昭宏／井出壮志朗
 シーベル：向野由美子／但馬由香　ワグネル：大槻聡之介／高橋宏典　マルト：山川真奈／北薗彩佳
 合唱：藤原歌劇団合唱部　バレエ：NNIバレエアンサンブル　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）
●スタッフ　衣裳・美術：ドメニコ・フランキ　照明：西田俊郎　振付：伊藤範子　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　田中祐子　 ●演出　岩田達宗
●出演 勇太（ユタ）：須藤慎吾／村松恒矢　才三：海道弘昭／渡辺 康　かつら：佐藤美枝子／光岡暁恵　ミクリ：別府美沙子／相樂和子　スカンポ：中桐かなえ／井上華那
 光介：杉尾真吾／和下田大典　信次：黄木 透／勝又康介　民吉：久保田真澄／泉 良平　ニングルの長（カムイ）：江原啓之／山田大智　かや：丸尾有香／長島由佳
 信子：佐藤恵利（全日）　合唱：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団　
●スタッフ　美術：松生紘子　衣裳：下斗米大輔　照明：大島祐夫　振付：古賀 豊　舞台監督：伊藤 潤　他
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藤
原
歌
劇
団
総
監
督

折
江 

忠
道

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
総
監
督

郡

　愛
子

　
暖
冬
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
お
花
屋
さ
ん
の

店
先
に
は
早
く
も
春
の
花
が
並
び
始
め
ま
し
た
。

先
ず
冒
頭
で
、元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ

れ
た
地
域
の
皆
様
方
に
、あ
ら
た
め
ま
し
て
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
が
去
る
２
月
10
日

よ
り
12
日
ま
で
め
ぐ
ろ
パ
ー
シ
モ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
２
０
２
３
年
度
公
演
・
新

作
初
演
オ
ペ
ラ
「
ニ
ン
グ
ル
」
は
、
皆
様
方
の
お

陰
に
よ
り
満
員
の
盛
況
の
も
と
で
大
き
な
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
作
の
戯
曲

「
ニ
ン
グ
ル
」
は
、
倉
本
聰
さ
ん
が
進
化
と
深
化

を
目
指
し
て
改
稿
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
大
切
な

作
品
で
す
。
倉
本
さ
ん
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、

「〝
真
実
〞と
〝
勇
気
〞そ
の
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
に
、

今
日
の
利
害
に
捉
わ
れ
て
明
日
の
こ
と
未
来
の

こ
と
に
フ
タ
を
す
る
我
々
の
生
き
方
を
問
い
た

い
と
思
っ
た
。
恐
ら
く
ニ
ン
グ
ル
（
小
さ
い
人
）

は
そ
の
こ
と
を
云
わ
す
為
に
、僕
の
指
先
に
座
っ

た
の
だ
と
思
う
」と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
ど

も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
は
、普
遍
的
な
価
値
観
か
ら

成
る
こ
の
「
ニ
ン
グ
ル
」
が
古
典
作
品
と
な
り
ま

す
よ
う
に
再
演
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、「
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲 

連
続
演
奏

会 

第
73
回
」を
、日
本
に
お
け
る
近
代
音
楽
の
聖

地
と
も
い
う
べ
き
上
野
・
奏
楽
堂
で
、
７
月
12
日

に
開
催
致
し
ま
す
。
明
瞭
な
日
本
語
と
歌
心
に

秀
で
た
歌
い
手
た
ち
に
よ
る
、新
し
い
感
覚
の
歌

曲
と
最
新
の
オ
ペ
ラ
か
ら
の
ア
リ
ア
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
24
年
度
の
オ
ペ
ラ
公
演
は
、な
か
に
し
礼 

作
・

台
本
に
基
づ
く
三
木
稔
作
曲
の
「
静
と
義
経
」
を

25
年
３
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）、東
京
文
化
会

館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
18
年
度
に
「
日
本
オ
ペ

ラ
協
会
創
立
60
周
年
記
念
公
演
」
と
し
て
、
新
宿

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
上
演
し
、二
日
間
満

席
と
な
り
、感
動
の
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
本
オ
ペ
ラ
は
、
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
に
と
っ
て

特
筆
す
べ
き
演
目
と
な
り
、今
回
再
演
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
明
日
の
我
が
身
さ
え
見
え
な

い
無
常
の
世
を
背
景
に
、
義
経
へ
の
永
久
の
愛
、

ま
こ
と
の
愛
を
ど
こ
ま
で
も
貫
こ
う
と
す
る
、激

し
く
も
切
な
い
静
の
心
の
奥
に
引
き
込
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
弁
慶
を
は
じ
め
義
経
に
忠
義
を
尽

く
す
武
士
達
、
頼
朝
と
名
だ
た
る
武
将
達
、
政
子
、

大
姫
…
登
場
人
物
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
命
の
鼓
動
さ

え
も
聞
こ
え
る
よ
う
な
、〝
歴
史
絵
巻
〞を
思
わ

せ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
ニ
ュ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

に
お
け
る
演
出
と
キ
ャ
ス
ト
に
も
ご
注
目
く
だ

さ
い
ま
せ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
り
、数
々
の
戦
禍
、そ
し

て
今
年
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
…
…
。か
つ
て
想

像
す
ら
も
し
な
か
っ
た
災
禍
が
次
か
ら
次
へ
と

押
し
寄
せ
る
現
実
に
、我
々
に
と
っ
て
は
理
解
と

納
得
の
及
ば
ぬ
時
代
の
波
に
押
し
流
さ
れ
そ
う

に
な
り
な
が
ら
も
、必
死
に
堪
え
忍
ぶ
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
例
外
で
は
な
く
、本
年
度
よ
り
文
化

庁
か
ら
の
助
成
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
、そ
の
影

響
は
オ
ペ
ラ
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
業
界
を
始
め
、

あ
ら
ゆ
る
文
化
芸
術
関
係
財
団
、各
団
体
に
及
ん

で
い
ま
す
。い
よ
い
よ
芸
術
文
化
の
自
立
が
求
め

ら
れ
る
時
代
が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
は
、少
な
く
と
も
燃
料
積
載
状
況
で
の

航
海
が
可
能
だ
っ
た
運
航
も
、今
後
は
帆
船
自
力

航
海
に
切
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が

到
来
す
る
可
能
性
が
出
現
し
た
と
も
言
え
ま
す
。

自
力
運
航
と
は
、マ
ス
ト
や
帆
を
含
む
船
体
自
体

の
強
化
、乗
船
者
全
員
の
質
力
、体
力
の
強
化
、更

に
は
沈
着
冷
静
な
思
考
や
行
動
力
等
々
が
大
き

く
求
め
ら
れ
る
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　
実
際
に
は
、日
本
オ
ペ
ラ
振
興
会
に
お
け
る
経

営
、運
営
を
担
当
す
る
事
務
方
と
直
接
舞
台
を
作

り
上
げ
る
現
場
担
当
の
制
作
と
が
各
々
の
役
割

に
対
し
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
果
た
し
、一
致
団

結
し
て
同
じ
価
値
観
の
共
有
を
も
っ
て
事
に
当

た
る
必
要
性
が
益
々
深
ま
っ
て
い
る
様
に
思
え

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
目
下
、財
団
側
で
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
誘
致
、賛

助
会
員
、プ
レ
ミ
ア
ム
会
員
の
拡
充
、ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
立
ち
上
げ
等
々
を
実
施
中

で
す
が
、少
な
く
と
も
オ
ペ
ラ
の
本
番
で
は
一
人

で
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、客
席

を
１
０
０
％
の
集
客
率
で
埋
め
る
と
い
う
基
本

理
念
と
姿
勢
を
持
っ
て
、団
員
一
人
一
人
の
更
な

る
絶
大
且
つ
強
い
協
力
と
実
践
で
よ
り
良
い
公

演
制
作
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　
90
年
間
燃
や
し
続
け
て
来
た
藤
原
歌
劇
団
の

オ
ペ
ラ
舞
台
を
絶
や
す
事
の
な
い
よ
う
、引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
声
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

3
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4

―
創
立
90
周
年
イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に

繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
私
と
し
て
は
、
90
周
年
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ペ
ラ
の
持
つ「
愛
」と
い
う
も

の
を
と
こ
と
ん
前
面
に
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。
人
間
っ
て
捨
て
た
も
の

じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
絶
え
ず
世
に
問
い
か
け
た
い
で
す
。
今
、
世

界
経
済
は
不
安
定
で
、
戦
争
は
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
る
し
、
災
害
も
起

き
て
い
る
。
オ
ペ
ラ
と
し
て
、
そ
こ
に
対
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
で

す
。
表
面
的
に
ど
う
の
こ
う
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
中
身
を
見
つ
め

よ
う
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
派
手
さ
と
か
き
ら
び
や
か
さ
を
求
め

る
と
ど
ん
ど
ん
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
中
身
で
勝
負
す
る
と

い
う
姿
勢
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
き
た
い
。
時
代
を
、
そ
し
て
人
間
を

も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
見
つ
め
る
と
い
う
こ
と
を
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
テ
ー

マ
と
し
て
持
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
歌
い
手
も
、
た
だ
大

声
で
歌
う
の
で
は
な
く
て
、
き
ち
ん
と
そ
う
い
う
こ
と
を
見
つ
め
ら
れ

る
歌
い
手
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
10
年
、
20
年
先
の
オ
ペ
ラ
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
私
の
頭
に
あ
る
の
は
と
に
か
く
戦
争
で
す
。
人
間
を
深
く

見
つ
め
る
愛
と
、
人
間
賛
歌
み
た
い
な
も
の
を
大
事
に
し
て
、
そ
れ
を
全

面
的
に
出
し
た
い
。
そ
し
て
戦
争
っ
て
い
う
も
の
を
な
く
そ
う
よ
、
と
い

う
の
が
私
の
希
望
で
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
は
、
ま
ず
４
月
に
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
ラ
・
チ
ェ
ネ

レ
ン
ト
ラ
」、
11
月
に
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」、
そ

総
監
督

　折
江
忠
道
に
聞
く
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4/27
（土）

4/28
（日）

7

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

但
馬
由
香
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

山
下
裕
賀
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
前
回
２
０
１
８
年
の
公
演
で
も
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

役
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、今
回
再
び
同
役
を
演
じ
る
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
作
品
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
役
と
再
び
向
き
合
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
６
年
前
は
初
め
て
の
大
役
、
し
か
も
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
と
い
う
事
で
、と
に
か
く
色
ん
な
汗
を
か
き
な

が
ら
模
索
し
た
日
々
で
し
た
。
現
在
は
ど
う
か
と
言

え
ば
、た
と
え
過
去
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
は

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

●
今
回
が
藤
原
歌
劇
団
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
す
が
、山

下
さ
ん
が
演
じ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、

聴
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
は
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、何
度
も
観
客
と
し
て
足
を

運
ん
だ
テ
ア
ト
ロ
・
ジ
ー
リ
オ
・
シ
ョ
ウ
ワ
の
舞
台
に

立
て
る
と
い
う
こ
と
に
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
す
！
意
地
悪
な
お
姉
さ
ん
や
継
父
が
い
て
、
ひ
ど

い
扱
い
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
で
す
が
、ど

こ
か
い
つ
も
希
望
を
も
っ
て
、歌
だ
っ
て
好
き
に
口
ず

さ
ん
で
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
意
志
の
あ
る
訴
え
が

で
き
る
、と
て
も
心
が
温
か
く
て
勇
気
の
あ
る
女
性
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
が
心
の
中

に
持
っ
て
い
た
つ
ぼ
み
が
、王
子
ラ
ミ
ー
ロ
に
出
会
う

こ
と
で
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
て
、一
気
に
世
界
が
色
づ
い
て

い
く
…
粗
末
な
服
装
で
も
心
は
誰
よ
り
も
色
鮮
や
か

な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
最
後
の
ア
リ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、私
は
彼
女
が
ぽ
ろ
っ
と
口
に

す
る
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
ア
リ
ド
ー
ロ
と
の

何
気
な
い
会
話
で
「
私
の
心
を
半
分
に
し
て
、
恵
ま
れ

も
あ
り
、身
体
や
歌
唱
法
の
変
化
に
伴
い
再
構
築
が
必

要
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
す（
笑
）。

　
前
回
強
く
感
じ
た
の
は
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
た
だ

不
幸
な
境
遇
に
流
さ
れ
て
い
る
弱
々
し
い
人
物
で
は

無
い
と
い
う
事
で
す
。
特
に
、
最
終
的
に
彼
女
が
と
っ

た
、
父
と
姉
た
ち
を
「
許
す
」
と
い
う
選
択
は
弱
い
人

に
は
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
復
讐
、
欲
望
達
成
、

愛
憎
、権
力
争
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
い
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
、
彼
女
の
志
の
高
い
在
り
方
に
は
、
今
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
の
音
楽
の
中
に
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
主
張
や
思
想
、

ま
た
コ
ミ
カ
ル
な
面
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
い
つ
も
藤
原
歌
劇
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
の
原
作
は
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
書
い

た
有
名
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
お
話
で
す
。
そ
れ
を
作

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

な
い
人
に
分
け
て
あ
げ
た
い
」や
、ア
リ
ア
の
前
の「
私

の
最
大
の
復
讐
は〝
許
す
〞と
い
う
こ
と
で
す
」な
ど
、

こ
の
優
し
く
て
と
て
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
言

葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
心
が
開
い

て
い
く
様
子
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
メ
ッ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
に
と
っ
て
重
要
な
役
ど
こ
ろ

が
与
え
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
品
で
す
が
、山
下
さ
ん

に
と
っ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ロ
ー
ル

を
務
め
た
の
は
「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」
の
ロ
ジ
ー
ナ

だ
け
な
の
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ

早
い
！
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
細
か
い
音
符
を
伴
っ
た

フ
レ
ー
ズ
は
輝
い
て
い
て
、ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
詰

ま
っ
て
い
て
…
本
当
に
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魅
力
は
細
か
い
音
符
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
ず
、大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
迫
力
や
言
葉
遊
び
の

面
白
さ
な
ど
、推
し
ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
お
い
て
も
、
あ
る
意
味
〝
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
〞的
な
会
話
の
テ
ン
ポ
感
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
！

全
員
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
は
も
と
も
と
の
お
話
が

童
話
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
親
し
み
や
す
い

物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
好
き
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、そ
し
て
オ
ペ
ラ
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
か
な
？
な
ん
て
思
う
方
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
!!

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
面
や
曲
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ⒸYoshinobu Fukaya

ⒸYoshinobu Fukaya

２
０
２
４
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

シ
ー
ベ
ル
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● 2023 グランドオペラフェスティバル in Japan／藤原歌劇団公演

G.プッチーニ 作曲「ラ・ボエーム」
2023. 12/8 ● フェニーチェ堺（堺市民芸術文化ホール）大ホール
2023. 12/16 ● レクザムホール（香川県県民ホール）大ホール

● 藤原歌劇団公演

C.グノー 作曲「ファウスト」  ニュープロダクション（新制作）
2024. 1/27・28 ● 東京文化会館 大ホール

2024.2/3 ● 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール（愛知）

● 日本オペラ協会公演 日本オペラシリーズNo.86
倉本聰 原作 ／渡辺俊幸 作曲／吉田雄生 オペラ脚本

「ニングル」  世界初演
2024. 2/10  ・11・12 ● めぐろパーシモンホール 大ホール

人気の岩田達宗演出「ラ・ボエーム」を
藤原を代表する出演者で華やかに上演

新春に相応しく、合唱・バレエを含む
イタリアとのコラボによる豪華プロダクション

「未来につなげ」「昔に返せ」―
大注目の新作オペラに、連日感動の渦！

1934年6月7日に旗揚げ公演として「ラ・ボエーム」を日本初演してから2024
年で創立90周年を迎えた藤原歌劇団が、大阪・堺、香川・高松の2箇所でこ
の記念碑オペラを上演しました。2007年に新制作した岩田プロダクションは、
画家佐伯祐三からインスピレーションを得て作られたパリの街並みが美しく、当
団でも何度も繰り返し上演してきた人気の演出です。ミミ役は砂川涼子、ロド
ルフォ役は藤田卓也、他この演目に相応しいキャストと、オペラのみならず全国
で活躍している柴田真郁の指揮で、各地元の児童合唱団も加わり、クリスマス
を目前にこのプッチーニの名作を各地の皆様にお届け致しました。

藤原歌劇団が2024年新春にお届けしたのは、当団ではおよそ30年振りとな
るフランスのグランドオペラ「ファウスト」を東京・愛知にて上演。指揮は、フラ
ンスで研鑽を積み現在オランダを拠点に世界で活躍する阿部加奈子が日本で
のオペラデビュー。演出はイタリアのライモンディが映像を駆使し、まるで百面
相のように表情を変えながら心情を表しました。ファウストの村上と澤﨑、メフィ
ストフェレスのカッチャマーニと伊藤、マルグリートの砂川と迫田、その他実力派
の歌手による藤原歌劇団の総力をあげた公演に、あたたかい拍手が贈られまし
た。

日本オペラ協会が今回新作したのは、日本を代表する脚本家・作家である倉
本聰の代表作の一つ、戯曲『ニングル』を倉本作品として初のオペラ化。日
本を代表する作曲家渡辺俊幸の温かい音楽と、倉本からの信任厚い吉田雄
生の脚本によりオペラ「ニングル」として生まれ変わりました。指揮と演出は、
数々の日本オペラを成功に導く田中祐子と岩田達宗が務め、当会を代表する
出演者陣により、自然を大切にすることの重要性を渾身の想いでオペラとして
上演しました。連日満員のお客様にご来場いただき、スタンディングオベーショ
ンのカーテンコールで世界初演が大成功のうちに終幕いたしました。

公演レビュー

●指揮　柴田真郁　●演出　岩田達宗
●出演 ミミ：砂川涼子　ロドルフォ：藤田卓也　マルチェッロ：押川浩士　ムゼッタ：米田七海　ショナール：森口賢二　コッリーネ：久保田真澄　ベノア：折江忠道　
 アルチンドロ：東原貞彦　パルピニョール：山内政幸　
 合唱：藤原歌劇団合唱部　児童合唱：堺シティオペラ Kid’s Chor.（大阪）／香川オリーブ少年少女合唱団（香川）　管弦楽：ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団　
●スタッフ　美術：増田寿子　衣裳：前田文子　照明：沢田祐二　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　阿部加奈子　●演出　ダヴィデ・ガラッティーニ・ライモンディ　
●出演 ファウスト：村上敏明／澤﨑一了　メフィストフェレス：アレッシオ・カッチャマーニ／伊藤貴之　マルグリート：砂川涼子／迫田美帆　ヴァランタン：岡 昭宏／井出壮志朗
 シーベル：向野由美子／但馬由香　ワグネル：大槻聡之介／高橋宏典　マルト：山川真奈／北薗彩佳
 合唱：藤原歌劇団合唱部　バレエ：NNIバレエアンサンブル　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）
●スタッフ　衣裳・美術：ドメニコ・フランキ　照明：西田俊郎　振付：伊藤範子　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　田中祐子　 ●演出　岩田達宗
●出演 勇太（ユタ）：須藤慎吾／村松恒矢　才三：海道弘昭／渡辺 康　かつら：佐藤美枝子／光岡暁恵　ミクリ：別府美沙子／相樂和子　スカンポ：中桐かなえ／井上華那
 光介：杉尾真吾／和下田大典　信次：黄木 透／勝又康介　民吉：久保田真澄／泉 良平　ニングルの長（カムイ）：江原啓之／山田大智　かや：丸尾有香／長島由佳
 信子：佐藤恵利（全日）　合唱：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団　
●スタッフ　美術：松生紘子　衣裳：下斗米大輔　照明：大島祐夫　振付：古賀 豊　舞台監督：伊藤 潤　他

JOF28-0308.indd   8 2024/03/08   17:06



 2 JOF お知らせ

 3 藤原歌劇団 ・ 日本オペラ協会だより

 4 藤原歌劇団創立90周年特集
 6 「ラ・チェネレントラ」インタビュー
  鈴木恵里奈／フランチェスコ・ベッロット
  但馬由香／山下裕賀

 8 公演レビュー

 9 公演ラインアップ／新入団会員紹介

 10 外部出演マネージメント　オペラ＆コンサート情報

表紙photo：
2024年藤原歌劇団公演
「ファウスト」
作曲：C.グノー
指揮：阿部加奈子　
演出：ダヴィデ・ガラッティーニ・ライモンディ
写真：池上直哉
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2024年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集サテライト教室

～選科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
　　　　◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2024年5月～10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
　　　　◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはwebサイトをご覧いただくか、オペラ歌手育成部までお問い合わせください。

2

藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2024/25シーズ
ンは、全5箇所4演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！
限定特典も盛りだくさんです。
お得な〈JOFプレミアムシート〉をお見逃し無く！

❶ 最優先でお席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）※
　  バックステージ見学へのご招待※

❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加  ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

より魅力的なオペラ公演の実施や財団の安定的な運営のため、
ご寄付・賛助会員によるご支援をお願いいたします

◎寄 付 金  ご自由な金額から、随時お申込みいただけます。
◎賛助会員 年会費：法人３０万円から　個人１０万円から

＊どの会員も数とお申し込み期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。 
  詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

※ゲネプロ見学は、お選びいただいた演目のみご観覧いただけます。
   バックステージ見学は、会場により開催しない場合もございます。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2024/25シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会ではご寄付・賛助会員によるご支援をお願いしています

＜お問い合わせ・資料のご請求＞ 日本オペラ振興会総務部　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997　E-mail support@jof.or.jp

会 

員 

特 

典

日本オペラ振興会 検索

～オペラの未来を担う人材を募集します～
オペラ歌手育成部　研究生・選科生

育成部
募集

藤原歌劇団公演
「劇場のわがままな歌手たち」（2023年）
第22期修了／押川浩士（アガタ役）

日本オペラ協会公演
「源氏物語」（2023年）
第9期修了／佐藤美枝子（六条御息所役）

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人につき、当振興会への寄付金、賛助会費に対しては、
   法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

● 2024年4月2日（火）まで
〒 215－0004
神奈川県川崎市麻生区万福寺1－12－7　山田ビル2階
TEL （044）969－7197 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）953－8693

● 2024年4月4日（木）以降
〒 215－0035
神奈川県川崎市麻生区黒川76－1
TEL （044）819－5505 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）819－5205

2024年度より育成部事務所は黒川
稽古場へ移転致します。育成部の一
部授業・稽古を主催公演の稽古場で実
施。より本番に近い実践的な指導を受
けることができます。

育成部専用ページ：
https://www.jof.or.jp/
training/

募集要項はホームページより
ご覧ください。

藤原歌劇団公演「トスカ」（2023年）
第16期修了／小林厚子（トスカ役）
第27期修了／澤﨑一了
               　（カヴァラドッシ役）

〈お問い合わせ先〉 
公益財団法人
日本オペラ振興会 
オペラ歌手育成部

＊4/3（水）は移転のため
  休業致します。
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れ
か
ら
２
０
２
５
年
２
月
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
表
面
的
に
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
プ
の
違

う
作
品
で
す
。
け
れ
ど
、や
っ
ぱ
り
ど
れ
も
奥
底
に
流
れ
る
の
は「
愛
」だ

と
い
え
ま
す
。

―
24
／
25
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
に
か
け
る
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
年

イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に
繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
イ
タ
リ
ア
語
で
シ
ン
デ
レ
ラ
の
こ
と
で
す

が
、
彼
女
は
生
き
る
こ
と
に
過
剰
な
欲
を
持
た
な
い
、
素
直
に
生
き
よ
う

と
す
る
人
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
素
直
さ
は
、
あ
る
意
味
純
粋
で
無
欲

な
愛
情
と
も
い
え
る
。
そ
の
無
欲
の
愛
こ
そ
が
非
常
に
貴
重
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、私
は
こ
の
作
品
に
感
じ
ま
す
。

　「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」と
い
う
の
は
、戦
争
が
大
き
な
題
材
に
な
っ

て
い
る
作
品
で
す
。
政
治
上
で
の
敵
対
や
領
土
争
い
な
ど
で
、
隣
の
国
同

士
が
戦
争
状
態
と
い
う
の
は
あ
の
時
代
の
常
。
そ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
、

政
略
結
婚
を
さ
せ
ら
れ
た
あ
る
夫
婦
の
話
で
、ダ
ン
テ
の『
神
曲
』に
も
描

か
れ
た
、
歴
史
上
の
実
話
で
も
あ
り
ま
す
。
夫
婦
は
、
本
当
は
お
互
い
愛

し
合
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
も
敵
対
す
る
家
柄
同
士
で
、
疑
い
の
心

が
い
つ
も
あ
る
。
い
わ
ば
歪
ん
だ
愛
で
す
。
そ
し
て
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
素
直
に
仲
の
よ
い
夫
婦
と
し
て
幸
せ
な
一
生
を
暮
ら
せ
た
の
に
、

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
や
は
り
戦
争
は
愚
か
で
、
人
の
愛
を
崩
す

大
き
な
要
因
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
人
が
人
を
愛
す
る
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
選
ん
だ
演
目
で
す
。
今
の
時
代

に
も
、す
ご
く
適
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」。
こ
れ
は
普
通
、
喜
劇
と
し
て
上
演
さ
れ

る
作
品
で
す
が
、
実
は
人
間
の
悲
哀
を
描
い
て
い
ま
す
。
主
人
公
は
若
い

頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
様
で
奥
さ
ん
を
８
人
殺
し
た
と
い
う
ヘ
ン
リ
ー
八
世

に
仕
え
て
い
た
人
物
。
世
の
中
の
汚
い
面
を
た
く
さ
ん
見
な
が
ら
、
う
ま

く
生
き
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
に
な
る
と
誰
か
ら
も
相
手
に
さ

れ
な
い
と
い
う
哀
愁
。「
人
生
な
ん
て
こ
ん
な
も
ん
だ
よ
、だ
か
ら
み
ん
な

で
楽
し
く
や
ろ
う
よ
」
と
い
う
の
が
こ
の
オ
ペ
ラ
の
テ
ー
マ
で
す
。
私
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
人
類
愛
だ
と
感
じ
ま
す
。
能
力
の
あ
る
な
し
と
か
、
環

境
の
良
し
悪
し
で
人
を
見
る
こ
と
が
い
か
に
馬
鹿
げ
て
い
る
か
。
そ
れ
よ

り
、
心
の
中
の
純
粋
な
部
分
で
い
つ
も
人
を
判
断
し
よ
う
と
い
う
、
人
間

の
根
本
み
た
い
な
も
の
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
だ
と
感
じ
ま
す
。
面
白

お
か
し
く
や
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
中
身
に
は
苦
悩
が
あ
り
、
愛
が
あ
る

作
品
で
す
。
た
だ
こ
の
作
品
は
、
上
演
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
。
大
勢

の
出
演
者
が
必
要
だ
し
、
歌
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
演
技
力
が
な

い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
の
だ
け
ど
、
で

も
、
人
間
の
本
当
の
姿
み
た
い
な
も
の
を
こ
の
作
品
で
追
求
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

2018年　藤原歌劇団公演「ラ・チェネレントラ」

昭和音楽大学オペラ公演2010「ピーア・デ・トロメイ」
（演出:マルコ・ガンディーニ）より

2015年　藤原歌劇団創立80周年記念公演「ファルスタッフ」

藤原歌劇団創立90周年記念特集

日本オペラ振興会では、現在「日本のオ
ペラ芸術を未来へ！」と題し、藤原歌劇団
創立90周年という節目にクラウドファンディ
ングを実施しております。
創立記念日の前夜6/6に帝国ホテルにて
行われるイベントにご招待させていただく
プランや、歌手が起こしてくれる!?目覚ま
し時計など、魅力的なリターン品を用意
しております。ぜひ多くの皆さまのあたた
かいご支援、宜しくお願い申し上げます。

詳細はこちら➡

Photo : K.miura
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■ 藤原歌劇団創立90周年記念公演

鈴木恵里奈
［指揮］ 

フランチェスコ・
ベッロット
［演出］ 
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私
は
こ
れ
ま
で
藤
原
歌
劇
団
で
は
多
く
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
品
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、
色
彩
感
溢
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

た
だ
美
し
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
う
ね
り
や
深
み
、
イ
タ
リ
ア
語
と
一
体

と
な
っ
た
流
れ
で
い
か
に
ド
ラ
マ
を
語
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
醍
醐
味

の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
は
自
然
に
登
場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば「
蝶
々
夫
人
」で
は
、
自
己
憐
憫
に
陥
る
こ
と
な
く
、
信
じ

る
気
持
ち
を
固
く
持
っ
て
気
丈
に
振
る
舞
い
続
け
る
蝶
々
さ
ん
像
を
、
音
楽

面
か
ら
も
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
な
ん
て
可
哀
想
な
私
！
私
は
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
！
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
で
き
る
作
品
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
に

比
べ
る
と
非
常
に
軽
妙
洒
脱
な
音
楽
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
躍
動
感

を
与
え
ま
す
。
ま
た
作
品
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
声
の
可
能
性
を
感
じ

る
喜
び
や
、イ
タ
リ
ア
語
の
音
や
響
き
を
楽
し
め
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
は
、
公
演
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
共
演
者
同
士
を
信
じ
て

舞
台
上
で
自
由
に
生
き
、
歌
え
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
公
演
を
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
演
奏
を
お
届
け
し
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様

に
も
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魔
法
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯

努
め
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」の
舞
台
は
、
演
出
家
と
は
、
文
字
で
は

な
く
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
人
物
に
て
物
語
る
小
説
家
の
異
称
で
し
か
な
い
と
長

年
考
え
て
い
た
私
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
、

書
物
の
一
節
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
演
の
度
に
舞
台
か
ら

命
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
演
出
の
根
底
に
は
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
と
い
う〝
お
話
を
物

語
る
〞と
い
う
、
ま
さ
に
語
り
に
よ
る
詩
的
表
出
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
を

読
み
終
え
た
ば
か
り
の
少
女
が
、自
ら
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
く「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
を
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
拝
借
し
た
小
物
を
交
え
て
物
語
る

様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
た
ち
が
書
物
か
ら
抜
け
出
す
と
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。
本
の

中
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
作
家
に
握
ら
れ
て
い
た
運
命
に
抗
う
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
ら
の
歩
み
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
来
い
じ
め
の
被
害
者

だ
っ
た
主
人
公
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
て
然
り
。
そ
の
宿
命
に
立
ち
向
か
い
、

預
か
っ
た
高
価
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
さ
え
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
姿
は
、〝
心

優
し
い
孤
児
〞ど
こ
ろ
か
、ま
る
で
現
代
社
会
に
生
き
る
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
夢
想
家
の
心
が
最
も
痛
む
の
は
、
登
場
人
物
を
本
の
世
界
か
ら
自

由
に
し
て
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
ら
が
地
団
駄
踏
ん
で
躍
起
に

な
っ
て
生
き
る
姿
を
見
る
の
は
辛
い
の
で
す
。
幕
を
開
け
れ
ば
囚
わ
れ
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
を
救
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
も
束
縛

か
ら
救
わ
れ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

４月27日（土）・28日（日）14：00 ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

アンジェリーナ…但馬由香／山下裕賀
ドン・ラミーロ…小堀勇介／荏原孝弥
ドン・マニーフィコ…押川浩士／坂本伸司
ダンディーニ…岡 昭宏／和下田大典
クロリンダ…楠野麻衣／米田七海

指揮…鈴木恵里奈　演出…フランチェスコ・ベッロット
ティーズべ…米谷朋子／髙橋未来子
アリドーロ…久保田真澄／東原貞彦
合唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

G.ロッシーニ作曲 ＜オペラ全２幕＞
ラ ・チェネレントラ

Ⓒmariabellotto

◉
公
演
に
寄
せ
て

◉
演
出
ノ
ー
ト
よ
り

JOF28-0308.indd   6 2024/03/08   17:05

新入団・会員　紹介

李
り

恩
うん

敬
きょん

(S)

金
かね

子
こ

悠
ゆ

里
り

(S)

川
かわ

崎
さき

慎
しん

一
いち

郎
ろう

(T)

山
やま

畑
はた

晴
はる

子
こ

(S)

小
こ

岩
いわ

井
い

雅
まさ

人
と

(Br)*

伊
い

原
はら

由
ゆ

桜
ら

(S)

鈴
すず

木
き

貴
き

美
み

子
こ

(S) 神
かん

田
だ

梓
あずさ

(S) 槙
まき

田
た

千
ち

恵
え

子
こ

(S) 進
しん

美
み

沙
さ

子
こ

(Ms)

松
まつ　ばら

原悠
ゆう

馬
ま

(T)* 中
なか

川
がわ

悠
ゆう

子
こ

(S)

村
むら

井
い

裕
ひろ

子
こ

(S) 島
しま

﨑
ざき

昭
しょう

之
の

助
すけ

(Br)

竹
たけ

花
はな

摩
ま

耶
や

(S)*

濱
はま

田
だ

翔
しょう

(T)*

米
よね

田
だ

七
なな

海
み

(S)*

岡
おか

田
だ

美
み

優
ゆ

(S)*

前
まえ

田
た

理
り

恵
え

(S) 三
み

上
かみ

博
ひろ

美
み

(S)

今
いま

西
にし

仁
ひと

美
み

(S)*

丸
まる

尾
お

有
ゆ

香
か

(Ms)

竹
たけ

内
うち

葉
よう

子
こ

(S)

田
た

村
むら

智
とも

仁
じ

郎
ろう

(Br)

廣
ひろ

木
き

悠
はる

代
よ

(S)*

徐
じょ

大
だい

愚
ぐ

(Br)

福
ふく

田
だ

亜
あ

香
か

音
ね

(S)*

乾
いぬい

 ひろこ(S)

（＊＝準団員・準会員より）

▶
推
薦
に
よ
る

▶
推
薦
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
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公益財団法人日本オペラ振興会主催  公演ラインアップ （2024～25）

■藤原歌劇団創立90周年記念公演
「ラ・チェネレントラ」
G.ロッシーニ作曲
指揮：鈴木恵里奈
演出：フランチェスコ・べッロット
2024年4月27日（土）・28日（日）14：00  
テアトロ・ジーリオ・ショウワ 

■藤原歌劇団創立90周年記念公演・
　NISSAY OPERA 2024
「ピーア・デ・トロメイ」
ニュープロダクション
G.ドニゼッティ作曲
指揮：飯森範親
演出：マルコ・ガンディーニ
2024年
11月22日（金）・23日（土）・24日（日）
14：00
日生劇場

■藤原歌劇団創立90周年記念公演
「ファルスタッフ」ニュープロダクション
G.ヴェルディ作曲
指揮：時任康文
演出：岩田逹宗
2025年2月1日（土）・2日（日）14：00  
東京文化会館 大ホール
2025年2月8日（土）
愛知県芸術劇場 大ホール

■日本オペラ協会公演
「静と義経」ニュープロダクション
なかにし 礼 作・台本／三木 稔 作曲
指揮：田中祐子／演出：三浦安浩
2025年
3月8日（土）・9日（日） 14：００
東京文化会館 大ホール

■ 団会員企画シリーズ
スプリングコンサート2024
2024年3月24日（日）14：00
ユリホール（昭和音楽大学南校舎内５階）

デビューコンサート
2024 vol.1
2024年5月25日（土）14：00
イイノホール

■ 日本オペラ協会公演
日本オペラ・日本歌曲
連続演奏会　第73回
2024年7月12日（土）13：30
台東区立旧東京音楽学校奏楽堂

Opera Concert

9

ⒸAyane Shindo
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【2024年】
4/7（日）
東京・春・音楽祭舞台祝祭劇
「ニーベルングの指環」より
「ジークフリート」
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/7（日）
Dramatic Series 歌劇「夕鶴」
出演：砂川涼子、清水徹太郎
会場：横須賀芸術劇場

4/17（水）・20（土）
東京・春・音楽祭「アイーダ」（演奏会形式）
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/25（木）
市町村長特別セミナー「ミニコンサート」
出演：小林厚子、藤原藍子
会場：市町村アカデミー

5/5（日・祝）
日本橋オペラ2024　日本初演シリーズ４
モンレオーネ（日本初演）&
マスカーニ カヴァレリア・ルスティカーナ×２
出演：村上敏明
会場：日本橋劇場

5/6（月・祝）
スプリングコンサート
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：ユリホール（昭和音楽大学南校舎内5階）

5/11（土）
静岡音楽館AOI コンサートシリーズ
2024-25
ベートーヴェン交響曲全集Ⅴ「第九」
出演：清水徹太郎
会場：静岡市民文化センター 大ホール

5/16（木）・19（日）・22（水）・25（土）・29（水）
新国立劇場「椿姫」
出演：久保田真澄
会場：新国立劇場オペラパレス

5/25（土）
5月の讃歌～オペラアリアと歌曲の夕べ
出演：村上敏明
会場：大浦天主堂

5/26（日）
オペラコンサート～歌劇〈トスカ〉ハイライト
出演：村上敏明
会場：アルカスSASEBO中ホール

6/8（土）
パシフィックフィルハーモニー
第166回定期演奏会
ヴェルディ「レクイエム」
出演：伊藤貴之
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

6/21（金）
広島音楽鑑賞協会公演
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：広島県民文化センター

6/22（土）
アーリドラーテ歌劇団 第10回公演
「シチリアの晩鐘」
出演：村上敏明
会場：新国立劇場中劇場

7/6 （土）
枚方シティオペラ2024　ガラコンサート
出演：村上敏明
会場：枚方総合文化芸術センター

7/11（木）・13（土）・17（水）
新国立劇場 
高校生のためのオペラ鑑賞教室 2024
「トスカ」
出演：上江隼人
会場：新国立劇場オペラパレス

7/12（金）・13（土）・14（日）・15（月・祝）
   17（水）・18（木）・20（土）・21（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2024
「蝶々夫人」
出演：迫田美帆、笛田博昭、伊藤貴之
会場：兵庫県立芸術文化センター
        KOBELCO大ホール

8/2（金）
安藤ゆかりリサイタル
出演：村上敏明
会場：電気文化会館

8/4（日）
THE KOBAKENレクチャーコンサート
出演：小林厚子、上江隼人
会場：軽井沢大賀ホール

Schedule & Information
2024年　外部出演マネージメント  （2024年4月～9月）

 （2024年３月15日現在） 　※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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表紙photo：
2024年藤原歌劇団公演
「ファウスト」
作曲：C.グノー
指揮：阿部加奈子　
演出：ダヴィデ・ガラッティーニ・ライモンディ
写真：池上直哉
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2024年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集サテライト教室

～選科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
　　　　◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2024年5月～10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
　　　　◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはwebサイトをご覧いただくか、オペラ歌手育成部までお問い合わせください。

2

藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2024/25シーズ
ンは、全5箇所4演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！
限定特典も盛りだくさんです。
お得な〈JOFプレミアムシート〉をお見逃し無く！

❶ 最優先でお席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）※
　  バックステージ見学へのご招待※

❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加  ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

より魅力的なオペラ公演の実施や財団の安定的な運営のため、
ご寄付・賛助会員によるご支援をお願いいたします

◎寄 付 金  ご自由な金額から、随時お申込みいただけます。
◎賛助会員 年会費：法人３０万円から　個人１０万円から

＊どの会員も数とお申し込み期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。 
  詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

※ゲネプロ見学は、お選びいただいた演目のみご観覧いただけます。
   バックステージ見学は、会場により開催しない場合もございます。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2024/25シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会ではご寄付・賛助会員によるご支援をお願いしています

＜お問い合わせ・資料のご請求＞ 日本オペラ振興会総務部　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997　E-mail support@jof.or.jp

会 

員 

特 

典

日本オペラ振興会 検索

～オペラの未来を担う人材を募集します～
オペラ歌手育成部　研究生・選科生

育成部
募集

藤原歌劇団公演
「劇場のわがままな歌手たち」（2023年）
第22期修了／押川浩士（アガタ役）

日本オペラ協会公演
「源氏物語」（2023年）
第9期修了／佐藤美枝子（六条御息所役）

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人につき、当振興会への寄付金、賛助会費に対しては、
   法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

● 2024年4月2日（火）まで
〒 215－0004
神奈川県川崎市麻生区万福寺1－12－7　山田ビル2階
TEL （044）969－7197 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）953－8693

● 2024年4月4日（木）以降
〒 215－0035
神奈川県川崎市麻生区黒川76－1
TEL （044）819－5505 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）819－5205

2024年度より育成部事務所は黒川
稽古場へ移転致します。育成部の一
部授業・稽古を主催公演の稽古場で実
施。より本番に近い実践的な指導を受
けることができます。

育成部専用ページ：
https://www.jof.or.jp/
training/

募集要項はホームページより
ご覧ください。

藤原歌劇団公演「トスカ」（2023年）
第16期修了／小林厚子（トスカ役）
第27期修了／澤﨑一了
               　（カヴァラドッシ役）

〈お問い合わせ先〉 
公益財団法人
日本オペラ振興会 
オペラ歌手育成部

＊4/3（水）は移転のため
  休業致します。
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。
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を
担
当
す
る
事
務
方
と
直
接
舞
台
を
作

り
上
げ
る
現
場
担
当
の
制
作
と
が
各
々
の
役
割

に
対
し
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
果
た
し
、一
致
団

結
し
て
同
じ
価
値
観
の
共
有
を
も
っ
て
事
に
当

た
る
必
要
性
が
益
々
深
ま
っ
て
い
る
様
に
思
え

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
目
下
、財
団
側
で
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
誘
致
、賛

助
会
員
、プ
レ
ミ
ア
ム
会
員
の
拡
充
、ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
立
ち
上
げ
等
々
を
実
施
中

で
す
が
、少
な
く
と
も
オ
ペ
ラ
の
本
番
で
は
一
人

で
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、客
席

を
１
０
０
％
の
集
客
率
で
埋
め
る
と
い
う
基
本

理
念
と
姿
勢
を
持
っ
て
、団
員
一
人
一
人
の
更
な

る
絶
大
且
つ
強
い
協
力
と
実
践
で
よ
り
良
い
公

演
制
作
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　
90
年
間
燃
や
し
続
け
て
来
た
藤
原
歌
劇
団
の

オ
ペ
ラ
舞
台
を
絶
や
す
事
の
な
い
よ
う
、引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
声
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

3
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れ
か
ら
２
０
２
５
年
２
月
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
表
面
的
に
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
プ
の
違

う
作
品
で
す
。
け
れ
ど
、や
っ
ぱ
り
ど
れ
も
奥
底
に
流
れ
る
の
は「
愛
」だ

と
い
え
ま
す
。

―
24
／
25
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
に
か
け
る
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
年

イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に
繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
イ
タ
リ
ア
語
で
シ
ン
デ
レ
ラ
の
こ
と
で
す

が
、
彼
女
は
生
き
る
こ
と
に
過
剰
な
欲
を
持
た
な
い
、
素
直
に
生
き
よ
う

と
す
る
人
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
素
直
さ
は
、
あ
る
意
味
純
粋
で
無
欲

な
愛
情
と
も
い
え
る
。
そ
の
無
欲
の
愛
こ
そ
が
非
常
に
貴
重
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、私
は
こ
の
作
品
に
感
じ
ま
す
。

　「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」と
い
う
の
は
、戦
争
が
大
き
な
題
材
に
な
っ

て
い
る
作
品
で
す
。
政
治
上
で
の
敵
対
や
領
土
争
い
な
ど
で
、
隣
の
国
同

士
が
戦
争
状
態
と
い
う
の
は
あ
の
時
代
の
常
。
そ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
、

政
略
結
婚
を
さ
せ
ら
れ
た
あ
る
夫
婦
の
話
で
、ダ
ン
テ
の『
神
曲
』に
も
描

か
れ
た
、
歴
史
上
の
実
話
で
も
あ
り
ま
す
。
夫
婦
は
、
本
当
は
お
互
い
愛

し
合
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
も
敵
対
す
る
家
柄
同
士
で
、
疑
い
の
心

が
い
つ
も
あ
る
。
い
わ
ば
歪
ん
だ
愛
で
す
。
そ
し
て
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
素
直
に
仲
の
よ
い
夫
婦
と
し
て
幸
せ
な
一
生
を
暮
ら
せ
た
の
に
、

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
や
は
り
戦
争
は
愚
か
で
、
人
の
愛
を
崩
す

大
き
な
要
因
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
人
が
人
を
愛
す
る
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
選
ん
だ
演
目
で
す
。
今
の
時
代

に
も
、す
ご
く
適
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」。
こ
れ
は
普
通
、
喜
劇
と
し
て
上
演
さ
れ

る
作
品
で
す
が
、
実
は
人
間
の
悲
哀
を
描
い
て
い
ま
す
。
主
人
公
は
若
い

頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
様
で
奥
さ
ん
を
８
人
殺
し
た
と
い
う
ヘ
ン
リ
ー
八
世

に
仕
え
て
い
た
人
物
。
世
の
中
の
汚
い
面
を
た
く
さ
ん
見
な
が
ら
、
う
ま

く
生
き
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
に
な
る
と
誰
か
ら
も
相
手
に
さ

れ
な
い
と
い
う
哀
愁
。「
人
生
な
ん
て
こ
ん
な
も
ん
だ
よ
、だ
か
ら
み
ん
な

で
楽
し
く
や
ろ
う
よ
」
と
い
う
の
が
こ
の
オ
ペ
ラ
の
テ
ー
マ
で
す
。
私
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
人
類
愛
だ
と
感
じ
ま
す
。
能
力
の
あ
る
な
し
と
か
、
環

境
の
良
し
悪
し
で
人
を
見
る
こ
と
が
い
か
に
馬
鹿
げ
て
い
る
か
。
そ
れ
よ

り
、
心
の
中
の
純
粋
な
部
分
で
い
つ
も
人
を
判
断
し
よ
う
と
い
う
、
人
間

の
根
本
み
た
い
な
も
の
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
だ
と
感
じ
ま
す
。
面
白

お
か
し
く
や
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
中
身
に
は
苦
悩
が
あ
り
、
愛
が
あ
る

作
品
で
す
。
た
だ
こ
の
作
品
は
、
上
演
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
。
大
勢

の
出
演
者
が
必
要
だ
し
、
歌
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
演
技
力
が
な

い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
の
だ
け
ど
、
で

も
、
人
間
の
本
当
の
姿
み
た
い
な
も
の
を
こ
の
作
品
で
追
求
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

2018年　藤原歌劇団公演「ラ・チェネレントラ」

昭和音楽大学オペラ公演2010「ピーア・デ・トロメイ」
（演出:マルコ・ガンディーニ）より

2015年　藤原歌劇団創立80周年記念公演「ファルスタッフ」

藤原歌劇団創立90周年記念特集

日本オペラ振興会では、現在「日本のオ
ペラ芸術を未来へ！」と題し、藤原歌劇団
創立90周年という節目にクラウドファンディ
ングを実施しております。
創立記念日の前夜6/6に帝国ホテルにて
行われるイベントにご招待させていただく
プランや、歌手が起こしてくれる!?目覚ま
し時計など、魅力的なリターン品を用意
しております。ぜひ多くの皆さまのあたた
かいご支援、宜しくお願い申し上げます。

詳細はこちら➡
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■ 藤原歌劇団創立90周年記念公演
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私
は
こ
れ
ま
で
藤
原
歌
劇
団
で
は
多
く
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
品
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、
色
彩
感
溢
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

た
だ
美
し
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
う
ね
り
や
深
み
、
イ
タ
リ
ア
語
と
一
体

と
な
っ
た
流
れ
で
い
か
に
ド
ラ
マ
を
語
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
醍
醐
味

の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
は
自
然
に
登
場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば「
蝶
々
夫
人
」で
は
、
自
己
憐
憫
に
陥
る
こ
と
な
く
、
信
じ

る
気
持
ち
を
固
く
持
っ
て
気
丈
に
振
る
舞
い
続
け
る
蝶
々
さ
ん
像
を
、
音
楽

面
か
ら
も
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
な
ん
て
可
哀
想
な
私
！
私
は
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
！
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
で
き
る
作
品
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
に

比
べ
る
と
非
常
に
軽
妙
洒
脱
な
音
楽
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
躍
動
感

を
与
え
ま
す
。
ま
た
作
品
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
声
の
可
能
性
を
感
じ

る
喜
び
や
、イ
タ
リ
ア
語
の
音
や
響
き
を
楽
し
め
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
は
、
公
演
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
共
演
者
同
士
を
信
じ
て

舞
台
上
で
自
由
に
生
き
、
歌
え
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
公
演
を
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
演
奏
を
お
届
け
し
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様

に
も
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魔
法
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯

努
め
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」の
舞
台
は
、
演
出
家
と
は
、
文
字
で
は

な
く
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
人
物
に
て
物
語
る
小
説
家
の
異
称
で
し
か
な
い
と
長

年
考
え
て
い
た
私
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
、

書
物
の
一
節
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
演
の
度
に
舞
台
か
ら

命
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
演
出
の
根
底
に
は
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
と
い
う〝
お
話
を
物

語
る
〞と
い
う
、
ま
さ
に
語
り
に
よ
る
詩
的
表
出
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
を

読
み
終
え
た
ば
か
り
の
少
女
が
、自
ら
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
く「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
を
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
拝
借
し
た
小
物
を
交
え
て
物
語
る

様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
た
ち
が
書
物
か
ら
抜
け
出
す
と
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。
本
の

中
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
作
家
に
握
ら
れ
て
い
た
運
命
に
抗
う
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
ら
の
歩
み
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
来
い
じ
め
の
被
害
者

だ
っ
た
主
人
公
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
て
然
り
。
そ
の
宿
命
に
立
ち
向
か
い
、

預
か
っ
た
高
価
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
さ
え
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
姿
は
、〝
心

優
し
い
孤
児
〞ど
こ
ろ
か
、ま
る
で
現
代
社
会
に
生
き
る
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
夢
想
家
の
心
が
最
も
痛
む
の
は
、
登
場
人
物
を
本
の
世
界
か
ら
自

由
に
し
て
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
ら
が
地
団
駄
踏
ん
で
躍
起
に

な
っ
て
生
き
る
姿
を
見
る
の
は
辛
い
の
で
す
。
幕
を
開
け
れ
ば
囚
わ
れ
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
を
救
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
も
束
縛

か
ら
救
わ
れ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

４月27日（土）・28日（日）14：00 ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

アンジェリーナ…但馬由香／山下裕賀
ドン・ラミーロ…小堀勇介／荏原孝弥
ドン・マニーフィコ…押川浩士／坂本伸司
ダンディーニ…岡 昭宏／和下田大典
クロリンダ…楠野麻衣／米田七海

指揮…鈴木恵里奈　演出…フランチェスコ・ベッロット
ティーズべ…米谷朋子／髙橋未来子
アリドーロ…久保田真澄／東原貞彦
合唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

G.ロッシーニ作曲 ＜オペラ全２幕＞
ラ ・チェネレントラ

Ⓒmariabellotto
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演
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出
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よ
り
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●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

但
馬
由
香
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

山
下
裕
賀
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
前
回
２
０
１
８
年
の
公
演
で
も
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

役
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、今
回
再
び
同
役
を
演
じ
る
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
作
品
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
役
と
再
び
向
き
合
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
６
年
前
は
初
め
て
の
大
役
、
し
か
も
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
と
い
う
事
で
、と
に
か
く
色
ん
な
汗
を
か
き
な

が
ら
模
索
し
た
日
々
で
し
た
。
現
在
は
ど
う
か
と
言

え
ば
、た
と
え
過
去
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
は

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

●
今
回
が
藤
原
歌
劇
団
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
す
が
、山

下
さ
ん
が
演
じ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、

聴
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
は
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、何
度
も
観
客
と
し
て
足
を

運
ん
だ
テ
ア
ト
ロ
・
ジ
ー
リ
オ
・
シ
ョ
ウ
ワ
の
舞
台
に

立
て
る
と
い
う
こ
と
に
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
す
！
意
地
悪
な
お
姉
さ
ん
や
継
父
が
い
て
、
ひ
ど

い
扱
い
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
で
す
が
、ど

こ
か
い
つ
も
希
望
を
も
っ
て
、歌
だ
っ
て
好
き
に
口
ず

さ
ん
で
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
意
志
の
あ
る
訴
え
が

で
き
る
、と
て
も
心
が
温
か
く
て
勇
気
の
あ
る
女
性
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
が
心
の
中

に
持
っ
て
い
た
つ
ぼ
み
が
、王
子
ラ
ミ
ー
ロ
に
出
会
う

こ
と
で
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
て
、一
気
に
世
界
が
色
づ
い
て

い
く
…
粗
末
な
服
装
で
も
心
は
誰
よ
り
も
色
鮮
や
か

な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
最
後
の
ア
リ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、私
は
彼
女
が
ぽ
ろ
っ
と
口
に

す
る
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
ア
リ
ド
ー
ロ
と
の

何
気
な
い
会
話
で
「
私
の
心
を
半
分
に
し
て
、
恵
ま
れ

も
あ
り
、身
体
や
歌
唱
法
の
変
化
に
伴
い
再
構
築
が
必

要
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
す（
笑
）。

　
前
回
強
く
感
じ
た
の
は
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
た
だ

不
幸
な
境
遇
に
流
さ
れ
て
い
る
弱
々
し
い
人
物
で
は

無
い
と
い
う
事
で
す
。
特
に
、
最
終
的
に
彼
女
が
と
っ

た
、
父
と
姉
た
ち
を
「
許
す
」
と
い
う
選
択
は
弱
い
人

に
は
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
復
讐
、
欲
望
達
成
、

愛
憎
、権
力
争
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
い
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
、
彼
女
の
志
の
高
い
在
り
方
に
は
、
今
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
の
音
楽
の
中
に
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
主
張
や
思
想
、

ま
た
コ
ミ
カ
ル
な
面
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
い
つ
も
藤
原
歌
劇
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
の
原
作
は
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
書
い

た
有
名
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
お
話
で
す
。
そ
れ
を
作

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

な
い
人
に
分
け
て
あ
げ
た
い
」や
、ア
リ
ア
の
前
の「
私

の
最
大
の
復
讐
は〝
許
す
〞と
い
う
こ
と
で
す
」な
ど
、

こ
の
優
し
く
て
と
て
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
言

葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
心
が
開
い

て
い
く
様
子
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
メ
ッ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
に
と
っ
て
重
要
な
役
ど
こ
ろ

が
与
え
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
品
で
す
が
、山
下
さ
ん

に
と
っ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ロ
ー
ル

を
務
め
た
の
は
「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」
の
ロ
ジ
ー
ナ

だ
け
な
の
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ

早
い
！
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
細
か
い
音
符
を
伴
っ
た

フ
レ
ー
ズ
は
輝
い
て
い
て
、ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
詰

ま
っ
て
い
て
…
本
当
に
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魅
力
は
細
か
い
音
符
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
ず
、大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
迫
力
や
言
葉
遊
び
の

面
白
さ
な
ど
、推
し
ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
お
い
て
も
、
あ
る
意
味
〝
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
〞的
な
会
話
の
テ
ン
ポ
感
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
！

全
員
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
は
も
と
も
と
の
お
話
が

童
話
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
親
し
み
や
す
い

物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
好
き
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、そ
し
て
オ
ペ
ラ
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
か
な
？
な
ん
て
思
う
方
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
!!

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
面
や
曲
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ⒸYoshinobu Fukaya

ⒸYoshinobu Fukaya
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藤
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団
公
演
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

シ
ー
ベ
ル
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新入団・会員　紹介

李
り

恩
うん

敬
きょん

(S)

金
かね

子
こ

悠
ゆ

里
り

(S)

川
かわ

崎
さき

慎
しん

一
いち

郎
ろう

(T)

山
やま

畑
はた

晴
はる

子
こ

(S)

小
こ

岩
いわ

井
い

雅
まさ

人
と

(Br)*

伊
い

原
はら

由
ゆ

桜
ら

(S)

鈴
すず

木
き

貴
き

美
み

子
こ

(S) 神
かん

田
だ

梓
あずさ

(S) 槙
まき

田
た

千
ち

恵
え

子
こ

(S) 進
しん

美
み

沙
さ

子
こ

(Ms)

松
まつ　ばら

原悠
ゆう

馬
ま

(T)* 中
なか

川
がわ

悠
ゆう

子
こ

(S)

村
むら

井
い

裕
ひろ

子
こ

(S) 島
しま

﨑
ざき

昭
しょう

之
の

助
すけ

(Br)

竹
たけ

花
はな

摩
ま

耶
や

(S)*

濱
はま

田
だ

翔
しょう

(T)*

米
よね

田
だ

七
なな

海
み

(S)*

岡
おか

田
だ

美
み

優
ゆ

(S)*

前
まえ

田
た

理
り

恵
え

(S) 三
み

上
かみ

博
ひろ

美
み

(S)

今
いま

西
にし

仁
ひと

美
み

(S)*

丸
まる

尾
お

有
ゆ

香
か

(Ms)

竹
たけ

内
うち

葉
よう

子
こ

(S)

田
た

村
むら

智
とも

仁
じ

郎
ろう

(Br)

廣
ひろ

木
き

悠
はる

代
よ

(S)*

徐
じょ

大
だい

愚
ぐ

(Br)

福
ふく

田
だ

亜
あ

香
か

音
ね

(S)*

乾
いぬい

 ひろこ(S)

（＊＝準団員・準会員より）

▶
推
薦
に
よ
る

▶
推
薦
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

  

藤
原
歌
劇
団
正
団
員

  

藤
原
歌
劇
団
正
団
員

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
正
会
員  

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
正
会
員  

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
準
会
員  

▶
推
薦
に
よ
る

  

藤
原
歌
劇
団
準
団
員

  

藤
原
歌
劇
団
準
団
員

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
準
会
員  

公益財団法人日本オペラ振興会主催  公演ラインアップ （2024～25）

■藤原歌劇団創立90周年記念公演
「ラ・チェネレントラ」
G.ロッシーニ作曲
指揮：鈴木恵里奈
演出：フランチェスコ・べッロット
2024年4月27日（土）・28日（日）14：00  
テアトロ・ジーリオ・ショウワ 

■藤原歌劇団創立90周年記念公演・
　NISSAY OPERA 2024
「ピーア・デ・トロメイ」
ニュープロダクション
G.ドニゼッティ作曲
指揮：飯森範親
演出：マルコ・ガンディーニ
2024年
11月22日（金）・23日（土）・24日（日）
14：00
日生劇場

■藤原歌劇団創立90周年記念公演
「ファルスタッフ」ニュープロダクション
G.ヴェルディ作曲
指揮：時任康文
演出：岩田逹宗
2025年2月1日（土）・2日（日）14：00  
東京文化会館 大ホール
2025年2月8日（土）
愛知県芸術劇場 大ホール

■日本オペラ協会公演
「静と義経」ニュープロダクション
なかにし 礼 作・台本／三木 稔 作曲
指揮：田中祐子／演出：三浦安浩
2025年
3月8日（土）・9日（日） 14：００
東京文化会館 大ホール

■ 団会員企画シリーズ
スプリングコンサート2024
2024年3月24日（日）14：00
ユリホール（昭和音楽大学南校舎内５階）

デビューコンサート
2024 vol.1
2024年5月25日（土）14：00
イイノホール

■ 日本オペラ協会公演
日本オペラ・日本歌曲
連続演奏会　第73回
2024年7月12日（土）13：30
台東区立旧東京音楽学校奏楽堂

Opera Concert
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ⒸAyane Shindo
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9/26（木）
にいがた音楽鑑賞会
出演：楠野麻衣、丸尾由香
会場：りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館

9/29（日）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：名取市文化会館 大ホール

4/29（月・祝）
～オペラ＆ディナー～
第16回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「トスカ」
出演：佐藤亜希子、澤﨑一了、折江忠道
        小野寺 光、相沢 創、工藤翔陽、大塚雄太
        別府真也、岡田美優
        藤原歌劇団合唱部
会場：帝国ホテル 富士の間

6/26（水）
昭和女子大学
藤原歌劇団公演「カルメン」（ハイライト）
出演：北薗彩佳、澤﨑一了、岡 昭宏、大澤恒夫
        岩美陽大、別府美沙子、浅田眞理子
        丸尾由香、琉子健太郎、山内政幸
        藤原歌劇団合唱部
会場：昭和女子大学人見記念講堂

5/17（金）
駒II音楽祭コンサートシリーズ2024
Vol.1「上江隼人 バリトンリサイタル」
出演：上江隼人、光岡暁恵
会場：東京大学駒場リサーチキャンパス内

8/5（月）
立原ちえ子リサイタル
出演：立原ちえ子
会場：東京文化会館 小ホール

9/1（日）
佐田山千恵リサイタル
出演：佐田山千恵、村上敏明、高橋宏典
会場：軽井沢大賀ホール

8/24（土）・25（日）
群馬交響楽団 Meet the オーケストラ！
2024群響夏休みコンサート
～オーケストラでSING SING SING!
出演：清水徹太郎
会場：高崎芸術劇場 大劇場

8/31（土）・9/1（日）
アプリコオペラ2024
オペレッタ「こうもり」
出演：小林厚子、砂川涼子、澤﨑一了
会場：大田区民ホール・アプリコ大ホール

9/15（日）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：Bunkamuraオーチャードホール

9/15（日）
東京文化会館オペラBOX「トスカ」
出演：迫田美帆、鈴木俊介、久保田真澄
        清水理恵
会場：東京文化会館 小ホール

9/17（火）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：サントリーホール

9/19（木）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：東京オペラシティ コンサートホール

9/19（木）・20（金）
アウトリーチ
出演：村上敏明
会場：佐賀県東与賀

9/21（土）・23（月・振）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

10

受託オペラ

リサイタルマネジメント
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【2024年】
4/7（日）
東京・春・音楽祭舞台祝祭劇
「ニーベルングの指環」より
「ジークフリート」
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/7（日）
Dramatic Series 歌劇「夕鶴」
出演：砂川涼子、清水徹太郎
会場：横須賀芸術劇場

4/17（水）・20（土）
東京・春・音楽祭「アイーダ」（演奏会形式）
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/25（木）
市町村長特別セミナー「ミニコンサート」
出演：小林厚子、藤原藍子
会場：市町村アカデミー

5/5（日・祝）
日本橋オペラ2024　日本初演シリーズ４
モンレオーネ（日本初演）&
マスカーニ カヴァレリア・ルスティカーナ×２
出演：村上敏明
会場：日本橋劇場

5/6（月・祝）
スプリングコンサート
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：ユリホール（昭和音楽大学南校舎内5階）

5/11（土）
静岡音楽館AOI コンサートシリーズ
2024-25
ベートーヴェン交響曲全集Ⅴ「第九」
出演：清水徹太郎
会場：静岡市民文化センター 大ホール

5/16（木）・19（日）・22（水）・25（土）・29（水）
新国立劇場「椿姫」
出演：久保田真澄
会場：新国立劇場オペラパレス

5/25（土）
5月の讃歌～オペラアリアと歌曲の夕べ
出演：村上敏明
会場：大浦天主堂

5/26（日）
オペラコンサート～歌劇〈トスカ〉ハイライト
出演：村上敏明
会場：アルカスSASEBO中ホール

6/8（土）
パシフィックフィルハーモニー
第166回定期演奏会
ヴェルディ「レクイエム」
出演：伊藤貴之
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

6/21（金）
広島音楽鑑賞協会公演
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：広島県民文化センター

6/22（土）
アーリドラーテ歌劇団 第10回公演
「シチリアの晩鐘」
出演：村上敏明
会場：新国立劇場中劇場

7/6 （土）
枚方シティオペラ2024　ガラコンサート
出演：村上敏明
会場：枚方総合文化芸術センター

7/11（木）・13（土）・17（水）
新国立劇場 
高校生のためのオペラ鑑賞教室 2024
「トスカ」
出演：上江隼人
会場：新国立劇場オペラパレス

7/12（金）・13（土）・14（日）・15（月・祝）
   17（水）・18（木）・20（土）・21（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2024
「蝶々夫人」
出演：迫田美帆、笛田博昭、伊藤貴之
会場：兵庫県立芸術文化センター
        KOBELCO大ホール

8/2（金）
安藤ゆかりリサイタル
出演：村上敏明
会場：電気文化会館

8/4（日）
THE KOBAKENレクチャーコンサート
出演：小林厚子、上江隼人
会場：軽井沢大賀ホール

Schedule & Information
2024年　外部出演マネージメント  （2024年4月～9月）

 （2024年３月15日現在） 　※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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2024年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集サテライト教室

～選科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
　　　　◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2024年5月～10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
　　　　◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはwebサイトをご覧いただくか、オペラ歌手育成部までお問い合わせください。

2

藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2024/25シーズ
ンは、全5箇所4演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！
限定特典も盛りだくさんです。
お得な〈JOFプレミアムシート〉をお見逃し無く！

❶ 最優先でお席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）※
　  バックステージ見学へのご招待※

❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加  ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

より魅力的なオペラ公演の実施や財団の安定的な運営のため、
ご寄付・賛助会員によるご支援をお願いいたします

◎寄 付 金  ご自由な金額から、随時お申込みいただけます。
◎賛助会員 年会費：法人３０万円から　個人１０万円から

＊どの会員も数とお申し込み期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。 
  詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

※ゲネプロ見学は、お選びいただいた演目のみご観覧いただけます。
   バックステージ見学は、会場により開催しない場合もございます。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2024/25シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会ではご寄付・賛助会員によるご支援をお願いしています

＜お問い合わせ・資料のご請求＞ 日本オペラ振興会総務部　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997　E-mail support@jof.or.jp

会 

員 

特 

典

日本オペラ振興会 検索

～オペラの未来を担う人材を募集します～
オペラ歌手育成部　研究生・選科生

育成部
募集

藤原歌劇団公演
「劇場のわがままな歌手たち」（2023年）
第22期修了／押川浩士（アガタ役）

日本オペラ協会公演
「源氏物語」（2023年）
第9期修了／佐藤美枝子（六条御息所役）

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人につき、当振興会への寄付金、賛助会費に対しては、
   法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

● 2024年4月2日（火）まで
〒 215－0004
神奈川県川崎市麻生区万福寺1－12－7　山田ビル2階
TEL （044）969－7197 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）953－8693

● 2024年4月4日（木）以降
〒 215－0035
神奈川県川崎市麻生区黒川76－1
TEL （044）819－5505 （平日・午前10時～午後6時）  
FAX（044）819－5205

2024年度より育成部事務所は黒川
稽古場へ移転致します。育成部の一
部授業・稽古を主催公演の稽古場で実
施。より本番に近い実践的な指導を受
けることができます。

育成部専用ページ：
https://www.jof.or.jp/
training/

募集要項はホームページより
ご覧ください。

藤原歌劇団公演「トスカ」（2023年）
第16期修了／小林厚子（トスカ役）
第27期修了／澤﨑一了
               　（カヴァラドッシ役）

〈お問い合わせ先〉 
公益財団法人
日本オペラ振興会 
オペラ歌手育成部

＊4/3（水）は移転のため
  休業致します。
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藤
原
歌
劇
団
総
監
督

折
江 

忠
道

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
総
監
督

郡

　愛
子

　
暖
冬
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
お
花
屋
さ
ん
の

店
先
に
は
早
く
も
春
の
花
が
並
び
始
め
ま
し
た
。

先
ず
冒
頭
で
、元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ

れ
た
地
域
の
皆
様
方
に
、あ
ら
た
め
ま
し
て
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
が
去
る
２
月
10
日

よ
り
12
日
ま
で
め
ぐ
ろ
パ
ー
シ
モ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
２
０
２
３
年
度
公
演
・
新

作
初
演
オ
ペ
ラ
「
ニ
ン
グ
ル
」
は
、
皆
様
方
の
お

陰
に
よ
り
満
員
の
盛
況
の
も
と
で
大
き
な
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
作
の
戯
曲

「
ニ
ン
グ
ル
」
は
、
倉
本
聰
さ
ん
が
進
化
と
深
化

を
目
指
し
て
改
稿
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
大
切
な

作
品
で
す
。
倉
本
さ
ん
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、

「〝
真
実
〞と
〝
勇
気
〞そ
の
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
に
、

今
日
の
利
害
に
捉
わ
れ
て
明
日
の
こ
と
未
来
の

こ
と
に
フ
タ
を
す
る
我
々
の
生
き
方
を
問
い
た

い
と
思
っ
た
。
恐
ら
く
ニ
ン
グ
ル
（
小
さ
い
人
）

は
そ
の
こ
と
を
云
わ
す
為
に
、僕
の
指
先
に
座
っ

た
の
だ
と
思
う
」と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
ど

も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
は
、普
遍
的
な
価
値
観
か
ら

成
る
こ
の
「
ニ
ン
グ
ル
」
が
古
典
作
品
と
な
り
ま

す
よ
う
に
再
演
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、「
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲 

連
続
演
奏

会 

第
73
回
」を
、日
本
に
お
け
る
近
代
音
楽
の
聖

地
と
も
い
う
べ
き
上
野
・
奏
楽
堂
で
、
７
月
12
日

に
開
催
致
し
ま
す
。
明
瞭
な
日
本
語
と
歌
心
に

秀
で
た
歌
い
手
た
ち
に
よ
る
、新
し
い
感
覚
の
歌

曲
と
最
新
の
オ
ペ
ラ
か
ら
の
ア
リ
ア
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
24
年
度
の
オ
ペ
ラ
公
演
は
、な
か
に
し
礼 

作
・

台
本
に
基
づ
く
三
木
稔
作
曲
の
「
静
と
義
経
」
を

25
年
３
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）、東
京
文
化
会

館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
18
年
度
に
「
日
本
オ
ペ

ラ
協
会
創
立
60
周
年
記
念
公
演
」
と
し
て
、
新
宿

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
上
演
し
、二
日
間
満

席
と
な
り
、感
動
の
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
本
オ
ペ
ラ
は
、
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
に
と
っ
て

特
筆
す
べ
き
演
目
と
な
り
、今
回
再
演
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
明
日
の
我
が
身
さ
え
見
え
な

い
無
常
の
世
を
背
景
に
、
義
経
へ
の
永
久
の
愛
、

ま
こ
と
の
愛
を
ど
こ
ま
で
も
貫
こ
う
と
す
る
、激

し
く
も
切
な
い
静
の
心
の
奥
に
引
き
込
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
弁
慶
を
は
じ
め
義
経
に
忠
義
を
尽

く
す
武
士
達
、
頼
朝
と
名
だ
た
る
武
将
達
、
政
子
、

大
姫
…
登
場
人
物
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
命
の
鼓
動
さ

え
も
聞
こ
え
る
よ
う
な
、〝
歴
史
絵
巻
〞を
思
わ

せ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
ニ
ュ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

に
お
け
る
演
出
と
キ
ャ
ス
ト
に
も
ご
注
目
く
だ

さ
い
ま
せ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
り
、数
々
の
戦
禍
、そ
し

て
今
年
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
…
…
。か
つ
て
想

像
す
ら
も
し
な
か
っ
た
災
禍
が
次
か
ら
次
へ
と

押
し
寄
せ
る
現
実
に
、我
々
に
と
っ
て
は
理
解
と

納
得
の
及
ば
ぬ
時
代
の
波
に
押
し
流
さ
れ
そ
う

に
な
り
な
が
ら
も
、必
死
に
堪
え
忍
ぶ
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
例
外
で
は
な
く
、本
年
度
よ
り
文
化

庁
か
ら
の
助
成
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
、そ
の
影

響
は
オ
ペ
ラ
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
業
界
を
始
め
、

あ
ら
ゆ
る
文
化
芸
術
関
係
財
団
、各
団
体
に
及
ん

で
い
ま
す
。い
よ
い
よ
芸
術
文
化
の
自
立
が
求
め

ら
れ
る
時
代
が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
は
、少
な
く
と
も
燃
料
積
載
状
況
で
の

航
海
が
可
能
だ
っ
た
運
航
も
、今
後
は
帆
船
自
力

航
海
に
切
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が

到
来
す
る
可
能
性
が
出
現
し
た
と
も
言
え
ま
す
。

自
力
運
航
と
は
、マ
ス
ト
や
帆
を
含
む
船
体
自
体

の
強
化
、乗
船
者
全
員
の
質
力
、体
力
の
強
化
、更

に
は
沈
着
冷
静
な
思
考
や
行
動
力
等
々
が
大
き

く
求
め
ら
れ
る
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　
実
際
に
は
、日
本
オ
ペ
ラ
振
興
会
に
お
け
る
経

営
、運
営
を
担
当
す
る
事
務
方
と
直
接
舞
台
を
作

り
上
げ
る
現
場
担
当
の
制
作
と
が
各
々
の
役
割

に
対
し
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
果
た
し
、一
致
団

結
し
て
同
じ
価
値
観
の
共
有
を
も
っ
て
事
に
当

た
る
必
要
性
が
益
々
深
ま
っ
て
い
る
様
に
思
え

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
目
下
、財
団
側
で
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
誘
致
、賛

助
会
員
、プ
レ
ミ
ア
ム
会
員
の
拡
充
、ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
立
ち
上
げ
等
々
を
実
施
中

で
す
が
、少
な
く
と
も
オ
ペ
ラ
の
本
番
で
は
一
人

で
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、客
席

を
１
０
０
％
の
集
客
率
で
埋
め
る
と
い
う
基
本

理
念
と
姿
勢
を
持
っ
て
、団
員
一
人
一
人
の
更
な

る
絶
大
且
つ
強
い
協
力
と
実
践
で
よ
り
良
い
公

演
制
作
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　
90
年
間
燃
や
し
続
け
て
来
た
藤
原
歌
劇
団
の

オ
ペ
ラ
舞
台
を
絶
や
す
事
の
な
い
よ
う
、引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
声
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

3

日本オペラ協会
だより

藤原歌劇団
だより
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4

―
創
立
90
周
年
イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に

繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
私
と
し
て
は
、
90
周
年
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ペ
ラ
の
持
つ「
愛
」と
い
う
も

の
を
と
こ
と
ん
前
面
に
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。
人
間
っ
て
捨
て
た
も
の

じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
絶
え
ず
世
に
問
い
か
け
た
い
で
す
。
今
、
世

界
経
済
は
不
安
定
で
、
戦
争
は
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
る
し
、
災
害
も
起

き
て
い
る
。
オ
ペ
ラ
と
し
て
、
そ
こ
に
対
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
で

す
。
表
面
的
に
ど
う
の
こ
う
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
中
身
を
見
つ
め

よ
う
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
派
手
さ
と
か
き
ら
び
や
か
さ
を
求
め

る
と
ど
ん
ど
ん
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
中
身
で
勝
負
す
る
と

い
う
姿
勢
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
き
た
い
。
時
代
を
、
そ
し
て
人
間
を

も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
見
つ
め
る
と
い
う
こ
と
を
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
テ
ー

マ
と
し
て
持
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
歌
い
手
も
、
た
だ
大

声
で
歌
う
の
で
は
な
く
て
、
き
ち
ん
と
そ
う
い
う
こ
と
を
見
つ
め
ら
れ

る
歌
い
手
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
10
年
、
20
年
先
の
オ
ペ
ラ
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
私
の
頭
に
あ
る
の
は
と
に
か
く
戦
争
で
す
。
人
間
を
深
く

見
つ
め
る
愛
と
、
人
間
賛
歌
み
た
い
な
も
の
を
大
事
に
し
て
、
そ
れ
を
全

面
的
に
出
し
た
い
。
そ
し
て
戦
争
っ
て
い
う
も
の
を
な
く
そ
う
よ
、
と
い

う
の
が
私
の
希
望
で
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
は
、
ま
ず
４
月
に
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
ラ
・
チ
ェ
ネ

レ
ン
ト
ラ
」、
11
月
に
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」、
そ

総
監
督

　折
江
忠
道
に
聞
く
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■ 藤原歌劇団創立90周年記念公演

鈴木恵里奈
［指揮］ 

フランチェスコ・
ベッロット
［演出］ 

6

　
私
は
こ
れ
ま
で
藤
原
歌
劇
団
で
は
多
く
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
品
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、
色
彩
感
溢
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

た
だ
美
し
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
う
ね
り
や
深
み
、
イ
タ
リ
ア
語
と
一
体

と
な
っ
た
流
れ
で
い
か
に
ド
ラ
マ
を
語
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
醍
醐
味

の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
は
自
然
に
登
場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば「
蝶
々
夫
人
」で
は
、
自
己
憐
憫
に
陥
る
こ
と
な
く
、
信
じ

る
気
持
ち
を
固
く
持
っ
て
気
丈
に
振
る
舞
い
続
け
る
蝶
々
さ
ん
像
を
、
音
楽

面
か
ら
も
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
な
ん
て
可
哀
想
な
私
！
私
は
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
！
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
で
き
る
作
品
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
に

比
べ
る
と
非
常
に
軽
妙
洒
脱
な
音
楽
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
躍
動
感

を
与
え
ま
す
。
ま
た
作
品
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
声
の
可
能
性
を
感
じ

る
喜
び
や
、イ
タ
リ
ア
語
の
音
や
響
き
を
楽
し
め
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
は
、
公
演
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
共
演
者
同
士
を
信
じ
て

舞
台
上
で
自
由
に
生
き
、
歌
え
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
公
演
を
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
演
奏
を
お
届
け
し
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様

に
も
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魔
法
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯

努
め
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」の
舞
台
は
、
演
出
家
と
は
、
文
字
で
は

な
く
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
人
物
に
て
物
語
る
小
説
家
の
異
称
で
し
か
な
い
と
長

年
考
え
て
い
た
私
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
、

書
物
の
一
節
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
演
の
度
に
舞
台
か
ら

命
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
演
出
の
根
底
に
は
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
と
い
う〝
お
話
を
物

語
る
〞と
い
う
、
ま
さ
に
語
り
に
よ
る
詩
的
表
出
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
を

読
み
終
え
た
ば
か
り
の
少
女
が
、自
ら
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
く「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
を
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
拝
借
し
た
小
物
を
交
え
て
物
語
る

様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
た
ち
が
書
物
か
ら
抜
け
出
す
と
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。
本
の

中
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
作
家
に
握
ら
れ
て
い
た
運
命
に
抗
う
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
ら
の
歩
み
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
来
い
じ
め
の
被
害
者

だ
っ
た
主
人
公
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
て
然
り
。
そ
の
宿
命
に
立
ち
向
か
い
、

預
か
っ
た
高
価
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
さ
え
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
姿
は
、〝
心

優
し
い
孤
児
〞ど
こ
ろ
か
、ま
る
で
現
代
社
会
に
生
き
る
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
夢
想
家
の
心
が
最
も
痛
む
の
は
、
登
場
人
物
を
本
の
世
界
か
ら
自

由
に
し
て
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
ら
が
地
団
駄
踏
ん
で
躍
起
に

な
っ
て
生
き
る
姿
を
見
る
の
は
辛
い
の
で
す
。
幕
を
開
け
れ
ば
囚
わ
れ
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
を
救
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
も
束
縛

か
ら
救
わ
れ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

４月27日（土）・28日（日）14：00 ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

アンジェリーナ…但馬由香／山下裕賀
ドン・ラミーロ…小堀勇介／荏原孝弥
ドン・マニーフィコ…押川浩士／坂本伸司
ダンディーニ…岡 昭宏／和下田大典
クロリンダ…楠野麻衣／米田七海

指揮…鈴木恵里奈　演出…フランチェスコ・ベッロット
ティーズべ…米谷朋子／髙橋未来子
アリドーロ…久保田真澄／東原貞彦
合唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

G.ロッシーニ作曲 ＜オペラ全２幕＞
ラ ・チェネレントラ

Ⓒmariabellotto

◉
公
演
に
寄
せ
て

◉
演
出
ノ
ー
ト
よ
り
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●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

但
馬
由
香
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

山
下
裕
賀
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
前
回
２
０
１
８
年
の
公
演
で
も
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

役
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、今
回
再
び
同
役
を
演
じ
る
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
作
品
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
役
と
再
び
向
き
合
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
６
年
前
は
初
め
て
の
大
役
、
し
か
も
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
と
い
う
事
で
、と
に
か
く
色
ん
な
汗
を
か
き
な

が
ら
模
索
し
た
日
々
で
し
た
。
現
在
は
ど
う
か
と
言

え
ば
、た
と
え
過
去
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
は

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

●
今
回
が
藤
原
歌
劇
団
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
す
が
、山

下
さ
ん
が
演
じ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、

聴
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
は
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、何
度
も
観
客
と
し
て
足
を

運
ん
だ
テ
ア
ト
ロ
・
ジ
ー
リ
オ
・
シ
ョ
ウ
ワ
の
舞
台
に

立
て
る
と
い
う
こ
と
に
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
す
！
意
地
悪
な
お
姉
さ
ん
や
継
父
が
い
て
、
ひ
ど

い
扱
い
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
で
す
が
、ど

こ
か
い
つ
も
希
望
を
も
っ
て
、歌
だ
っ
て
好
き
に
口
ず

さ
ん
で
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
意
志
の
あ
る
訴
え
が

で
き
る
、と
て
も
心
が
温
か
く
て
勇
気
の
あ
る
女
性
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
が
心
の
中

に
持
っ
て
い
た
つ
ぼ
み
が
、王
子
ラ
ミ
ー
ロ
に
出
会
う

こ
と
で
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
て
、一
気
に
世
界
が
色
づ
い
て

い
く
…
粗
末
な
服
装
で
も
心
は
誰
よ
り
も
色
鮮
や
か

な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
最
後
の
ア
リ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、私
は
彼
女
が
ぽ
ろ
っ
と
口
に

す
る
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
ア
リ
ド
ー
ロ
と
の

何
気
な
い
会
話
で
「
私
の
心
を
半
分
に
し
て
、
恵
ま
れ

も
あ
り
、身
体
や
歌
唱
法
の
変
化
に
伴
い
再
構
築
が
必

要
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
す（
笑
）。

　
前
回
強
く
感
じ
た
の
は
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
た
だ

不
幸
な
境
遇
に
流
さ
れ
て
い
る
弱
々
し
い
人
物
で
は

無
い
と
い
う
事
で
す
。
特
に
、
最
終
的
に
彼
女
が
と
っ

た
、
父
と
姉
た
ち
を
「
許
す
」
と
い
う
選
択
は
弱
い
人

に
は
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
復
讐
、
欲
望
達
成
、

愛
憎
、権
力
争
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
い
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
、
彼
女
の
志
の
高
い
在
り
方
に
は
、
今
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
の
音
楽
の
中
に
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
主
張
や
思
想
、

ま
た
コ
ミ
カ
ル
な
面
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
い
つ
も
藤
原
歌
劇
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
の
原
作
は
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
書
い

た
有
名
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
お
話
で
す
。
そ
れ
を
作

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

な
い
人
に
分
け
て
あ
げ
た
い
」や
、ア
リ
ア
の
前
の「
私

の
最
大
の
復
讐
は〝
許
す
〞と
い
う
こ
と
で
す
」な
ど
、

こ
の
優
し
く
て
と
て
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
言

葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
心
が
開
い

て
い
く
様
子
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
メ
ッ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
に
と
っ
て
重
要
な
役
ど
こ
ろ

が
与
え
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
品
で
す
が
、山
下
さ
ん

に
と
っ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ロ
ー
ル

を
務
め
た
の
は
「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」
の
ロ
ジ
ー
ナ

だ
け
な
の
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ

早
い
！
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
細
か
い
音
符
を
伴
っ
た

フ
レ
ー
ズ
は
輝
い
て
い
て
、ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
詰

ま
っ
て
い
て
…
本
当
に
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魅
力
は
細
か
い
音
符
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
ず
、大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
迫
力
や
言
葉
遊
び
の

面
白
さ
な
ど
、推
し
ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
お
い
て
も
、
あ
る
意
味
〝
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
〞的
な
会
話
の
テ
ン
ポ
感
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
！

全
員
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
は
も
と
も
と
の
お
話
が

童
話
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
親
し
み
や
す
い

物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
好
き
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、そ
し
て
オ
ペ
ラ
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
か
な
？
な
ん
て
思
う
方
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
!!

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
面
や
曲
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ⒸYoshinobu Fukaya

ⒸYoshinobu Fukaya

２
０
２
４
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

シ
ー
ベ
ル
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● 2023 グランドオペラフェスティバル in Japan／藤原歌劇団公演

G.プッチーニ 作曲「ラ・ボエーム」
2023. 12/8 ● フェニーチェ堺（堺市民芸術文化ホール）大ホール
2023. 12/16 ● レクザムホール（香川県県民ホール）大ホール

● 藤原歌劇団公演

C.グノー 作曲「ファウスト」  ニュープロダクション（新制作）
2024. 1/27・28 ● 東京文化会館 大ホール

2024.2/3 ● 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール（愛知）

● 日本オペラ協会公演 日本オペラシリーズNo.86
倉本聰 原作 ／渡辺俊幸 作曲／吉田雄生 オペラ脚本

「ニングル」  世界初演
2024. 2/10  ・11・12 ● めぐろパーシモンホール 大ホール

人気の岩田達宗演出「ラ・ボエーム」を
藤原を代表する出演者で華やかに上演

新春に相応しく、合唱・バレエを含む
イタリアとのコラボによる豪華プロダクション

「未来につなげ」「昔に返せ」―
大注目の新作オペラに、連日感動の渦！

1934年6月7日に旗揚げ公演として「ラ・ボエーム」を日本初演してから2024
年で創立90周年を迎えた藤原歌劇団が、大阪・堺、香川・高松の2箇所でこ
の記念碑オペラを上演しました。2007年に新制作した岩田プロダクションは、
画家佐伯祐三からインスピレーションを得て作られたパリの街並みが美しく、当
団でも何度も繰り返し上演してきた人気の演出です。ミミ役は砂川涼子、ロド
ルフォ役は藤田卓也、他この演目に相応しいキャストと、オペラのみならず全国
で活躍している柴田真郁の指揮で、各地元の児童合唱団も加わり、クリスマス
を目前にこのプッチーニの名作を各地の皆様にお届け致しました。

藤原歌劇団が2024年新春にお届けしたのは、当団ではおよそ30年振りとな
るフランスのグランドオペラ「ファウスト」を東京・愛知にて上演。指揮は、フラ
ンスで研鑽を積み現在オランダを拠点に世界で活躍する阿部加奈子が日本で
のオペラデビュー。演出はイタリアのライモンディが映像を駆使し、まるで百面
相のように表情を変えながら心情を表しました。ファウストの村上と澤﨑、メフィ
ストフェレスのカッチャマーニと伊藤、マルグリートの砂川と迫田、その他実力派
の歌手による藤原歌劇団の総力をあげた公演に、あたたかい拍手が贈られまし
た。

日本オペラ協会が今回新作したのは、日本を代表する脚本家・作家である倉
本聰の代表作の一つ、戯曲『ニングル』を倉本作品として初のオペラ化。日
本を代表する作曲家渡辺俊幸の温かい音楽と、倉本からの信任厚い吉田雄
生の脚本によりオペラ「ニングル」として生まれ変わりました。指揮と演出は、
数々の日本オペラを成功に導く田中祐子と岩田達宗が務め、当会を代表する
出演者陣により、自然を大切にすることの重要性を渾身の想いでオペラとして
上演しました。連日満員のお客様にご来場いただき、スタンディングオベーショ
ンのカーテンコールで世界初演が大成功のうちに終幕いたしました。

公演レビュー

●指揮　柴田真郁　●演出　岩田達宗
●出演 ミミ：砂川涼子　ロドルフォ：藤田卓也　マルチェッロ：押川浩士　ムゼッタ：米田七海　ショナール：森口賢二　コッリーネ：久保田真澄　ベノア：折江忠道　
 アルチンドロ：東原貞彦　パルピニョール：山内政幸　
 合唱：藤原歌劇団合唱部　児童合唱：堺シティオペラ Kid’s Chor.（大阪）／香川オリーブ少年少女合唱団（香川）　管弦楽：ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団　
●スタッフ　美術：増田寿子　衣裳：前田文子　照明：沢田祐二　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　阿部加奈子　●演出　ダヴィデ・ガラッティーニ・ライモンディ　
●出演 ファウスト：村上敏明／澤﨑一了　メフィストフェレス：アレッシオ・カッチャマーニ／伊藤貴之　マルグリート：砂川涼子／迫田美帆　ヴァランタン：岡 昭宏／井出壮志朗
 シーベル：向野由美子／但馬由香　ワグネル：大槻聡之介／高橋宏典　マルト：山川真奈／北薗彩佳
 合唱：藤原歌劇団合唱部　バレエ：NNIバレエアンサンブル　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）
●スタッフ　衣裳・美術：ドメニコ・フランキ　照明：西田俊郎　振付：伊藤範子　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　田中祐子　 ●演出　岩田達宗
●出演 勇太（ユタ）：須藤慎吾／村松恒矢　才三：海道弘昭／渡辺 康　かつら：佐藤美枝子／光岡暁恵　ミクリ：別府美沙子／相樂和子　スカンポ：中桐かなえ／井上華那
 光介：杉尾真吾／和下田大典　信次：黄木 透／勝又康介　民吉：久保田真澄／泉 良平　ニングルの長（カムイ）：江原啓之／山田大智　かや：丸尾有香／長島由佳
 信子：佐藤恵利（全日）　合唱：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団　
●スタッフ　美術：松生紘子　衣裳：下斗米大輔　照明：大島祐夫　振付：古賀 豊　舞台監督：伊藤 潤　他
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9/26（木）
にいがた音楽鑑賞会
出演：楠野麻衣、丸尾由香
会場：りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館

9/29（日）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：名取市文化会館 大ホール

4/29（月・祝）
～オペラ＆ディナー～
第16回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「トスカ」
出演：佐藤亜希子、澤﨑一了、折江忠道
        小野寺 光、相沢 創、工藤翔陽、大塚雄太
        別府真也、岡田美優
        藤原歌劇団合唱部
会場：帝国ホテル 富士の間

6/26（水）
昭和女子大学
藤原歌劇団公演「カルメン」（ハイライト）
出演：北薗彩佳、澤﨑一了、岡 昭宏、大澤恒夫
        岩美陽大、別府美沙子、浅田眞理子
        丸尾由香、琉子健太郎、山内政幸
        藤原歌劇団合唱部
会場：昭和女子大学人見記念講堂

5/17（金）
駒II音楽祭コンサートシリーズ2024
Vol.1「上江隼人 バリトンリサイタル」
出演：上江隼人、光岡暁恵
会場：東京大学駒場リサーチキャンパス内

8/5（月）
立原ちえ子リサイタル
出演：立原ちえ子
会場：東京文化会館 小ホール

9/1（日）
佐田山千恵リサイタル
出演：佐田山千恵、村上敏明、高橋宏典
会場：軽井沢大賀ホール

8/24（土）・25（日）
群馬交響楽団 Meet the オーケストラ！
2024群響夏休みコンサート
～オーケストラでSING SING SING!
出演：清水徹太郎
会場：高崎芸術劇場 大劇場

8/31（土）・9/1（日）
アプリコオペラ2024
オペレッタ「こうもり」
出演：小林厚子、砂川涼子、澤﨑一了
会場：大田区民ホール・アプリコ大ホール

9/15（日）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：Bunkamuraオーチャードホール

9/15（日）
東京文化会館オペラBOX「トスカ」
出演：迫田美帆、鈴木俊介、久保田真澄
        清水理恵
会場：東京文化会館 小ホール

9/17（火）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：サントリーホール

9/19（木）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：東京オペラシティ コンサートホール

9/19（木）・20（金）
アウトリーチ
出演：村上敏明
会場：佐賀県東与賀

9/21（土）・23（月・振）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

10
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【2024年】
4/7（日）
東京・春・音楽祭舞台祝祭劇
「ニーベルングの指環」より
「ジークフリート」
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/7（日）
Dramatic Series 歌劇「夕鶴」
出演：砂川涼子、清水徹太郎
会場：横須賀芸術劇場

4/17（水）・20（土）
東京・春・音楽祭「アイーダ」（演奏会形式）
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/25（木）
市町村長特別セミナー「ミニコンサート」
出演：小林厚子、藤原藍子
会場：市町村アカデミー

5/5（日・祝）
日本橋オペラ2024　日本初演シリーズ４
モンレオーネ（日本初演）&
マスカーニ カヴァレリア・ルスティカーナ×２
出演：村上敏明
会場：日本橋劇場

5/6（月・祝）
スプリングコンサート
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：ユリホール（昭和音楽大学南校舎内5階）

5/11（土）
静岡音楽館AOI コンサートシリーズ
2024-25
ベートーヴェン交響曲全集Ⅴ「第九」
出演：清水徹太郎
会場：静岡市民文化センター 大ホール

5/16（木）・19（日）・22（水）・25（土）・29（水）
新国立劇場「椿姫」
出演：久保田真澄
会場：新国立劇場オペラパレス

5/25（土）
5月の讃歌～オペラアリアと歌曲の夕べ
出演：村上敏明
会場：大浦天主堂

5/26（日）
オペラコンサート～歌劇〈トスカ〉ハイライト
出演：村上敏明
会場：アルカスSASEBO中ホール

6/8（土）
パシフィックフィルハーモニー
第166回定期演奏会
ヴェルディ「レクイエム」
出演：伊藤貴之
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

6/21（金）
広島音楽鑑賞協会公演
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：広島県民文化センター

6/22（土）
アーリドラーテ歌劇団 第10回公演
「シチリアの晩鐘」
出演：村上敏明
会場：新国立劇場中劇場

7/6 （土）
枚方シティオペラ2024　ガラコンサート
出演：村上敏明
会場：枚方総合文化芸術センター

7/11（木）・13（土）・17（水）
新国立劇場 
高校生のためのオペラ鑑賞教室 2024
「トスカ」
出演：上江隼人
会場：新国立劇場オペラパレス

7/12（金）・13（土）・14（日）・15（月・祝）
   17（水）・18（木）・20（土）・21（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2024
「蝶々夫人」
出演：迫田美帆、笛田博昭、伊藤貴之
会場：兵庫県立芸術文化センター
        KOBELCO大ホール

8/2（金）
安藤ゆかりリサイタル
出演：村上敏明
会場：電気文化会館

8/4（日）
THE KOBAKENレクチャーコンサート
出演：小林厚子、上江隼人
会場：軽井沢大賀ホール

Schedule & Information
2024年　外部出演マネージメント  （2024年4月～9月）

 （2024年３月15日現在） 　※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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公益財団法人日本オペラ振興会
● 2024年３月11日より事務所が移転いたしました。
本　部： 〒 151－0061　東京都渋谷区初台2－5－8 西新宿豊国ビル102 【TEL】03－6721－0995　〈チケットセンター〉03－6721－0874（平日10：00～18：00）
稽古場・育成部： 〒 215－0035　神奈川県川崎市麻生区黒川76－1 【TEL】044－819－5505

表紙photo：
2024年日本オペラ協会公演
「ニングル」
倉本聰 原作／渡辺俊幸 作曲
吉田雄生 オペラ脚本
指揮：田中祐子　演出：岩田達宗
写真：池上直哉
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日本オペラ振興会 検索

日本オペラ振興会
公式ホームページで
随時情報更新中！

公演チケットはオンラインチケットが便利！

★藤原歌劇団・日本オペラ協会のオペラ公演はもちろん、
　主催コンサートや協力公演の情報も公開 ！

★お得なセット券  〈プレミアムシート〉も簡単にご入会できます ！

★JOF Blog 舞台裏レポートで、
　舞台のウラ側や稽古風景、育成部の授業風景などをご紹介 ！
★オペラ鑑賞の「いろは」や、知らなかったオペラのホントを大公開 ！

24時間、どこにいても
座席指定で公演チケットが購入可能です！
オンラインチケットはこちらから ➡

いますぐ！
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。
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冒
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、

「〝
真
実
〞と
〝
勇
気
〞そ
の
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
に
、

今
日
の
利
害
に
捉
わ
れ
て
明
日
の
こ
と
未
来
の

こ
と
に
フ
タ
を
す
る
我
々
の
生
き
方
を
問
い
た

い
と
思
っ
た
。
恐
ら
く
ニ
ン
グ
ル
（
小
さ
い
人
）

は
そ
の
こ
と
を
云
わ
す
為
に
、僕
の
指
先
に
座
っ

た
の
だ
と
思
う
」と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
ど

も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
は
、普
遍
的
な
価
値
観
か
ら

成
る
こ
の
「
ニ
ン
グ
ル
」
が
古
典
作
品
と
な
り
ま

す
よ
う
に
再
演
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、「
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲 

連
続
演
奏

会 

第
73
回
」を
、日
本
に
お
け
る
近
代
音
楽
の
聖

地
と
も
い
う
べ
き
上
野
・
奏
楽
堂
で
、
７
月
12
日

に
開
催
致
し
ま
す
。
明
瞭
な
日
本
語
と
歌
心
に

秀
で
た
歌
い
手
た
ち
に
よ
る
、新
し
い
感
覚
の
歌

曲
と
最
新
の
オ
ペ
ラ
か
ら
の
ア
リ
ア
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
24
年
度
の
オ
ペ
ラ
公
演
は
、な
か
に
し
礼 

作
・

台
本
に
基
づ
く
三
木
稔
作
曲
の
「
静
と
義
経
」
を

25
年
３
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）、東
京
文
化
会

館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
18
年
度
に
「
日
本
オ
ペ

ラ
協
会
創
立
60
周
年
記
念
公
演
」
と
し
て
、
新
宿

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
上
演
し
、二
日
間
満

席
と
な
り
、感
動
の
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
本
オ
ペ
ラ
は
、
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
に
と
っ
て

特
筆
す
べ
き
演
目
と
な
り
、今
回
再
演
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
明
日
の
我
が
身
さ
え
見
え
な

い
無
常
の
世
を
背
景
に
、
義
経
へ
の
永
久
の
愛
、

ま
こ
と
の
愛
を
ど
こ
ま
で
も
貫
こ
う
と
す
る
、激

し
く
も
切
な
い
静
の
心
の
奥
に
引
き
込
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
弁
慶
を
は
じ
め
義
経
に
忠
義
を
尽

く
す
武
士
達
、
頼
朝
と
名
だ
た
る
武
将
達
、
政
子
、

大
姫
…
登
場
人
物
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
命
の
鼓
動
さ

え
も
聞
こ
え
る
よ
う
な
、〝
歴
史
絵
巻
〞を
思
わ

せ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
ニ
ュ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

に
お
け
る
演
出
と
キ
ャ
ス
ト
に
も
ご
注
目
く
だ

さ
い
ま
せ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
り
、数
々
の
戦
禍
、そ
し

て
今
年
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
…
…
。か
つ
て
想

像
す
ら
も
し
な
か
っ
た
災
禍
が
次
か
ら
次
へ
と

押
し
寄
せ
る
現
実
に
、我
々
に
と
っ
て
は
理
解
と

納
得
の
及
ば
ぬ
時
代
の
波
に
押
し
流
さ
れ
そ
う

に
な
り
な
が
ら
も
、必
死
に
堪
え
忍
ぶ
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
例
外
で
は
な
く
、本
年
度
よ
り
文
化

庁
か
ら
の
助
成
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
、そ
の
影

響
は
オ
ペ
ラ
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
業
界
を
始
め
、

あ
ら
ゆ
る
文
化
芸
術
関
係
財
団
、各
団
体
に
及
ん

で
い
ま
す
。い
よ
い
よ
芸
術
文
化
の
自
立
が
求
め

ら
れ
る
時
代
が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
は
、少
な
く
と
も
燃
料
積
載
状
況
で
の

航
海
が
可
能
だ
っ
た
運
航
も
、今
後
は
帆
船
自
力

航
海
に
切
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が

到
来
す
る
可
能
性
が
出
現
し
た
と
も
言
え
ま
す
。

自
力
運
航
と
は
、マ
ス
ト
や
帆
を
含
む
船
体
自
体

の
強
化
、乗
船
者
全
員
の
質
力
、体
力
の
強
化
、更

に
は
沈
着
冷
静
な
思
考
や
行
動
力
等
々
が
大
き

く
求
め
ら
れ
る
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　
実
際
に
は
、日
本
オ
ペ
ラ
振
興
会
に
お
け
る
経

営
、運
営
を
担
当
す
る
事
務
方
と
直
接
舞
台
を
作

り
上
げ
る
現
場
担
当
の
制
作
と
が
各
々
の
役
割

に
対
し
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
果
た
し
、一
致
団

結
し
て
同
じ
価
値
観
の
共
有
を
も
っ
て
事
に
当

た
る
必
要
性
が
益
々
深
ま
っ
て
い
る
様
に
思
え

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
目
下
、財
団
側
で
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
誘
致
、賛

助
会
員
、プ
レ
ミ
ア
ム
会
員
の
拡
充
、ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
立
ち
上
げ
等
々
を
実
施
中

で
す
が
、少
な
く
と
も
オ
ペ
ラ
の
本
番
で
は
一
人

で
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、客
席

を
１
０
０
％
の
集
客
率
で
埋
め
る
と
い
う
基
本

理
念
と
姿
勢
を
持
っ
て
、団
員
一
人
一
人
の
更
な

る
絶
大
且
つ
強
い
協
力
と
実
践
で
よ
り
良
い
公

演
制
作
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　
90
年
間
燃
や
し
続
け
て
来
た
藤
原
歌
劇
団
の

オ
ペ
ラ
舞
台
を
絶
や
す
事
の
な
い
よ
う
、引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
声
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

3

日本オペラ協会
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―
創
立
90
周
年
イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に

繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
私
と
し
て
は
、
90
周
年
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ペ
ラ
の
持
つ「
愛
」と
い
う
も

の
を
と
こ
と
ん
前
面
に
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。
人
間
っ
て
捨
て
た
も
の

じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
絶
え
ず
世
に
問
い
か
け
た
い
で
す
。
今
、
世

界
経
済
は
不
安
定
で
、
戦
争
は
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
る
し
、
災
害
も
起

き
て
い
る
。
オ
ペ
ラ
と
し
て
、
そ
こ
に
対
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
で

す
。
表
面
的
に
ど
う
の
こ
う
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
中
身
を
見
つ
め

よ
う
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
派
手
さ
と
か
き
ら
び
や
か
さ
を
求
め

る
と
ど
ん
ど
ん
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
中
身
で
勝
負
す
る
と

い
う
姿
勢
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
き
た
い
。
時
代
を
、
そ
し
て
人
間
を

も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
見
つ
め
る
と
い
う
こ
と
を
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
テ
ー

マ
と
し
て
持
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
歌
い
手
も
、
た
だ
大

声
で
歌
う
の
で
は
な
く
て
、
き
ち
ん
と
そ
う
い
う
こ
と
を
見
つ
め
ら
れ

る
歌
い
手
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
10
年
、
20
年
先
の
オ
ペ
ラ
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
私
の
頭
に
あ
る
の
は
と
に
か
く
戦
争
で
す
。
人
間
を
深
く

見
つ
め
る
愛
と
、
人
間
賛
歌
み
た
い
な
も
の
を
大
事
に
し
て
、
そ
れ
を
全

面
的
に
出
し
た
い
。
そ
し
て
戦
争
っ
て
い
う
も
の
を
な
く
そ
う
よ
、
と
い

う
の
が
私
の
希
望
で
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
は
、
ま
ず
４
月
に
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
ラ
・
チ
ェ
ネ

レ
ン
ト
ラ
」、
11
月
に
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」、
そ

総
監
督

　折
江
忠
道
に
聞
く
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●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

但
馬
由
香
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

山
下
裕
賀
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
前
回
２
０
１
８
年
の
公
演
で
も
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

役
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、今
回
再
び
同
役
を
演
じ
る
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
作
品
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
役
と
再
び
向
き
合
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
６
年
前
は
初
め
て
の
大
役
、
し
か
も
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
と
い
う
事
で
、と
に
か
く
色
ん
な
汗
を
か
き
な

が
ら
模
索
し
た
日
々
で
し
た
。
現
在
は
ど
う
か
と
言

え
ば
、た
と
え
過
去
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
は

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

●
今
回
が
藤
原
歌
劇
団
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
す
が
、山

下
さ
ん
が
演
じ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、

聴
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
は
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、何
度
も
観
客
と
し
て
足
を

運
ん
だ
テ
ア
ト
ロ
・
ジ
ー
リ
オ
・
シ
ョ
ウ
ワ
の
舞
台
に

立
て
る
と
い
う
こ
と
に
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
す
！
意
地
悪
な
お
姉
さ
ん
や
継
父
が
い
て
、
ひ
ど

い
扱
い
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
で
す
が
、ど

こ
か
い
つ
も
希
望
を
も
っ
て
、歌
だ
っ
て
好
き
に
口
ず

さ
ん
で
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
意
志
の
あ
る
訴
え
が

で
き
る
、と
て
も
心
が
温
か
く
て
勇
気
の
あ
る
女
性
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
が
心
の
中

に
持
っ
て
い
た
つ
ぼ
み
が
、王
子
ラ
ミ
ー
ロ
に
出
会
う

こ
と
で
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
て
、一
気
に
世
界
が
色
づ
い
て

い
く
…
粗
末
な
服
装
で
も
心
は
誰
よ
り
も
色
鮮
や
か

な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
最
後
の
ア
リ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、私
は
彼
女
が
ぽ
ろ
っ
と
口
に

す
る
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
ア
リ
ド
ー
ロ
と
の

何
気
な
い
会
話
で
「
私
の
心
を
半
分
に
し
て
、
恵
ま
れ

も
あ
り
、身
体
や
歌
唱
法
の
変
化
に
伴
い
再
構
築
が
必

要
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
す（
笑
）。

　
前
回
強
く
感
じ
た
の
は
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
た
だ

不
幸
な
境
遇
に
流
さ
れ
て
い
る
弱
々
し
い
人
物
で
は

無
い
と
い
う
事
で
す
。
特
に
、
最
終
的
に
彼
女
が
と
っ

た
、
父
と
姉
た
ち
を
「
許
す
」
と
い
う
選
択
は
弱
い
人

に
は
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
復
讐
、
欲
望
達
成
、

愛
憎
、権
力
争
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
い
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
、
彼
女
の
志
の
高
い
在
り
方
に
は
、
今
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
の
音
楽
の
中
に
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
主
張
や
思
想
、

ま
た
コ
ミ
カ
ル
な
面
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
い
つ
も
藤
原
歌
劇
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
の
原
作
は
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
書
い

た
有
名
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
お
話
で
す
。
そ
れ
を
作

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

な
い
人
に
分
け
て
あ
げ
た
い
」や
、ア
リ
ア
の
前
の「
私

の
最
大
の
復
讐
は〝
許
す
〞と
い
う
こ
と
で
す
」な
ど
、

こ
の
優
し
く
て
と
て
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
言

葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
心
が
開
い

て
い
く
様
子
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
メ
ッ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
に
と
っ
て
重
要
な
役
ど
こ
ろ

が
与
え
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
品
で
す
が
、山
下
さ
ん

に
と
っ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ロ
ー
ル

を
務
め
た
の
は
「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」
の
ロ
ジ
ー
ナ

だ
け
な
の
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ

早
い
！
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
細
か
い
音
符
を
伴
っ
た

フ
レ
ー
ズ
は
輝
い
て
い
て
、ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
詰

ま
っ
て
い
て
…
本
当
に
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魅
力
は
細
か
い
音
符
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
ず
、大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
迫
力
や
言
葉
遊
び
の

面
白
さ
な
ど
、推
し
ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
お
い
て
も
、
あ
る
意
味
〝
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
〞的
な
会
話
の
テ
ン
ポ
感
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
！

全
員
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
は
も
と
も
と
の
お
話
が

童
話
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
親
し
み
や
す
い

物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
好
き
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、そ
し
て
オ
ペ
ラ
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
か
な
？
な
ん
て
思
う
方
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
!!

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
面
や
曲
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ⒸYoshinobu Fukaya

ⒸYoshinobu Fukaya

２
０
２
４
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

シ
ー
ベ
ル
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● 2023 グランドオペラフェスティバル in Japan／藤原歌劇団公演

G.プッチーニ 作曲「ラ・ボエーム」
2023. 12/8 ● フェニーチェ堺（堺市民芸術文化ホール）大ホール
2023. 12/16 ● レクザムホール（香川県県民ホール）大ホール

● 藤原歌劇団公演

C.グノー 作曲「ファウスト」  ニュープロダクション（新制作）
2024. 1/27・28 ● 東京文化会館 大ホール

2024.2/3 ● 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール（愛知）

● 日本オペラ協会公演 日本オペラシリーズNo.86
倉本聰 原作 ／渡辺俊幸 作曲／吉田雄生 オペラ脚本

「ニングル」  世界初演
2024. 2/10  ・11・12 ● めぐろパーシモンホール 大ホール

人気の岩田達宗演出「ラ・ボエーム」を
藤原を代表する出演者で華やかに上演

新春に相応しく、合唱・バレエを含む
イタリアとのコラボによる豪華プロダクション

「未来につなげ」「昔に返せ」―
大注目の新作オペラに、連日感動の渦！

1934年6月7日に旗揚げ公演として「ラ・ボエーム」を日本初演してから2024
年で創立90周年を迎えた藤原歌劇団が、大阪・堺、香川・高松の2箇所でこ
の記念碑オペラを上演しました。2007年に新制作した岩田プロダクションは、
画家佐伯祐三からインスピレーションを得て作られたパリの街並みが美しく、当
団でも何度も繰り返し上演してきた人気の演出です。ミミ役は砂川涼子、ロド
ルフォ役は藤田卓也、他この演目に相応しいキャストと、オペラのみならず全国
で活躍している柴田真郁の指揮で、各地元の児童合唱団も加わり、クリスマス
を目前にこのプッチーニの名作を各地の皆様にお届け致しました。

藤原歌劇団が2024年新春にお届けしたのは、当団ではおよそ30年振りとな
るフランスのグランドオペラ「ファウスト」を東京・愛知にて上演。指揮は、フラ
ンスで研鑽を積み現在オランダを拠点に世界で活躍する阿部加奈子が日本で
のオペラデビュー。演出はイタリアのライモンディが映像を駆使し、まるで百面
相のように表情を変えながら心情を表しました。ファウストの村上と澤﨑、メフィ
ストフェレスのカッチャマーニと伊藤、マルグリートの砂川と迫田、その他実力派
の歌手による藤原歌劇団の総力をあげた公演に、あたたかい拍手が贈られまし
た。

日本オペラ協会が今回新作したのは、日本を代表する脚本家・作家である倉
本聰の代表作の一つ、戯曲『ニングル』を倉本作品として初のオペラ化。日
本を代表する作曲家渡辺俊幸の温かい音楽と、倉本からの信任厚い吉田雄
生の脚本によりオペラ「ニングル」として生まれ変わりました。指揮と演出は、
数々の日本オペラを成功に導く田中祐子と岩田達宗が務め、当会を代表する
出演者陣により、自然を大切にすることの重要性を渾身の想いでオペラとして
上演しました。連日満員のお客様にご来場いただき、スタンディングオベーショ
ンのカーテンコールで世界初演が大成功のうちに終幕いたしました。

公演レビュー

●指揮　柴田真郁　●演出　岩田達宗
●出演 ミミ：砂川涼子　ロドルフォ：藤田卓也　マルチェッロ：押川浩士　ムゼッタ：米田七海　ショナール：森口賢二　コッリーネ：久保田真澄　ベノア：折江忠道　
 アルチンドロ：東原貞彦　パルピニョール：山内政幸　
 合唱：藤原歌劇団合唱部　児童合唱：堺シティオペラ Kid’s Chor.（大阪）／香川オリーブ少年少女合唱団（香川）　管弦楽：ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団　
●スタッフ　美術：増田寿子　衣裳：前田文子　照明：沢田祐二　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　阿部加奈子　●演出　ダヴィデ・ガラッティーニ・ライモンディ　
●出演 ファウスト：村上敏明／澤﨑一了　メフィストフェレス：アレッシオ・カッチャマーニ／伊藤貴之　マルグリート：砂川涼子／迫田美帆　ヴァランタン：岡 昭宏／井出壮志朗
 シーベル：向野由美子／但馬由香　ワグネル：大槻聡之介／高橋宏典　マルト：山川真奈／北薗彩佳
 合唱：藤原歌劇団合唱部　バレエ：NNIバレエアンサンブル　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）
●スタッフ　衣裳・美術：ドメニコ・フランキ　照明：西田俊郎　振付：伊藤範子　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　田中祐子　 ●演出　岩田達宗
●出演 勇太（ユタ）：須藤慎吾／村松恒矢　才三：海道弘昭／渡辺 康　かつら：佐藤美枝子／光岡暁恵　ミクリ：別府美沙子／相樂和子　スカンポ：中桐かなえ／井上華那
 光介：杉尾真吾／和下田大典　信次：黄木 透／勝又康介　民吉：久保田真澄／泉 良平　ニングルの長（カムイ）：江原啓之／山田大智　かや：丸尾有香／長島由佳
 信子：佐藤恵利（全日）　合唱：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団　
●スタッフ　美術：松生紘子　衣裳：下斗米大輔　照明：大島祐夫　振付：古賀 豊　舞台監督：伊藤 潤　他
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9/26（木）
にいがた音楽鑑賞会
出演：楠野麻衣、丸尾由香
会場：りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館

9/29（日）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：名取市文化会館 大ホール

4/29（月・祝）
～オペラ＆ディナー～
第16回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「トスカ」
出演：佐藤亜希子、澤﨑一了、折江忠道
        小野寺 光、相沢 創、工藤翔陽、大塚雄太
        別府真也、岡田美優
        藤原歌劇団合唱部
会場：帝国ホテル 富士の間

6/26（水）
昭和女子大学
藤原歌劇団公演「カルメン」（ハイライト）
出演：北薗彩佳、澤﨑一了、岡 昭宏、大澤恒夫
        岩美陽大、別府美沙子、浅田眞理子
        丸尾由香、琉子健太郎、山内政幸
        藤原歌劇団合唱部
会場：昭和女子大学人見記念講堂

5/17（金）
駒II音楽祭コンサートシリーズ2024
Vol.1「上江隼人 バリトンリサイタル」
出演：上江隼人、光岡暁恵
会場：東京大学駒場リサーチキャンパス内

8/5（月）
立原ちえ子リサイタル
出演：立原ちえ子
会場：東京文化会館 小ホール

9/1（日）
佐田山千恵リサイタル
出演：佐田山千恵、村上敏明、高橋宏典
会場：軽井沢大賀ホール

8/24（土）・25（日）
群馬交響楽団 Meet the オーケストラ！
2024群響夏休みコンサート
～オーケストラでSING SING SING!
出演：清水徹太郎
会場：高崎芸術劇場 大劇場

8/31（土）・9/1（日）
アプリコオペラ2024
オペレッタ「こうもり」
出演：小林厚子、砂川涼子、澤﨑一了
会場：大田区民ホール・アプリコ大ホール

9/15（日）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：Bunkamuraオーチャードホール

9/15（日）
東京文化会館オペラBOX「トスカ」
出演：迫田美帆、鈴木俊介、久保田真澄
        清水理恵
会場：東京文化会館 小ホール

9/17（火）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：サントリーホール

9/19（木）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：東京オペラシティ コンサートホール

9/19（木）・20（金）
アウトリーチ
出演：村上敏明
会場：佐賀県東与賀

9/21（土）・23（月・振）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

10

受託オペラ

リサイタルマネジメント
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公益財団法人日本オペラ振興会
● 2024年３月11日より事務所が移転いたしました。
本　部： 〒 151－0061　東京都渋谷区初台2－5－8 西新宿豊国ビル102 【TEL】03－6721－0995　〈チケットセンター〉03－6721－0874（平日10：00～18：00）
稽古場・育成部： 〒 215－0035　神奈川県川崎市麻生区黒川76－1 【TEL】044－819－5505

表紙photo：
2024年日本オペラ協会公演
「ニングル」
倉本聰 原作／渡辺俊幸 作曲
吉田雄生 オペラ脚本
指揮：田中祐子　演出：岩田達宗
写真：池上直哉
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日本オペラ振興会 検索

日本オペラ振興会
公式ホームページで
随時情報更新中！

公演チケットはオンラインチケットが便利！

★藤原歌劇団・日本オペラ協会のオペラ公演はもちろん、
　主催コンサートや協力公演の情報も公開 ！

★お得なセット券  〈プレミアムシート〉も簡単にご入会できます ！

★JOF Blog 舞台裏レポートで、
　舞台のウラ側や稽古風景、育成部の授業風景などをご紹介 ！
★オペラ鑑賞の「いろは」や、知らなかったオペラのホントを大公開 ！

24時間、どこにいても
座席指定で公演チケットが購入可能です！
オンラインチケットはこちらから ➡

いますぐ！
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れ
か
ら
２
０
２
５
年
２
月
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
表
面
的
に
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
プ
の
違

う
作
品
で
す
。
け
れ
ど
、や
っ
ぱ
り
ど
れ
も
奥
底
に
流
れ
る
の
は「
愛
」だ

と
い
え
ま
す
。

―
24
／
25
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
に
か
け
る
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
年

イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に
繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
イ
タ
リ
ア
語
で
シ
ン
デ
レ
ラ
の
こ
と
で
す

が
、
彼
女
は
生
き
る
こ
と
に
過
剰
な
欲
を
持
た
な
い
、
素
直
に
生
き
よ
う

と
す
る
人
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
素
直
さ
は
、
あ
る
意
味
純
粋
で
無
欲

な
愛
情
と
も
い
え
る
。
そ
の
無
欲
の
愛
こ
そ
が
非
常
に
貴
重
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、私
は
こ
の
作
品
に
感
じ
ま
す
。

　「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」と
い
う
の
は
、戦
争
が
大
き
な
題
材
に
な
っ

て
い
る
作
品
で
す
。
政
治
上
で
の
敵
対
や
領
土
争
い
な
ど
で
、
隣
の
国
同

士
が
戦
争
状
態
と
い
う
の
は
あ
の
時
代
の
常
。
そ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
、

政
略
結
婚
を
さ
せ
ら
れ
た
あ
る
夫
婦
の
話
で
、ダ
ン
テ
の『
神
曲
』に
も
描

か
れ
た
、
歴
史
上
の
実
話
で
も
あ
り
ま
す
。
夫
婦
は
、
本
当
は
お
互
い
愛

し
合
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
も
敵
対
す
る
家
柄
同
士
で
、
疑
い
の
心

が
い
つ
も
あ
る
。
い
わ
ば
歪
ん
だ
愛
で
す
。
そ
し
て
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
素
直
に
仲
の
よ
い
夫
婦
と
し
て
幸
せ
な
一
生
を
暮
ら
せ
た
の
に
、

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
や
は
り
戦
争
は
愚
か
で
、
人
の
愛
を
崩
す

大
き
な
要
因
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
人
が
人
を
愛
す
る
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
選
ん
だ
演
目
で
す
。
今
の
時
代

に
も
、す
ご
く
適
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」。
こ
れ
は
普
通
、
喜
劇
と
し
て
上
演
さ
れ

る
作
品
で
す
が
、
実
は
人
間
の
悲
哀
を
描
い
て
い
ま
す
。
主
人
公
は
若
い

頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
様
で
奥
さ
ん
を
８
人
殺
し
た
と
い
う
ヘ
ン
リ
ー
八
世

に
仕
え
て
い
た
人
物
。
世
の
中
の
汚
い
面
を
た
く
さ
ん
見
な
が
ら
、
う
ま

く
生
き
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
に
な
る
と
誰
か
ら
も
相
手
に
さ

れ
な
い
と
い
う
哀
愁
。「
人
生
な
ん
て
こ
ん
な
も
ん
だ
よ
、だ
か
ら
み
ん
な

で
楽
し
く
や
ろ
う
よ
」
と
い
う
の
が
こ
の
オ
ペ
ラ
の
テ
ー
マ
で
す
。
私
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
人
類
愛
だ
と
感
じ
ま
す
。
能
力
の
あ
る
な
し
と
か
、
環

境
の
良
し
悪
し
で
人
を
見
る
こ
と
が
い
か
に
馬
鹿
げ
て
い
る
か
。
そ
れ
よ

り
、
心
の
中
の
純
粋
な
部
分
で
い
つ
も
人
を
判
断
し
よ
う
と
い
う
、
人
間

の
根
本
み
た
い
な
も
の
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
だ
と
感
じ
ま
す
。
面
白

お
か
し
く
や
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
中
身
に
は
苦
悩
が
あ
り
、
愛
が
あ
る

作
品
で
す
。
た
だ
こ
の
作
品
は
、
上
演
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
。
大
勢

の
出
演
者
が
必
要
だ
し
、
歌
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
演
技
力
が
な

い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
の
だ
け
ど
、
で

も
、
人
間
の
本
当
の
姿
み
た
い
な
も
の
を
こ
の
作
品
で
追
求
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

2018年　藤原歌劇団公演「ラ・チェネレントラ」

昭和音楽大学オペラ公演2010「ピーア・デ・トロメイ」
（演出:マルコ・ガンディーニ）より

2015年　藤原歌劇団創立80周年記念公演「ファルスタッフ」

藤原歌劇団創立90周年記念特集

日本オペラ振興会では、現在「日本のオ
ペラ芸術を未来へ！」と題し、藤原歌劇団
創立90周年という節目にクラウドファンディ
ングを実施しております。
創立記念日の前夜6/6に帝国ホテルにて
行われるイベントにご招待させていただく
プランや、歌手が起こしてくれる!?目覚ま
し時計など、魅力的なリターン品を用意
しております。ぜひ多くの皆さまのあたた
かいご支援、宜しくお願い申し上げます。

詳細はこちら➡

Photo : K.miura
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■ 藤原歌劇団創立90周年記念公演

鈴木恵里奈
［指揮］ 

フランチェスコ・
ベッロット
［演出］ 

6

　
私
は
こ
れ
ま
で
藤
原
歌
劇
団
で
は
多
く
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
品
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、
色
彩
感
溢
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

た
だ
美
し
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
う
ね
り
や
深
み
、
イ
タ
リ
ア
語
と
一
体

と
な
っ
た
流
れ
で
い
か
に
ド
ラ
マ
を
語
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
醍
醐
味

の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
は
自
然
に
登
場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば「
蝶
々
夫
人
」で
は
、
自
己
憐
憫
に
陥
る
こ
と
な
く
、
信
じ

る
気
持
ち
を
固
く
持
っ
て
気
丈
に
振
る
舞
い
続
け
る
蝶
々
さ
ん
像
を
、
音
楽

面
か
ら
も
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
な
ん
て
可
哀
想
な
私
！
私
は
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
！
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
で
き
る
作
品
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
に

比
べ
る
と
非
常
に
軽
妙
洒
脱
な
音
楽
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
躍
動
感

を
与
え
ま
す
。
ま
た
作
品
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
声
の
可
能
性
を
感
じ

る
喜
び
や
、イ
タ
リ
ア
語
の
音
や
響
き
を
楽
し
め
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
は
、
公
演
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
共
演
者
同
士
を
信
じ
て

舞
台
上
で
自
由
に
生
き
、
歌
え
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
公
演
を
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
演
奏
を
お
届
け
し
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様

に
も
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魔
法
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯

努
め
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」の
舞
台
は
、
演
出
家
と
は
、
文
字
で
は

な
く
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
人
物
に
て
物
語
る
小
説
家
の
異
称
で
し
か
な
い
と
長

年
考
え
て
い
た
私
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
、

書
物
の
一
節
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
演
の
度
に
舞
台
か
ら

命
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
演
出
の
根
底
に
は
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
と
い
う〝
お
話
を
物

語
る
〞と
い
う
、
ま
さ
に
語
り
に
よ
る
詩
的
表
出
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
を

読
み
終
え
た
ば
か
り
の
少
女
が
、自
ら
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
く「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
を
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
拝
借
し
た
小
物
を
交
え
て
物
語
る

様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
た
ち
が
書
物
か
ら
抜
け
出
す
と
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。
本
の

中
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
作
家
に
握
ら
れ
て
い
た
運
命
に
抗
う
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
ら
の
歩
み
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
来
い
じ
め
の
被
害
者

だ
っ
た
主
人
公
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
て
然
り
。
そ
の
宿
命
に
立
ち
向
か
い
、

預
か
っ
た
高
価
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
さ
え
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
姿
は
、〝
心

優
し
い
孤
児
〞ど
こ
ろ
か
、ま
る
で
現
代
社
会
に
生
き
る
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
夢
想
家
の
心
が
最
も
痛
む
の
は
、
登
場
人
物
を
本
の
世
界
か
ら
自

由
に
し
て
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
ら
が
地
団
駄
踏
ん
で
躍
起
に

な
っ
て
生
き
る
姿
を
見
る
の
は
辛
い
の
で
す
。
幕
を
開
け
れ
ば
囚
わ
れ
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
を
救
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
も
束
縛

か
ら
救
わ
れ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

４月27日（土）・28日（日）14：00 ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

アンジェリーナ…但馬由香／山下裕賀
ドン・ラミーロ…小堀勇介／荏原孝弥
ドン・マニーフィコ…押川浩士／坂本伸司
ダンディーニ…岡 昭宏／和下田大典
クロリンダ…楠野麻衣／米田七海

指揮…鈴木恵里奈　演出…フランチェスコ・ベッロット
ティーズべ…米谷朋子／髙橋未来子
アリドーロ…久保田真澄／東原貞彦
合唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

G.ロッシーニ作曲 ＜オペラ全２幕＞
ラ ・チェネレントラ

Ⓒmariabellotto

◉
公
演
に
寄
せ
て

◉
演
出
ノ
ー
ト
よ
り
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新入団・会員　紹介

李
り

恩
うん

敬
きょん

(S)

金
かね

子
こ

悠
ゆ

里
り

(S)

川
かわ

崎
さき

慎
しん

一
いち

郎
ろう

(T)

山
やま

畑
はた

晴
はる

子
こ

(S)

小
こ

岩
いわ

井
い

雅
まさ

人
と

(Br)*

伊
い

原
はら

由
ゆ

桜
ら

(S)

鈴
すず

木
き

貴
き

美
み

子
こ

(S) 神
かん

田
だ

梓
あずさ

(S) 槙
まき

田
た

千
ち

恵
え

子
こ

(S) 進
しん

美
み

沙
さ

子
こ

(Ms)

松
まつ　ばら

原悠
ゆう

馬
ま

(T)* 中
なか

川
がわ

悠
ゆう

子
こ

(S)

村
むら

井
い

裕
ひろ

子
こ

(S) 島
しま

﨑
ざき

昭
しょう

之
の

助
すけ

(Br)

竹
たけ

花
はな

摩
ま

耶
や

(S)*

濱
はま

田
だ

翔
しょう

(T)*

米
よね

田
だ

七
なな

海
み

(S)*

岡
おか

田
だ

美
み

優
ゆ

(S)*

前
まえ

田
た

理
り

恵
え

(S) 三
み

上
かみ

博
ひろ

美
み

(S)

今
いま

西
にし

仁
ひと

美
み

(S)*

丸
まる

尾
お

有
ゆ

香
か

(Ms)

竹
たけ

内
うち

葉
よう

子
こ

(S)

田
た

村
むら

智
とも

仁
じ

郎
ろう

(Br)

廣
ひろ

木
き

悠
はる

代
よ

(S)*

徐
じょ

大
だい

愚
ぐ

(Br)

福
ふく

田
だ

亜
あ

香
か

音
ね

(S)*

乾
いぬい

 ひろこ(S)

（＊＝準団員・準会員より）
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オ
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本
オ
ペ
ラ
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会
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会
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日
本
オ
ペ
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本
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▶
推
薦
に
よ
る

  

藤
原
歌
劇
団
準
団
員

  

藤
原
歌
劇
団
準
団
員

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
準
会
員  

公益財団法人日本オペラ振興会主催  公演ラインアップ （2024～25）

■藤原歌劇団創立90周年記念公演
「ラ・チェネレントラ」
G.ロッシーニ作曲
指揮：鈴木恵里奈
演出：フランチェスコ・べッロット
2024年4月27日（土）・28日（日）14：00  
テアトロ・ジーリオ・ショウワ 

■藤原歌劇団創立90周年記念公演・
　NISSAY OPERA 2024
「ピーア・デ・トロメイ」
ニュープロダクション
G.ドニゼッティ作曲
指揮：飯森範親
演出：マルコ・ガンディーニ
2024年
11月22日（金）・23日（土）・24日（日）
14：00
日生劇場

■藤原歌劇団創立90周年記念公演
「ファルスタッフ」ニュープロダクション
G.ヴェルディ作曲
指揮：時任康文
演出：岩田逹宗
2025年2月1日（土）・2日（日）14：00  
東京文化会館 大ホール
2025年2月8日（土）
愛知県芸術劇場 大ホール

■日本オペラ協会公演
「静と義経」ニュープロダクション
なかにし 礼 作・台本／三木 稔 作曲
指揮：田中祐子／演出：三浦安浩
2025年
3月8日（土）・9日（日） 14：００
東京文化会館 大ホール

■ 団会員企画シリーズ
スプリングコンサート2024
2024年3月24日（日）14：00
ユリホール（昭和音楽大学南校舎内５階）

デビューコンサート
2024 vol.1
2024年5月25日（土）14：00
イイノホール

■ 日本オペラ協会公演
日本オペラ・日本歌曲
連続演奏会　第73回
2024年7月12日（土）13：30
台東区立旧東京音楽学校奏楽堂

Opera Concert

9

ⒸAyane Shindo
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【2024年】
4/7（日）
東京・春・音楽祭舞台祝祭劇
「ニーベルングの指環」より
「ジークフリート」
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/7（日）
Dramatic Series 歌劇「夕鶴」
出演：砂川涼子、清水徹太郎
会場：横須賀芸術劇場

4/17（水）・20（土）
東京・春・音楽祭「アイーダ」（演奏会形式）
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/25（木）
市町村長特別セミナー「ミニコンサート」
出演：小林厚子、藤原藍子
会場：市町村アカデミー

5/5（日・祝）
日本橋オペラ2024　日本初演シリーズ４
モンレオーネ（日本初演）&
マスカーニ カヴァレリア・ルスティカーナ×２
出演：村上敏明
会場：日本橋劇場

5/6（月・祝）
スプリングコンサート
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：ユリホール（昭和音楽大学南校舎内5階）

5/11（土）
静岡音楽館AOI コンサートシリーズ
2024-25
ベートーヴェン交響曲全集Ⅴ「第九」
出演：清水徹太郎
会場：静岡市民文化センター 大ホール

5/16（木）・19（日）・22（水）・25（土）・29（水）
新国立劇場「椿姫」
出演：久保田真澄
会場：新国立劇場オペラパレス

5/25（土）
5月の讃歌～オペラアリアと歌曲の夕べ
出演：村上敏明
会場：大浦天主堂

5/26（日）
オペラコンサート～歌劇〈トスカ〉ハイライト
出演：村上敏明
会場：アルカスSASEBO中ホール

6/8（土）
パシフィックフィルハーモニー
第166回定期演奏会
ヴェルディ「レクイエム」
出演：伊藤貴之
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

6/21（金）
広島音楽鑑賞協会公演
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：広島県民文化センター

6/22（土）
アーリドラーテ歌劇団 第10回公演
「シチリアの晩鐘」
出演：村上敏明
会場：新国立劇場中劇場

7/6 （土）
枚方シティオペラ2024　ガラコンサート
出演：村上敏明
会場：枚方総合文化芸術センター

7/11（木）・13（土）・17（水）
新国立劇場 
高校生のためのオペラ鑑賞教室 2024
「トスカ」
出演：上江隼人
会場：新国立劇場オペラパレス

7/12（金）・13（土）・14（日）・15（月・祝）
   17（水）・18（木）・20（土）・21（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2024
「蝶々夫人」
出演：迫田美帆、笛田博昭、伊藤貴之
会場：兵庫県立芸術文化センター
        KOBELCO大ホール

8/2（金）
安藤ゆかりリサイタル
出演：村上敏明
会場：電気文化会館

8/4（日）
THE KOBAKENレクチャーコンサート
出演：小林厚子、上江隼人
会場：軽井沢大賀ホール

Schedule & Information
2024年　外部出演マネージメント  （2024年4月～9月）

 （2024年３月15日現在） 　※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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5

れ
か
ら
２
０
２
５
年
２
月
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
表
面
的
に
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
プ
の
違

う
作
品
で
す
。
け
れ
ど
、や
っ
ぱ
り
ど
れ
も
奥
底
に
流
れ
る
の
は「
愛
」だ

と
い
え
ま
す
。

―
24
／
25
シ
ー
ズ
ン
の
演
目
に
か
け
る
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
年

イ
ヤ
ー
に
向
け
て
、
藤
原
歌
劇
団
が
オ
ペ
ラ
を
未
来
に
繋
ぐ
た
め
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
イ
タ
リ
ア
語
で
シ
ン
デ
レ
ラ
の
こ
と
で
す

が
、
彼
女
は
生
き
る
こ
と
に
過
剰
な
欲
を
持
た
な
い
、
素
直
に
生
き
よ
う

と
す
る
人
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
素
直
さ
は
、
あ
る
意
味
純
粋
で
無
欲

な
愛
情
と
も
い
え
る
。
そ
の
無
欲
の
愛
こ
そ
が
非
常
に
貴
重
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、私
は
こ
の
作
品
に
感
じ
ま
す
。

　「
ピ
ー
ア
・
デ
・
ト
ロ
メ
イ
」と
い
う
の
は
、戦
争
が
大
き
な
題
材
に
な
っ

て
い
る
作
品
で
す
。
政
治
上
で
の
敵
対
や
領
土
争
い
な
ど
で
、
隣
の
国
同

士
が
戦
争
状
態
と
い
う
の
は
あ
の
時
代
の
常
。
そ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
、

政
略
結
婚
を
さ
せ
ら
れ
た
あ
る
夫
婦
の
話
で
、ダ
ン
テ
の『
神
曲
』に
も
描

か
れ
た
、
歴
史
上
の
実
話
で
も
あ
り
ま
す
。
夫
婦
は
、
本
当
は
お
互
い
愛

し
合
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
も
敵
対
す
る
家
柄
同
士
で
、
疑
い
の
心

が
い
つ
も
あ
る
。
い
わ
ば
歪
ん
だ
愛
で
す
。
そ
し
て
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
素
直
に
仲
の
よ
い
夫
婦
と
し
て
幸
せ
な
一
生
を
暮
ら
せ
た
の
に
、

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
や
は
り
戦
争
は
愚
か
で
、
人
の
愛
を
崩
す

大
き
な
要
因
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
人
が
人
を
愛
す
る
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
選
ん
だ
演
目
で
す
。
今
の
時
代

に
も
、す
ご
く
適
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」。
こ
れ
は
普
通
、
喜
劇
と
し
て
上
演
さ
れ

る
作
品
で
す
が
、
実
は
人
間
の
悲
哀
を
描
い
て
い
ま
す
。
主
人
公
は
若
い

頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
様
で
奥
さ
ん
を
８
人
殺
し
た
と
い
う
ヘ
ン
リ
ー
八
世

に
仕
え
て
い
た
人
物
。
世
の
中
の
汚
い
面
を
た
く
さ
ん
見
な
が
ら
、
う
ま

く
生
き
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
に
な
る
と
誰
か
ら
も
相
手
に
さ

れ
な
い
と
い
う
哀
愁
。「
人
生
な
ん
て
こ
ん
な
も
ん
だ
よ
、だ
か
ら
み
ん
な

で
楽
し
く
や
ろ
う
よ
」
と
い
う
の
が
こ
の
オ
ペ
ラ
の
テ
ー
マ
で
す
。
私
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
人
類
愛
だ
と
感
じ
ま
す
。
能
力
の
あ
る
な
し
と
か
、
環

境
の
良
し
悪
し
で
人
を
見
る
こ
と
が
い
か
に
馬
鹿
げ
て
い
る
か
。
そ
れ
よ

り
、
心
の
中
の
純
粋
な
部
分
で
い
つ
も
人
を
判
断
し
よ
う
と
い
う
、
人
間

の
根
本
み
た
い
な
も
の
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
だ
と
感
じ
ま
す
。
面
白

お
か
し
く
や
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
中
身
に
は
苦
悩
が
あ
り
、
愛
が
あ
る

作
品
で
す
。
た
だ
こ
の
作
品
は
、
上
演
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
。
大
勢

の
出
演
者
が
必
要
だ
し
、
歌
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
演
技
力
が
な

い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
の
だ
け
ど
、
で

も
、
人
間
の
本
当
の
姿
み
た
い
な
も
の
を
こ
の
作
品
で
追
求
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

2018年　藤原歌劇団公演「ラ・チェネレントラ」

昭和音楽大学オペラ公演2010「ピーア・デ・トロメイ」
（演出:マルコ・ガンディーニ）より

2015年　藤原歌劇団創立80周年記念公演「ファルスタッフ」

藤原歌劇団創立90周年記念特集

日本オペラ振興会では、現在「日本のオ
ペラ芸術を未来へ！」と題し、藤原歌劇団
創立90周年という節目にクラウドファンディ
ングを実施しております。
創立記念日の前夜6/6に帝国ホテルにて
行われるイベントにご招待させていただく
プランや、歌手が起こしてくれる!?目覚ま
し時計など、魅力的なリターン品を用意
しております。ぜひ多くの皆さまのあたた
かいご支援、宜しくお願い申し上げます。

詳細はこちら➡

Photo : K.miura
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■ 藤原歌劇団創立90周年記念公演

鈴木恵里奈
［指揮］ 
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ベッロット
［演出］ 
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私
は
こ
れ
ま
で
藤
原
歌
劇
団
で
は
多
く
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
品
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、
色
彩
感
溢
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

た
だ
美
し
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
う
ね
り
や
深
み
、
イ
タ
リ
ア
語
と
一
体

と
な
っ
た
流
れ
で
い
か
に
ド
ラ
マ
を
語
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
醍
醐
味

の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
は
自
然
に
登
場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば「
蝶
々
夫
人
」で
は
、
自
己
憐
憫
に
陥
る
こ
と
な
く
、
信
じ

る
気
持
ち
を
固
く
持
っ
て
気
丈
に
振
る
舞
い
続
け
る
蝶
々
さ
ん
像
を
、
音
楽

面
か
ら
も
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
な
ん
て
可
哀
想
な
私
！
私
は
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
！
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
で
き
る
作
品
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
に

比
べ
る
と
非
常
に
軽
妙
洒
脱
な
音
楽
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
躍
動
感

を
与
え
ま
す
。
ま
た
作
品
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
声
の
可
能
性
を
感
じ

る
喜
び
や
、イ
タ
リ
ア
語
の
音
や
響
き
を
楽
し
め
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
は
、
公
演
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
共
演
者
同
士
を
信
じ
て

舞
台
上
で
自
由
に
生
き
、
歌
え
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
公
演
を
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
演
奏
を
お
届
け
し
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様

に
も
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魔
法
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯

努
め
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」の
舞
台
は
、
演
出
家
と
は
、
文
字
で
は

な
く
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
人
物
に
て
物
語
る
小
説
家
の
異
称
で
し
か
な
い
と
長

年
考
え
て
い
た
私
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
、

書
物
の
一
節
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
演
の
度
に
舞
台
か
ら

命
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
演
出
の
根
底
に
は
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
と
い
う〝
お
話
を
物

語
る
〞と
い
う
、
ま
さ
に
語
り
に
よ
る
詩
的
表
出
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
を

読
み
終
え
た
ば
か
り
の
少
女
が
、自
ら
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
く「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
を
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
拝
借
し
た
小
物
を
交
え
て
物
語
る

様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
た
ち
が
書
物
か
ら
抜
け
出
す
と
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。
本
の

中
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
作
家
に
握
ら
れ
て
い
た
運
命
に
抗
う
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
ら
の
歩
み
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
来
い
じ
め
の
被
害
者

だ
っ
た
主
人
公
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
て
然
り
。
そ
の
宿
命
に
立
ち
向
か
い
、

預
か
っ
た
高
価
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
さ
え
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
姿
は
、〝
心

優
し
い
孤
児
〞ど
こ
ろ
か
、ま
る
で
現
代
社
会
に
生
き
る
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
夢
想
家
の
心
が
最
も
痛
む
の
は
、
登
場
人
物
を
本
の
世
界
か
ら
自

由
に
し
て
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
ら
が
地
団
駄
踏
ん
で
躍
起
に

な
っ
て
生
き
る
姿
を
見
る
の
は
辛
い
の
で
す
。
幕
を
開
け
れ
ば
囚
わ
れ
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
を
救
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
も
束
縛

か
ら
救
わ
れ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

４月27日（土）・28日（日）14：00 ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

アンジェリーナ…但馬由香／山下裕賀
ドン・ラミーロ…小堀勇介／荏原孝弥
ドン・マニーフィコ…押川浩士／坂本伸司
ダンディーニ…岡 昭宏／和下田大典
クロリンダ…楠野麻衣／米田七海

指揮…鈴木恵里奈　演出…フランチェスコ・ベッロット
ティーズべ…米谷朋子／髙橋未来子
アリドーロ…久保田真澄／東原貞彦
合唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

G.ロッシーニ作曲 ＜オペラ全２幕＞
ラ ・チェネレントラ

Ⓒmariabellotto
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演
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演
出
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ー
ト
よ
り
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●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

但
馬
由
香
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

山
下
裕
賀
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
前
回
２
０
１
８
年
の
公
演
で
も
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

役
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、今
回
再
び
同
役
を
演
じ
る
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
作
品
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
役
と
再
び
向
き
合
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
６
年
前
は
初
め
て
の
大
役
、
し
か
も
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
と
い
う
事
で
、と
に
か
く
色
ん
な
汗
を
か
き
な

が
ら
模
索
し
た
日
々
で
し
た
。
現
在
は
ど
う
か
と
言

え
ば
、た
と
え
過
去
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
は

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

●
今
回
が
藤
原
歌
劇
団
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
す
が
、山

下
さ
ん
が
演
じ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、

聴
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
は
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、何
度
も
観
客
と
し
て
足
を

運
ん
だ
テ
ア
ト
ロ
・
ジ
ー
リ
オ
・
シ
ョ
ウ
ワ
の
舞
台
に

立
て
る
と
い
う
こ
と
に
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
す
！
意
地
悪
な
お
姉
さ
ん
や
継
父
が
い
て
、
ひ
ど

い
扱
い
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
で
す
が
、ど

こ
か
い
つ
も
希
望
を
も
っ
て
、歌
だ
っ
て
好
き
に
口
ず

さ
ん
で
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
意
志
の
あ
る
訴
え
が

で
き
る
、と
て
も
心
が
温
か
く
て
勇
気
の
あ
る
女
性
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
が
心
の
中

に
持
っ
て
い
た
つ
ぼ
み
が
、王
子
ラ
ミ
ー
ロ
に
出
会
う

こ
と
で
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
て
、一
気
に
世
界
が
色
づ
い
て

い
く
…
粗
末
な
服
装
で
も
心
は
誰
よ
り
も
色
鮮
や
か

な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
最
後
の
ア
リ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、私
は
彼
女
が
ぽ
ろ
っ
と
口
に

す
る
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
ア
リ
ド
ー
ロ
と
の

何
気
な
い
会
話
で
「
私
の
心
を
半
分
に
し
て
、
恵
ま
れ

も
あ
り
、身
体
や
歌
唱
法
の
変
化
に
伴
い
再
構
築
が
必

要
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
す（
笑
）。

　
前
回
強
く
感
じ
た
の
は
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
た
だ

不
幸
な
境
遇
に
流
さ
れ
て
い
る
弱
々
し
い
人
物
で
は

無
い
と
い
う
事
で
す
。
特
に
、
最
終
的
に
彼
女
が
と
っ

た
、
父
と
姉
た
ち
を
「
許
す
」
と
い
う
選
択
は
弱
い
人

に
は
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
復
讐
、
欲
望
達
成
、

愛
憎
、権
力
争
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
い
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
、
彼
女
の
志
の
高
い
在
り
方
に
は
、
今
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
の
音
楽
の
中
に
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
主
張
や
思
想
、

ま
た
コ
ミ
カ
ル
な
面
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
い
つ
も
藤
原
歌
劇
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
の
原
作
は
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
書
い

た
有
名
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
お
話
で
す
。
そ
れ
を
作

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

な
い
人
に
分
け
て
あ
げ
た
い
」や
、ア
リ
ア
の
前
の「
私

の
最
大
の
復
讐
は〝
許
す
〞と
い
う
こ
と
で
す
」な
ど
、

こ
の
優
し
く
て
と
て
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
言

葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
心
が
開
い

て
い
く
様
子
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
メ
ッ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
に
と
っ
て
重
要
な
役
ど
こ
ろ

が
与
え
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
品
で
す
が
、山
下
さ
ん

に
と
っ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ロ
ー
ル

を
務
め
た
の
は
「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」
の
ロ
ジ
ー
ナ

だ
け
な
の
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ

早
い
！
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
細
か
い
音
符
を
伴
っ
た

フ
レ
ー
ズ
は
輝
い
て
い
て
、ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
詰

ま
っ
て
い
て
…
本
当
に
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魅
力
は
細
か
い
音
符
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
ず
、大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
迫
力
や
言
葉
遊
び
の

面
白
さ
な
ど
、推
し
ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
お
い
て
も
、
あ
る
意
味
〝
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
〞的
な
会
話
の
テ
ン
ポ
感
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
！

全
員
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
は
も
と
も
と
の
お
話
が

童
話
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
親
し
み
や
す
い

物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
好
き
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、そ
し
て
オ
ペ
ラ
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
か
な
？
な
ん
て
思
う
方
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
!!

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
面
や
曲
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ⒸYoshinobu Fukaya

ⒸYoshinobu Fukaya

２
０
２
４
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

シ
ー
ベ
ル
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新入団・会員　紹介

李
り

恩
うん

敬
きょん

(S)

金
かね

子
こ

悠
ゆ

里
り

(S)

川
かわ

崎
さき

慎
しん

一
いち

郎
ろう

(T)

山
やま

畑
はた

晴
はる

子
こ

(S)

小
こ

岩
いわ

井
い

雅
まさ

人
と

(Br)*

伊
い

原
はら

由
ゆ

桜
ら

(S)

鈴
すず

木
き

貴
き

美
み

子
こ

(S) 神
かん

田
だ

梓
あずさ

(S) 槙
まき

田
た

千
ち

恵
え

子
こ

(S) 進
しん

美
み

沙
さ

子
こ

(Ms)

松
まつ　ばら

原悠
ゆう

馬
ま

(T)* 中
なか

川
がわ

悠
ゆう

子
こ

(S)

村
むら

井
い

裕
ひろ

子
こ

(S) 島
しま

﨑
ざき

昭
しょう

之
の

助
すけ

(Br)

竹
たけ

花
はな

摩
ま

耶
や

(S)*

濱
はま

田
だ

翔
しょう

(T)*

米
よね

田
だ

七
なな

海
み

(S)*

岡
おか

田
だ

美
み

優
ゆ

(S)*

前
まえ

田
た

理
り

恵
え

(S) 三
み

上
かみ

博
ひろ

美
み

(S)

今
いま

西
にし

仁
ひと

美
み

(S)*

丸
まる

尾
お

有
ゆ

香
か

(Ms)

竹
たけ

内
うち

葉
よう

子
こ

(S)

田
た

村
むら

智
とも

仁
じ

郎
ろう

(Br)

廣
ひろ

木
き

悠
はる

代
よ

(S)*

徐
じょ

大
だい

愚
ぐ

(Br)

福
ふく

田
だ

亜
あ

香
か

音
ね

(S)*

乾
いぬい

 ひろこ(S)

（＊＝準団員・準会員より）
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推
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藤
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本
オ
ペ
ラ
協
会
準
会
員  

公益財団法人日本オペラ振興会主催  公演ラインアップ （2024～25）

■藤原歌劇団創立90周年記念公演
「ラ・チェネレントラ」
G.ロッシーニ作曲
指揮：鈴木恵里奈
演出：フランチェスコ・べッロット
2024年4月27日（土）・28日（日）14：00  
テアトロ・ジーリオ・ショウワ 

■藤原歌劇団創立90周年記念公演・
　NISSAY OPERA 2024
「ピーア・デ・トロメイ」
ニュープロダクション
G.ドニゼッティ作曲
指揮：飯森範親
演出：マルコ・ガンディーニ
2024年
11月22日（金）・23日（土）・24日（日）
14：00
日生劇場

■藤原歌劇団創立90周年記念公演
「ファルスタッフ」ニュープロダクション
G.ヴェルディ作曲
指揮：時任康文
演出：岩田逹宗
2025年2月1日（土）・2日（日）14：00  
東京文化会館 大ホール
2025年2月8日（土）
愛知県芸術劇場 大ホール

■日本オペラ協会公演
「静と義経」ニュープロダクション
なかにし 礼 作・台本／三木 稔 作曲
指揮：田中祐子／演出：三浦安浩
2025年
3月8日（土）・9日（日） 14：００
東京文化会館 大ホール

■ 団会員企画シリーズ
スプリングコンサート2024
2024年3月24日（日）14：00
ユリホール（昭和音楽大学南校舎内５階）

デビューコンサート
2024 vol.1
2024年5月25日（土）14：00
イイノホール

■ 日本オペラ協会公演
日本オペラ・日本歌曲
連続演奏会　第73回
2024年7月12日（土）13：30
台東区立旧東京音楽学校奏楽堂

Opera Concert

9

ⒸAyane Shindo
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9/26（木）
にいがた音楽鑑賞会
出演：楠野麻衣、丸尾由香
会場：りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館

9/29（日）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：名取市文化会館 大ホール

4/29（月・祝）
～オペラ＆ディナー～
第16回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「トスカ」
出演：佐藤亜希子、澤﨑一了、折江忠道
        小野寺 光、相沢 創、工藤翔陽、大塚雄太
        別府真也、岡田美優
        藤原歌劇団合唱部
会場：帝国ホテル 富士の間

6/26（水）
昭和女子大学
藤原歌劇団公演「カルメン」（ハイライト）
出演：北薗彩佳、澤﨑一了、岡 昭宏、大澤恒夫
        岩美陽大、別府美沙子、浅田眞理子
        丸尾由香、琉子健太郎、山内政幸
        藤原歌劇団合唱部
会場：昭和女子大学人見記念講堂

5/17（金）
駒II音楽祭コンサートシリーズ2024
Vol.1「上江隼人 バリトンリサイタル」
出演：上江隼人、光岡暁恵
会場：東京大学駒場リサーチキャンパス内

8/5（月）
立原ちえ子リサイタル
出演：立原ちえ子
会場：東京文化会館 小ホール

9/1（日）
佐田山千恵リサイタル
出演：佐田山千恵、村上敏明、高橋宏典
会場：軽井沢大賀ホール

8/24（土）・25（日）
群馬交響楽団 Meet the オーケストラ！
2024群響夏休みコンサート
～オーケストラでSING SING SING!
出演：清水徹太郎
会場：高崎芸術劇場 大劇場

8/31（土）・9/1（日）
アプリコオペラ2024
オペレッタ「こうもり」
出演：小林厚子、砂川涼子、澤﨑一了
会場：大田区民ホール・アプリコ大ホール

9/15（日）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：Bunkamuraオーチャードホール

9/15（日）
東京文化会館オペラBOX「トスカ」
出演：迫田美帆、鈴木俊介、久保田真澄
        清水理恵
会場：東京文化会館 小ホール

9/17（火）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：サントリーホール

9/19（木）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：東京オペラシティ コンサートホール

9/19（木）・20（金）
アウトリーチ
出演：村上敏明
会場：佐賀県東与賀

9/21（土）・23（月・振）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

10
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【2024年】
4/7（日）
東京・春・音楽祭舞台祝祭劇
「ニーベルングの指環」より
「ジークフリート」
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/7（日）
Dramatic Series 歌劇「夕鶴」
出演：砂川涼子、清水徹太郎
会場：横須賀芸術劇場

4/17（水）・20（土）
東京・春・音楽祭「アイーダ」（演奏会形式）
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/25（木）
市町村長特別セミナー「ミニコンサート」
出演：小林厚子、藤原藍子
会場：市町村アカデミー

5/5（日・祝）
日本橋オペラ2024　日本初演シリーズ４
モンレオーネ（日本初演）&
マスカーニ カヴァレリア・ルスティカーナ×２
出演：村上敏明
会場：日本橋劇場

5/6（月・祝）
スプリングコンサート
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：ユリホール（昭和音楽大学南校舎内5階）

5/11（土）
静岡音楽館AOI コンサートシリーズ
2024-25
ベートーヴェン交響曲全集Ⅴ「第九」
出演：清水徹太郎
会場：静岡市民文化センター 大ホール

5/16（木）・19（日）・22（水）・25（土）・29（水）
新国立劇場「椿姫」
出演：久保田真澄
会場：新国立劇場オペラパレス

5/25（土）
5月の讃歌～オペラアリアと歌曲の夕べ
出演：村上敏明
会場：大浦天主堂

5/26（日）
オペラコンサート～歌劇〈トスカ〉ハイライト
出演：村上敏明
会場：アルカスSASEBO中ホール

6/8（土）
パシフィックフィルハーモニー
第166回定期演奏会
ヴェルディ「レクイエム」
出演：伊藤貴之
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

6/21（金）
広島音楽鑑賞協会公演
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：広島県民文化センター

6/22（土）
アーリドラーテ歌劇団 第10回公演
「シチリアの晩鐘」
出演：村上敏明
会場：新国立劇場中劇場

7/6 （土）
枚方シティオペラ2024　ガラコンサート
出演：村上敏明
会場：枚方総合文化芸術センター

7/11（木）・13（土）・17（水）
新国立劇場 
高校生のためのオペラ鑑賞教室 2024
「トスカ」
出演：上江隼人
会場：新国立劇場オペラパレス

7/12（金）・13（土）・14（日）・15（月・祝）
   17（水）・18（木）・20（土）・21（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2024
「蝶々夫人」
出演：迫田美帆、笛田博昭、伊藤貴之
会場：兵庫県立芸術文化センター
        KOBELCO大ホール

8/2（金）
安藤ゆかりリサイタル
出演：村上敏明
会場：電気文化会館

8/4（日）
THE KOBAKENレクチャーコンサート
出演：小林厚子、上江隼人
会場：軽井沢大賀ホール

Schedule & Information
2024年　外部出演マネージメント  （2024年4月～9月）

 （2024年３月15日現在） 　※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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■ 藤原歌劇団創立90周年記念公演

鈴木恵里奈
［指揮］ 

フランチェスコ・
ベッロット
［演出］ 

6

　
私
は
こ
れ
ま
で
藤
原
歌
劇
団
で
は
多
く
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
品
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、
色
彩
感
溢
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

た
だ
美
し
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
う
ね
り
や
深
み
、
イ
タ
リ
ア
語
と
一
体

と
な
っ
た
流
れ
で
い
か
に
ド
ラ
マ
を
語
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
醍
醐
味

の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
は
自
然
に
登
場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば「
蝶
々
夫
人
」で
は
、
自
己
憐
憫
に
陥
る
こ
と
な
く
、
信
じ

る
気
持
ち
を
固
く
持
っ
て
気
丈
に
振
る
舞
い
続
け
る
蝶
々
さ
ん
像
を
、
音
楽

面
か
ら
も
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」は
な
ん
て
可
哀
想
な
私
！
私
は
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
！
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
で
き
る
作
品
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
に

比
べ
る
と
非
常
に
軽
妙
洒
脱
な
音
楽
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
躍
動
感

を
与
え
ま
す
。
ま
た
作
品
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
声
の
可
能
性
を
感
じ

る
喜
び
や
、イ
タ
リ
ア
語
の
音
や
響
き
を
楽
し
め
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
は
、
公
演
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
共
演
者
同
士
を
信
じ
て

舞
台
上
で
自
由
に
生
き
、
歌
え
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
公
演
を
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
演
奏
を
お
届
け
し
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様

に
も
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魔
法
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯

努
め
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」の
舞
台
は
、
演
出
家
と
は
、
文
字
で
は

な
く
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
人
物
に
て
物
語
る
小
説
家
の
異
称
で
し
か
な
い
と
長

年
考
え
て
い
た
私
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
、

書
物
の
一
節
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
演
の
度
に
舞
台
か
ら

命
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
演
出
の
根
底
に
は
、「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
と
い
う〝
お
話
を
物

語
る
〞と
い
う
、
ま
さ
に
語
り
に
よ
る
詩
的
表
出
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
を

読
み
終
え
た
ば
か
り
の
少
女
が
、自
ら
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
く「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
を
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
拝
借
し
た
小
物
を
交
え
て
物
語
る

様
子
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
た
ち
が
書
物
か
ら
抜
け
出
す
と
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。
本
の

中
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
作
家
に
握
ら
れ
て
い
た
運
命
に
抗
う
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
ら
の
歩
み
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
来
い
じ
め
の
被
害
者

だ
っ
た
主
人
公
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
て
然
り
。
そ
の
宿
命
に
立
ち
向
か
い
、

預
か
っ
た
高
価
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
さ
え
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
姿
は
、〝
心

優
し
い
孤
児
〞ど
こ
ろ
か
、ま
る
で
現
代
社
会
に
生
き
る
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
夢
想
家
の
心
が
最
も
痛
む
の
は
、
登
場
人
物
を
本
の
世
界
か
ら
自

由
に
し
て
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
ら
が
地
団
駄
踏
ん
で
躍
起
に

な
っ
て
生
き
る
姿
を
見
る
の
は
辛
い
の
で
す
。
幕
を
開
け
れ
ば
囚
わ
れ
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
を
救
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
も
束
縛

か
ら
救
わ
れ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

４月27日（土）・28日（日）14：00 ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

アンジェリーナ…但馬由香／山下裕賀
ドン・ラミーロ…小堀勇介／荏原孝弥
ドン・マニーフィコ…押川浩士／坂本伸司
ダンディーニ…岡 昭宏／和下田大典
クロリンダ…楠野麻衣／米田七海

指揮…鈴木恵里奈　演出…フランチェスコ・ベッロット
ティーズべ…米谷朋子／髙橋未来子
アリドーロ…久保田真澄／東原貞彦
合唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

G.ロッシーニ作曲 ＜オペラ全２幕＞
ラ ・チェネレントラ

Ⓒmariabellotto

◉
公
演
に
寄
せ
て

◉
演
出
ノ
ー
ト
よ
り
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●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

但
馬
由
香
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

山
下
裕
賀
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
前
回
２
０
１
８
年
の
公
演
で
も
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

役
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、今
回
再
び
同
役
を
演
じ
る
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
作
品
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
役
と
再
び
向
き
合
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
６
年
前
は
初
め
て
の
大
役
、
し
か
も
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
と
い
う
事
で
、と
に
か
く
色
ん
な
汗
を
か
き
な

が
ら
模
索
し
た
日
々
で
し
た
。
現
在
は
ど
う
か
と
言

え
ば
、た
と
え
過
去
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
は

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

●
今
回
が
藤
原
歌
劇
団
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
す
が
、山

下
さ
ん
が
演
じ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、

聴
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
は
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、何
度
も
観
客
と
し
て
足
を

運
ん
だ
テ
ア
ト
ロ
・
ジ
ー
リ
オ
・
シ
ョ
ウ
ワ
の
舞
台
に

立
て
る
と
い
う
こ
と
に
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
す
！
意
地
悪
な
お
姉
さ
ん
や
継
父
が
い
て
、
ひ
ど

い
扱
い
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
で
す
が
、ど

こ
か
い
つ
も
希
望
を
も
っ
て
、歌
だ
っ
て
好
き
に
口
ず

さ
ん
で
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
意
志
の
あ
る
訴
え
が

で
き
る
、と
て
も
心
が
温
か
く
て
勇
気
の
あ
る
女
性
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
が
心
の
中

に
持
っ
て
い
た
つ
ぼ
み
が
、王
子
ラ
ミ
ー
ロ
に
出
会
う

こ
と
で
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
て
、一
気
に
世
界
が
色
づ
い
て

い
く
…
粗
末
な
服
装
で
も
心
は
誰
よ
り
も
色
鮮
や
か

な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
最
後
の
ア
リ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、私
は
彼
女
が
ぽ
ろ
っ
と
口
に

す
る
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
ア
リ
ド
ー
ロ
と
の

何
気
な
い
会
話
で
「
私
の
心
を
半
分
に
し
て
、
恵
ま
れ

も
あ
り
、身
体
や
歌
唱
法
の
変
化
に
伴
い
再
構
築
が
必

要
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
す（
笑
）。

　
前
回
強
く
感
じ
た
の
は
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
た
だ

不
幸
な
境
遇
に
流
さ
れ
て
い
る
弱
々
し
い
人
物
で
は

無
い
と
い
う
事
で
す
。
特
に
、
最
終
的
に
彼
女
が
と
っ

た
、
父
と
姉
た
ち
を
「
許
す
」
と
い
う
選
択
は
弱
い
人

に
は
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
復
讐
、
欲
望
達
成
、

愛
憎
、権
力
争
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
い
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
、
彼
女
の
志
の
高
い
在
り
方
に
は
、
今
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
の
音
楽
の
中
に
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
主
張
や
思
想
、

ま
た
コ
ミ
カ
ル
な
面
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
い
つ
も
藤
原
歌
劇
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
の
原
作
は
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
書
い

た
有
名
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
お
話
で
す
。
そ
れ
を
作

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

な
い
人
に
分
け
て
あ
げ
た
い
」や
、ア
リ
ア
の
前
の「
私

の
最
大
の
復
讐
は〝
許
す
〞と
い
う
こ
と
で
す
」な
ど
、

こ
の
優
し
く
て
と
て
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
言

葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
心
が
開
い

て
い
く
様
子
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
メ
ッ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
に
と
っ
て
重
要
な
役
ど
こ
ろ

が
与
え
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
品
で
す
が
、山
下
さ
ん

に
と
っ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ロ
ー
ル

を
務
め
た
の
は
「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」
の
ロ
ジ
ー
ナ

だ
け
な
の
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ

早
い
！
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
細
か
い
音
符
を
伴
っ
た

フ
レ
ー
ズ
は
輝
い
て
い
て
、ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
詰

ま
っ
て
い
て
…
本
当
に
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魅
力
は
細
か
い
音
符
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
ず
、大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
迫
力
や
言
葉
遊
び
の

面
白
さ
な
ど
、推
し
ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
お
い
て
も
、
あ
る
意
味
〝
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
〞的
な
会
話
の
テ
ン
ポ
感
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
！

全
員
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
は
も
と
も
と
の
お
話
が

童
話
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
親
し
み
や
す
い

物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
好
き
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、そ
し
て
オ
ペ
ラ
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
か
な
？
な
ん
て
思
う
方
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
!!

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
面
や
曲
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ⒸYoshinobu Fukaya

ⒸYoshinobu Fukaya

２
０
２
４
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

シ
ー
ベ
ル
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● 2023 グランドオペラフェスティバル in Japan／藤原歌劇団公演

G.プッチーニ 作曲「ラ・ボエーム」
2023. 12/8 ● フェニーチェ堺（堺市民芸術文化ホール）大ホール
2023. 12/16 ● レクザムホール（香川県県民ホール）大ホール

● 藤原歌劇団公演

C.グノー 作曲「ファウスト」  ニュープロダクション（新制作）
2024. 1/27・28 ● 東京文化会館 大ホール

2024.2/3 ● 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール（愛知）

● 日本オペラ協会公演 日本オペラシリーズNo.86
倉本聰 原作 ／渡辺俊幸 作曲／吉田雄生 オペラ脚本

「ニングル」  世界初演
2024. 2/10  ・11・12 ● めぐろパーシモンホール 大ホール

人気の岩田達宗演出「ラ・ボエーム」を
藤原を代表する出演者で華やかに上演

新春に相応しく、合唱・バレエを含む
イタリアとのコラボによる豪華プロダクション

「未来につなげ」「昔に返せ」―
大注目の新作オペラに、連日感動の渦！

1934年6月7日に旗揚げ公演として「ラ・ボエーム」を日本初演してから2024
年で創立90周年を迎えた藤原歌劇団が、大阪・堺、香川・高松の2箇所でこ
の記念碑オペラを上演しました。2007年に新制作した岩田プロダクションは、
画家佐伯祐三からインスピレーションを得て作られたパリの街並みが美しく、当
団でも何度も繰り返し上演してきた人気の演出です。ミミ役は砂川涼子、ロド
ルフォ役は藤田卓也、他この演目に相応しいキャストと、オペラのみならず全国
で活躍している柴田真郁の指揮で、各地元の児童合唱団も加わり、クリスマス
を目前にこのプッチーニの名作を各地の皆様にお届け致しました。

藤原歌劇団が2024年新春にお届けしたのは、当団ではおよそ30年振りとな
るフランスのグランドオペラ「ファウスト」を東京・愛知にて上演。指揮は、フラ
ンスで研鑽を積み現在オランダを拠点に世界で活躍する阿部加奈子が日本で
のオペラデビュー。演出はイタリアのライモンディが映像を駆使し、まるで百面
相のように表情を変えながら心情を表しました。ファウストの村上と澤﨑、メフィ
ストフェレスのカッチャマーニと伊藤、マルグリートの砂川と迫田、その他実力派
の歌手による藤原歌劇団の総力をあげた公演に、あたたかい拍手が贈られまし
た。

日本オペラ協会が今回新作したのは、日本を代表する脚本家・作家である倉
本聰の代表作の一つ、戯曲『ニングル』を倉本作品として初のオペラ化。日
本を代表する作曲家渡辺俊幸の温かい音楽と、倉本からの信任厚い吉田雄
生の脚本によりオペラ「ニングル」として生まれ変わりました。指揮と演出は、
数々の日本オペラを成功に導く田中祐子と岩田達宗が務め、当会を代表する
出演者陣により、自然を大切にすることの重要性を渾身の想いでオペラとして
上演しました。連日満員のお客様にご来場いただき、スタンディングオベーショ
ンのカーテンコールで世界初演が大成功のうちに終幕いたしました。

公演レビュー

●指揮　柴田真郁　●演出　岩田達宗
●出演 ミミ：砂川涼子　ロドルフォ：藤田卓也　マルチェッロ：押川浩士　ムゼッタ：米田七海　ショナール：森口賢二　コッリーネ：久保田真澄　ベノア：折江忠道　
 アルチンドロ：東原貞彦　パルピニョール：山内政幸　
 合唱：藤原歌劇団合唱部　児童合唱：堺シティオペラ Kid’s Chor.（大阪）／香川オリーブ少年少女合唱団（香川）　管弦楽：ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団　
●スタッフ　美術：増田寿子　衣裳：前田文子　照明：沢田祐二　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　阿部加奈子　●演出　ダヴィデ・ガラッティーニ・ライモンディ　
●出演 ファウスト：村上敏明／澤﨑一了　メフィストフェレス：アレッシオ・カッチャマーニ／伊藤貴之　マルグリート：砂川涼子／迫田美帆　ヴァランタン：岡 昭宏／井出壮志朗
 シーベル：向野由美子／但馬由香　ワグネル：大槻聡之介／高橋宏典　マルト：山川真奈／北薗彩佳
 合唱：藤原歌劇団合唱部　バレエ：NNIバレエアンサンブル　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）
●スタッフ　衣裳・美術：ドメニコ・フランキ　照明：西田俊郎　振付：伊藤範子　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　田中祐子　 ●演出　岩田達宗
●出演 勇太（ユタ）：須藤慎吾／村松恒矢　才三：海道弘昭／渡辺 康　かつら：佐藤美枝子／光岡暁恵　ミクリ：別府美沙子／相樂和子　スカンポ：中桐かなえ／井上華那
 光介：杉尾真吾／和下田大典　信次：黄木 透／勝又康介　民吉：久保田真澄／泉 良平　ニングルの長（カムイ）：江原啓之／山田大智　かや：丸尾有香／長島由佳
 信子：佐藤恵利（全日）　合唱：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団　
●スタッフ　美術：松生紘子　衣裳：下斗米大輔　照明：大島祐夫　振付：古賀 豊　舞台監督：伊藤 潤　他
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9/26（木）
にいがた音楽鑑賞会
出演：楠野麻衣、丸尾由香
会場：りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館

9/29（日）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：名取市文化会館 大ホール

4/29（月・祝）
～オペラ＆ディナー～
第16回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「トスカ」
出演：佐藤亜希子、澤﨑一了、折江忠道
        小野寺 光、相沢 創、工藤翔陽、大塚雄太
        別府真也、岡田美優
        藤原歌劇団合唱部
会場：帝国ホテル 富士の間

6/26（水）
昭和女子大学
藤原歌劇団公演「カルメン」（ハイライト）
出演：北薗彩佳、澤﨑一了、岡 昭宏、大澤恒夫
        岩美陽大、別府美沙子、浅田眞理子
        丸尾由香、琉子健太郎、山内政幸
        藤原歌劇団合唱部
会場：昭和女子大学人見記念講堂

5/17（金）
駒II音楽祭コンサートシリーズ2024
Vol.1「上江隼人 バリトンリサイタル」
出演：上江隼人、光岡暁恵
会場：東京大学駒場リサーチキャンパス内

8/5（月）
立原ちえ子リサイタル
出演：立原ちえ子
会場：東京文化会館 小ホール

9/1（日）
佐田山千恵リサイタル
出演：佐田山千恵、村上敏明、高橋宏典
会場：軽井沢大賀ホール

8/24（土）・25（日）
群馬交響楽団 Meet the オーケストラ！
2024群響夏休みコンサート
～オーケストラでSING SING SING!
出演：清水徹太郎
会場：高崎芸術劇場 大劇場

8/31（土）・9/1（日）
アプリコオペラ2024
オペレッタ「こうもり」
出演：小林厚子、砂川涼子、澤﨑一了
会場：大田区民ホール・アプリコ大ホール

9/15（日）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：Bunkamuraオーチャードホール

9/15（日）
東京文化会館オペラBOX「トスカ」
出演：迫田美帆、鈴木俊介、久保田真澄
        清水理恵
会場：東京文化会館 小ホール

9/17（火）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：サントリーホール

9/19（木）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：東京オペラシティ コンサートホール

9/19（木）・20（金）
アウトリーチ
出演：村上敏明
会場：佐賀県東与賀

9/21（土）・23（月・振）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

10
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【2024年】
4/7（日）
東京・春・音楽祭舞台祝祭劇
「ニーベルングの指環」より
「ジークフリート」
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/7（日）
Dramatic Series 歌劇「夕鶴」
出演：砂川涼子、清水徹太郎
会場：横須賀芸術劇場

4/17（水）・20（土）
東京・春・音楽祭「アイーダ」（演奏会形式）
出演：中畑有美子
会場：東京文化会館 大ホール

4/25（木）
市町村長特別セミナー「ミニコンサート」
出演：小林厚子、藤原藍子
会場：市町村アカデミー

5/5（日・祝）
日本橋オペラ2024　日本初演シリーズ４
モンレオーネ（日本初演）&
マスカーニ カヴァレリア・ルスティカーナ×２
出演：村上敏明
会場：日本橋劇場

5/6（月・祝）
スプリングコンサート
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：ユリホール（昭和音楽大学南校舎内5階）

5/11（土）
静岡音楽館AOI コンサートシリーズ
2024-25
ベートーヴェン交響曲全集Ⅴ「第九」
出演：清水徹太郎
会場：静岡市民文化センター 大ホール

5/16（木）・19（日）・22（水）・25（土）・29（水）
新国立劇場「椿姫」
出演：久保田真澄
会場：新国立劇場オペラパレス

5/25（土）
5月の讃歌～オペラアリアと歌曲の夕べ
出演：村上敏明
会場：大浦天主堂

5/26（日）
オペラコンサート～歌劇〈トスカ〉ハイライト
出演：村上敏明
会場：アルカスSASEBO中ホール

6/8（土）
パシフィックフィルハーモニー
第166回定期演奏会
ヴェルディ「レクイエム」
出演：伊藤貴之
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

6/21（金）
広島音楽鑑賞協会公演
出演：藤原歌劇団クアットロアリア
会場：広島県民文化センター

6/22（土）
アーリドラーテ歌劇団 第10回公演
「シチリアの晩鐘」
出演：村上敏明
会場：新国立劇場中劇場

7/6 （土）
枚方シティオペラ2024　ガラコンサート
出演：村上敏明
会場：枚方総合文化芸術センター

7/11（木）・13（土）・17（水）
新国立劇場 
高校生のためのオペラ鑑賞教室 2024
「トスカ」
出演：上江隼人
会場：新国立劇場オペラパレス

7/12（金）・13（土）・14（日）・15（月・祝）
   17（水）・18（木）・20（土）・21（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2024
「蝶々夫人」
出演：迫田美帆、笛田博昭、伊藤貴之
会場：兵庫県立芸術文化センター
        KOBELCO大ホール

8/2（金）
安藤ゆかりリサイタル
出演：村上敏明
会場：電気文化会館

8/4（日）
THE KOBAKENレクチャーコンサート
出演：小林厚子、上江隼人
会場：軽井沢大賀ホール

Schedule & Information
2024年　外部出演マネージメント  （2024年4月～9月）

 （2024年３月15日現在） 　※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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公益財団法人日本オペラ振興会
● 2024年３月11日より事務所が移転いたしました。
本　部： 〒 151－0061　東京都渋谷区初台2－5－8 西新宿豊国ビル102 【TEL】03－6721－0995　〈チケットセンター〉03－6721－0874（平日10：00～18：00）
稽古場・育成部： 〒 215－0035　神奈川県川崎市麻生区黒川76－1 【TEL】044－819－5505

表紙photo：
2024年日本オペラ協会公演
「ニングル」
倉本聰 原作／渡辺俊幸 作曲
吉田雄生 オペラ脚本
指揮：田中祐子　演出：岩田達宗
写真：池上直哉
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日本オペラ振興会 検索

日本オペラ振興会
公式ホームページで
随時情報更新中！

公演チケットはオンラインチケットが便利！

★藤原歌劇団・日本オペラ協会のオペラ公演はもちろん、
　主催コンサートや協力公演の情報も公開 ！

★お得なセット券  〈プレミアムシート〉も簡単にご入会できます ！

★JOF Blog 舞台裏レポートで、
　舞台のウラ側や稽古風景、育成部の授業風景などをご紹介 ！
★オペラ鑑賞の「いろは」や、知らなかったオペラのホントを大公開 ！

24時間、どこにいても
座席指定で公演チケットが購入可能です！
オンラインチケットはこちらから ➡

いますぐ！
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4/27
（土）

4/28
（日）
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●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

但
馬
由
香
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

山
下
裕
賀
﹇
メ
ッ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
﹈

●
前
回
２
０
１
８
年
の
公
演
で
も
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

役
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、今
回
再
び
同
役
を
演
じ
る
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
作
品
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
役
と
再
び
向
き
合
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
６
年
前
は
初
め
て
の
大
役
、
し
か
も
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
と
い
う
事
で
、と
に
か
く
色
ん
な
汗
を
か
き
な

が
ら
模
索
し
た
日
々
で
し
た
。
現
在
は
ど
う
か
と
言

え
ば
、た
と
え
過
去
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
は

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

●
今
回
が
藤
原
歌
劇
団
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
す
が
、山

下
さ
ん
が
演
じ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、

聴
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
は
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、何
度
も
観
客
と
し
て
足
を

運
ん
だ
テ
ア
ト
ロ
・
ジ
ー
リ
オ
・
シ
ョ
ウ
ワ
の
舞
台
に

立
て
る
と
い
う
こ
と
に
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
す
！
意
地
悪
な
お
姉
さ
ん
や
継
父
が
い
て
、
ひ
ど

い
扱
い
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
で
す
が
、ど

こ
か
い
つ
も
希
望
を
も
っ
て
、歌
だ
っ
て
好
き
に
口
ず

さ
ん
で
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
意
志
の
あ
る
訴
え
が

で
き
る
、と
て
も
心
が
温
か
く
て
勇
気
の
あ
る
女
性
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
が
心
の
中

に
持
っ
て
い
た
つ
ぼ
み
が
、王
子
ラ
ミ
ー
ロ
に
出
会
う

こ
と
で
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
て
、一
気
に
世
界
が
色
づ
い
て

い
く
…
粗
末
な
服
装
で
も
心
は
誰
よ
り
も
色
鮮
や
か

な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
最
後
の
ア
リ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、私
は
彼
女
が
ぽ
ろ
っ
と
口
に

す
る
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
ア
リ
ド
ー
ロ
と
の

何
気
な
い
会
話
で
「
私
の
心
を
半
分
に
し
て
、
恵
ま
れ

も
あ
り
、身
体
や
歌
唱
法
の
変
化
に
伴
い
再
構
築
が
必

要
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
す（
笑
）。

　
前
回
強
く
感
じ
た
の
は
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
た
だ

不
幸
な
境
遇
に
流
さ
れ
て
い
る
弱
々
し
い
人
物
で
は

無
い
と
い
う
事
で
す
。
特
に
、
最
終
的
に
彼
女
が
と
っ

た
、
父
と
姉
た
ち
を
「
許
す
」
と
い
う
選
択
は
弱
い
人

に
は
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
復
讐
、
欲
望
達
成
、

愛
憎
、権
力
争
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
い
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
、
彼
女
の
志
の
高
い
在
り
方
に
は
、
今
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
の
音
楽
の
中
に
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
主
張
や
思
想
、

ま
た
コ
ミ
カ
ル
な
面
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
い
つ
も
藤
原
歌
劇
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
チ
ェ

ネ
レ
ン
ト
ラ
」
の
原
作
は
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
書
い

た
有
名
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
お
話
で
す
。
そ
れ
を
作

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

な
い
人
に
分
け
て
あ
げ
た
い
」や
、ア
リ
ア
の
前
の「
私

の
最
大
の
復
讐
は〝
許
す
〞と
い
う
こ
と
で
す
」な
ど
、

こ
の
優
し
く
て
と
て
も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
言

葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
心
が
開
い

て
い
く
様
子
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
メ
ッ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
に
と
っ
て
重
要
な
役
ど
こ
ろ

が
与
え
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
品
で
す
が
、山
下
さ
ん

に
と
っ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ロ
ー
ル

を
務
め
た
の
は
「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」
の
ロ
ジ
ー
ナ

だ
け
な
の
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ

早
い
！
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
細
か
い
音
符
を
伴
っ
た

フ
レ
ー
ズ
は
輝
い
て
い
て
、ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
詰

ま
っ
て
い
て
…
本
当
に
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
魅
力
は
細
か
い
音
符
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
ず
、大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
迫
力
や
言
葉
遊
び
の

面
白
さ
な
ど
、推
し
ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
お
い
て
も
、
あ
る
意
味
〝
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
〞的
な
会
話
の
テ
ン
ポ
感
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
カ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
！

全
員
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　「
ラ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
は
も
と
も
と
の
お
話
が

童
話
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
親
し
み
や
す
い

物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
好
き
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、そ
し
て
オ
ペ
ラ
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
か
な
？
な
ん
て
思
う
方
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
!!

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
面
や
曲
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
え
、６
年
前
と
今
と
で
は
そ
の
後
積
み
重
ね
た
経
験

曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
ら
ど
ん
な
世
界

が
広
が
る
の
か
、ぜ
ひ
劇
場
で
ご
観
劇
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
演
出
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
ロ
ッ
ト
さ
ん

が
作
ら
れ
る
舞
台
も
大
変
素
敵
で
す
。
最
初
の
登
場

シ
ー
ン
で
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
「
あ
る
お
家
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
本
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
ん

で
す
。
王
子
様
も
従
者
も
父
親
も
姉
達
も
、
み
ん
な
が

ミ
ニ
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
話
が
進
む
、可
愛
ら
し
い
舞

台
で
す
。
き
っ
と
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ⒸYoshinobu Fukaya

ⒸYoshinobu Fukaya

２
０
２
４
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

シ
ー
ベ
ル
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● 2023 グランドオペラフェスティバル in Japan／藤原歌劇団公演

G.プッチーニ 作曲「ラ・ボエーム」
2023. 12/8 ● フェニーチェ堺（堺市民芸術文化ホール）大ホール
2023. 12/16 ● レクザムホール（香川県県民ホール）大ホール

● 藤原歌劇団公演

C.グノー 作曲「ファウスト」  ニュープロダクション（新制作）
2024. 1/27・28 ● 東京文化会館 大ホール

2024.2/3 ● 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール（愛知）

● 日本オペラ協会公演 日本オペラシリーズNo.86
倉本聰 原作 ／渡辺俊幸 作曲／吉田雄生 オペラ脚本

「ニングル」  世界初演
2024. 2/10  ・11・12 ● めぐろパーシモンホール 大ホール

人気の岩田達宗演出「ラ・ボエーム」を
藤原を代表する出演者で華やかに上演

新春に相応しく、合唱・バレエを含む
イタリアとのコラボによる豪華プロダクション

「未来につなげ」「昔に返せ」―
大注目の新作オペラに、連日感動の渦！

1934年6月7日に旗揚げ公演として「ラ・ボエーム」を日本初演してから2024
年で創立90周年を迎えた藤原歌劇団が、大阪・堺、香川・高松の2箇所でこ
の記念碑オペラを上演しました。2007年に新制作した岩田プロダクションは、
画家佐伯祐三からインスピレーションを得て作られたパリの街並みが美しく、当
団でも何度も繰り返し上演してきた人気の演出です。ミミ役は砂川涼子、ロド
ルフォ役は藤田卓也、他この演目に相応しいキャストと、オペラのみならず全国
で活躍している柴田真郁の指揮で、各地元の児童合唱団も加わり、クリスマス
を目前にこのプッチーニの名作を各地の皆様にお届け致しました。

藤原歌劇団が2024年新春にお届けしたのは、当団ではおよそ30年振りとな
るフランスのグランドオペラ「ファウスト」を東京・愛知にて上演。指揮は、フラ
ンスで研鑽を積み現在オランダを拠点に世界で活躍する阿部加奈子が日本で
のオペラデビュー。演出はイタリアのライモンディが映像を駆使し、まるで百面
相のように表情を変えながら心情を表しました。ファウストの村上と澤﨑、メフィ
ストフェレスのカッチャマーニと伊藤、マルグリートの砂川と迫田、その他実力派
の歌手による藤原歌劇団の総力をあげた公演に、あたたかい拍手が贈られまし
た。

日本オペラ協会が今回新作したのは、日本を代表する脚本家・作家である倉
本聰の代表作の一つ、戯曲『ニングル』を倉本作品として初のオペラ化。日
本を代表する作曲家渡辺俊幸の温かい音楽と、倉本からの信任厚い吉田雄
生の脚本によりオペラ「ニングル」として生まれ変わりました。指揮と演出は、
数々の日本オペラを成功に導く田中祐子と岩田達宗が務め、当会を代表する
出演者陣により、自然を大切にすることの重要性を渾身の想いでオペラとして
上演しました。連日満員のお客様にご来場いただき、スタンディングオベーショ
ンのカーテンコールで世界初演が大成功のうちに終幕いたしました。

公演レビュー

●指揮　柴田真郁　●演出　岩田達宗
●出演 ミミ：砂川涼子　ロドルフォ：藤田卓也　マルチェッロ：押川浩士　ムゼッタ：米田七海　ショナール：森口賢二　コッリーネ：久保田真澄　ベノア：折江忠道　
 アルチンドロ：東原貞彦　パルピニョール：山内政幸　
 合唱：藤原歌劇団合唱部　児童合唱：堺シティオペラ Kid’s Chor.（大阪）／香川オリーブ少年少女合唱団（香川）　管弦楽：ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団　
●スタッフ　美術：増田寿子　衣裳：前田文子　照明：沢田祐二　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　阿部加奈子　●演出　ダヴィデ・ガラッティーニ・ライモンディ　
●出演 ファウスト：村上敏明／澤﨑一了　メフィストフェレス：アレッシオ・カッチャマーニ／伊藤貴之　マルグリート：砂川涼子／迫田美帆　ヴァランタン：岡 昭宏／井出壮志朗
 シーベル：向野由美子／但馬由香　ワグネル：大槻聡之介／高橋宏典　マルト：山川真奈／北薗彩佳
 合唱：藤原歌劇団合唱部　バレエ：NNIバレエアンサンブル　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）
●スタッフ　衣裳・美術：ドメニコ・フランキ　照明：西田俊郎　振付：伊藤範子　舞台監督：菅原多敢弘 他

●指揮　田中祐子　 ●演出　岩田達宗
●出演 勇太（ユタ）：須藤慎吾／村松恒矢　才三：海道弘昭／渡辺 康　かつら：佐藤美枝子／光岡暁恵　ミクリ：別府美沙子／相樂和子　スカンポ：中桐かなえ／井上華那
 光介：杉尾真吾／和下田大典　信次：黄木 透／勝又康介　民吉：久保田真澄／泉 良平　ニングルの長（カムイ）：江原啓之／山田大智　かや：丸尾有香／長島由佳
 信子：佐藤恵利（全日）　合唱：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団　
●スタッフ　美術：松生紘子　衣裳：下斗米大輔　照明：大島祐夫　振付：古賀 豊　舞台監督：伊藤 潤　他
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9/26（木）
にいがた音楽鑑賞会
出演：楠野麻衣、丸尾由香
会場：りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館

9/29（日）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：名取市文化会館 大ホール

4/29（月・祝）
～オペラ＆ディナー～
第16回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「トスカ」
出演：佐藤亜希子、澤﨑一了、折江忠道
        小野寺 光、相沢 創、工藤翔陽、大塚雄太
        別府真也、岡田美優
        藤原歌劇団合唱部
会場：帝国ホテル 富士の間

6/26（水）
昭和女子大学
藤原歌劇団公演「カルメン」（ハイライト）
出演：北薗彩佳、澤﨑一了、岡 昭宏、大澤恒夫
        岩美陽大、別府美沙子、浅田眞理子
        丸尾由香、琉子健太郎、山内政幸
        藤原歌劇団合唱部
会場：昭和女子大学人見記念講堂

5/17（金）
駒II音楽祭コンサートシリーズ2024
Vol.1「上江隼人 バリトンリサイタル」
出演：上江隼人、光岡暁恵
会場：東京大学駒場リサーチキャンパス内

8/5（月）
立原ちえ子リサイタル
出演：立原ちえ子
会場：東京文化会館 小ホール

9/1（日）
佐田山千恵リサイタル
出演：佐田山千恵、村上敏明、高橋宏典
会場：軽井沢大賀ホール

8/24（土）・25（日）
群馬交響楽団 Meet the オーケストラ！
2024群響夏休みコンサート
～オーケストラでSING SING SING!
出演：清水徹太郎
会場：高崎芸術劇場 大劇場

8/31（土）・9/1（日）
アプリコオペラ2024
オペレッタ「こうもり」
出演：小林厚子、砂川涼子、澤﨑一了
会場：大田区民ホール・アプリコ大ホール

9/15（日）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：Bunkamuraオーチャードホール

9/15（日）
東京文化会館オペラBOX「トスカ」
出演：迫田美帆、鈴木俊介、久保田真澄
        清水理恵
会場：東京文化会館 小ホール

9/17（火）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：サントリーホール

9/19（木）
東京フィルハーモニー交響楽団定期演奏会
歌劇「マクベス」（オペラ演奏会形式）
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：東京オペラシティ コンサートホール

9/19（木）・20（金）
アウトリーチ
出演：村上敏明
会場：佐賀県東与賀

9/21（土）・23（月・振）
全国共同制作オペラ
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：杉尾真吾
会場：東京芸術劇場 コンサートホール

10

受託オペラ

リサイタルマネジメント
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公益財団法人日本オペラ振興会
● 2024年３月11日より事務所が移転いたしました。
本　部： 〒 151－0061　東京都渋谷区初台2－5－8 西新宿豊国ビル102 【TEL】03－6721－0995　〈チケットセンター〉03－6721－0874（平日10：00～18：00）
稽古場・育成部： 〒 215－0035　神奈川県川崎市麻生区黒川76－1 【TEL】044－819－5505

表紙photo：
2024年日本オペラ協会公演
「ニングル」
倉本聰 原作／渡辺俊幸 作曲
吉田雄生 オペラ脚本
指揮：田中祐子　演出：岩田達宗
写真：池上直哉
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日本オペラ振興会 検索

日本オペラ振興会
公式ホームページで
随時情報更新中！

公演チケットはオンラインチケットが便利！

★藤原歌劇団・日本オペラ協会のオペラ公演はもちろん、
　主催コンサートや協力公演の情報も公開 ！

★お得なセット券  〈プレミアムシート〉も簡単にご入会できます ！

★JOF Blog 舞台裏レポートで、
　舞台のウラ側や稽古風景、育成部の授業風景などをご紹介 ！
★オペラ鑑賞の「いろは」や、知らなかったオペラのホントを大公開 ！

24時間、どこにいても
座席指定で公演チケットが購入可能です！
オンラインチケットはこちらから ➡

いますぐ！
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